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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





































　　　　一




　イゼリア王宮は、ここのところその話題で持ちきりだ。

　というよりも、仕事以外ではその話題しか人々の口にのぼらなかったと言って良い。

　───平民の娘むすめがアレクシオン王子殿でん下かの《四誓フオース》に……!?

　───国王陛下の病を治した調薬師らしいぞ。

　───どこぞの村の疫えき病びようを一晩で治した天才調薬師だというじゃないか。

　───それを聞いたアレクシオン殿下が、直々に王宮へ招いたらしい。

　───あの殿下が!?

　つい先日まで隣りん国ごくカナンへ留学していたというだけでなく、公おおやけでの発言や目立った行動が極きよく端たんに少ない第三王子が、自ら動いた。

　いや───動かした、娘。

　いったいそれは、どんな娘なのか。

　高官から下働きの者まで好こう奇き心しんを全開にして、その調薬師が自分たちの前に姿を見せるのを待っている。

「───という次し第だいです」

　淡たん々たんと王宮の様子を伝えられた噂うわさの『天才調薬師』シェリルは、ぽかんと口を開いた。

「───……噓うそ……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてから、はっと我に返る。

「ちょっと待ってください！　私はまだ半人前だし、そもそもランス村の治ち療りようだって私というよりミスカ先生が……っ」

「馬車の中で騒さわがない」

　ぴし、と冷たい声で言われ、シェリルは浮うかせた腰こしを急いでおろした。

　持っていた袋ふくろを両りよう腕うでで抱だきしめ直し、しゅんと俯うつむく。そして、そうっと視線を上げて、正面に座る女性を見た。

　年ねん齢れいは五十を少し超こえたというところか。

　装そう飾しよくをそぎ落とした黒いドレスに瘦そう身しんを包み、結ゆい上げた黒くろ髪かみを小さくまとめている。きりりと眦まなじりの上がった目が細いうえに表情が無いため、黙だまっていられるとこちらを冷たく無視しているように思えてしまう。

　───私、アレクシオン王子殿下と、そのお母上ステラ様にお仕えする、イルマと申します。

　そう名乗った彼女がシェリルの前に現れたのは、今朝早くのことだった。

　自分の名を呼ぶ声で目が覚めたシェリルが取り急ぎ服を着き替がえてから家の扉とびらを開けると、このあたりでは見かけることのない、上等な馬車を背にしたイルマが立っていたのだ。

　───お迎むかえにあがりました。シェリル様。

　名前に『様』をつけられることも、王子に仕える女性が自分を迎えに来ることも、以前の自分なら夢にも思わなかっただろう。だがシェリルはそれで、数日前に自分の身に起きたことが夢ではなく現実なのだとあらためて思った。

　シェリルが住んでいるのは王都イゼルに近い、メリナという小さな村である。

　気候と土地に恵めぐまれたおかげで、近きん隣りんでは豊かな村として知られており、人々も平和に暮らしている。だが周囲の村がメリナ村を羨うらやむ一番の理由は、調薬師ミスカの存在だ。

　医師や調薬師の多くは、貴族や裕ゆう福ふくな商人たちの庇ひ護ごを受け、王都や大きな街に住んでいる。つまり、田舎いなかの村では病や怪け我がをしても治してもらう術すべがなく、古いにしえから伝わる民間療りよう法ほうでなんとかするしかない。

　数年前にメリナ村をふらりと訪おとずれたミスカが、何を気に入ってかそのまま住み着いてしまうという幸運は、メリナ村の者にとって、そして調薬師を目指していたシェリルにとっては奇き跡せきのようなものだ。そのミスカとともにランス村で病人の治療にあたったことが、シェリルの運命を大きく変えたのだった。

　───俺と誓せい約やくをかわしてくれないか。

　この国イゼリアの第三王子アレクシオンにそう言われたとき、シェリルはそれが何を意味するのか、まったく分からなかった。それどころか、その時点でシェリルはアレクシオンが自国の王子であることすら知らなかった。

　それでもシェリルは頷うなずいた。

　───信じる。……シオンを。

（……まさか、それが《四誓》というものになるという意味だとは思わなかったけど）

　ふう、と小さく息をつく。

　後こう悔かいしているわけではない。《四誓》となる誓約が、アレクシオンに生しよう涯がいの忠誠を誓ちかうことなのだと分かってからも、シェリルは自ら誓約のし直しを申し出たくらいだ。

　ただ、いまさらながら、ことの大きさに戸と惑まどっているというのが正直なところだった。

　実際、誓いをたてたものの、シェリルは《四誓》がどんな役割を担にない、何をなすべきなのかも知らない。嫡ちやく流りゆうの王子たちにつく、たった四人だけ認められる側近のことを言い、どうやら特権を持っているらしいということだけは分かった。だが、その程度だ。

　───意味も分からず引き受けたの？

　師のミスカが呆あきれ顔で言ったのも頷ける。

（……大だい丈じよう夫ぶかなあ、こんなふうで）

　力になれれば、と思った。

　アレクシオンのそばにいて、自分の出来ることがたとえわずかなものであったとしても、彼の力になりたいと思った。

　だが、そんな簡単な話で済むのだろうか。

　まだ半人前の調薬の腕うでしかないのに、そもそもアレクシオンの力になどなれるのだろうか。

（───シオンこそ今いま頃ごろ、すごく後悔しているのかも）

　ふう、ともう一度ため息がシェリルの口からこぼれ、それを見てイルマが眉まゆ根ねを寄せたときだった。

「───はい、止まって止まって！」

「!?」

　がたん、と馬車が急停止したと思ったら、突とつ然ぜん扉とびらが外から開けられた。

「なっ!?」

　イルマの眉まゆが跳はね上がったのは、そこから遠えん慮りよの欠片かけらもなく、二人の青年がひょいと顔を覗のぞかせたからだ。

「やあシェリル。今日も花のように可か憐れんだな」

「うーん、大きな馬車だと思ったが、俺たちが乗るとやっぱり狭せまそうだな」

　そう言ったのは、馬に乗ったルーカスとサリオである。彼らはシェリルよりも先にアレクシオンの《四誓》となっている、いわば先せん輩ぱいだ。

　ルーカスは黙ってさえいれば幽ゆう艶えんな空気を持つ、それこそ絵本の中に登場する王子のようだし、サリオの整った精せい悍かんな顔だちと引き締しまった身体からだは、姫ひめ君ぎみを守る勇者のようだ。

　だがイルマはそんな二人の登場にまったく感かん銘めいを受けず、きりきりと眦を引き上げて二人を睨にらみつけた。

「何ですか、いきなり！」

「そっちこそいきなり怒おこらないでくれよ。俺たちは仲間を迎えに来ただけだぜ？」

　なあ、とサリオがシェリルに片目を瞑つぶってみせる。それにシェリルが笑い返す前に、イルマは馬車の扉に手をかけた。

「それなら静かに馬車の隣となりをお歩き下さい。婦人を乗せた馬車を無む理り矢や理り止めたあげく、扉を勝手に開けるなんて！」

「だって早くシェリルの顔を見たかったんだよ、イルマ姐ねえさん」

「誰だれが姐さんですかっ!?」

　イルマはかたくまとめた髪かみまで逆立てそうな勢いで、扉を思いきり閉めた。

　さすがに指を挟はさむような失態はなかったものの、サリオとルーカスは外で「危ね！」と声を上げていた。

　再び馬車がゆっくり動き出すと、イルマは大きく息を一つついてから、正面に座るシェリルを見た。

「……何を笑っていらっしゃるんです」

「えっ。あ、いえ、別に」

　シェリルは慌あわてて口元を引き締めた。だがどうしても表情は弛ゆるむ。

　イルマと二人のやりとりが楽しかったというよりは、不安と緊きん張ちようで硬かたくなっていた心がほぐれたための笑えみだ。

　育った村を離はなれて一人ぼっちで王宮に向かうシェリルに、決して一人ではないのだと、二人がわざわざ言いに来てくれたように思えたのだ。

　コン、と、今度は少し遠慮がちに窓が叩たたかれる。

「なりません」

　イルマが冷たく言い放つ。

　再び、コンコン、と窓が叩かれる。

「たとえ私より身分は上位でも、礼れい儀ぎを知らぬ者に開ける窓はありません」

　ぴしりと言ったイルマに諦あきらめたのか窓を叩く音は止まったが、一いつ拍ぱく置いて、どっと笑い声が上がった。勿もち論ろん、サリオとルーカスの声だ。

「どうする、礼儀を知らないって言われたぞ」

「イルマ姐さんには逆らえないわなあ」

　イルマはよほど『姐さん』と呼ばれるのが嫌いやなようだ。

「ですから、その呼び方は……っ」

　そう言って窓を開けたイルマの背中が、ぴん、と伸のびる。それまでも定規を当てているかのようだったのに、さらに伸びるかとシェリルが感心していると、イルマは馭ぎよ者しやに声をかけて馬車を止めさせ、急いで扉とびらを開けた。

（───あ……！）

　イルマの肩かた越ごしに見つけた姿に、シェリルの胸がどくんと大きな音を立てる。

　笑いを堪こらえているサリオとルーカスを背に、少し戸惑ったような顔を見せていたのは、この国の第三王子、アレクシオンだった。

　太陽の下であれば光を弾はじくので金色だと分かる暗めの色の髪に、澄すんだ冬空のような蒼あおい瞳ひとみを持つ青年は、一度気づいてしまったら目が離せなくなるような美しい顔だちをしている。

　だが彼はその存在を薄うすめる術すべを知っているらしく、その圧あつ倒とう的な容姿をも人々の視界の隅すみに埋うずめさせることが出来るのだ。

　現にいま、馬車は王都イゼルの中でも一番多くの人が行き来する、下イゼルと呼ばれる商業区域まで来ているのだが、その雑ざつ踏とうの中にいて尚なお、人目を引いていない。むしろサリオやルーカスの方が、道行く女性たちの視線を集めている。

「どうしてこんな場所にいらっしゃるのですか!?　迎えには私が参ると申し上げました」

　周囲を気き遣づかって、イルマが小声でアレクシオンに言う。その声は親が子を咎とがめる調子に近い。
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「シェリルを呼んだのは俺だから、というのは理由にならないのか」

　真面まじ目めに答える声は静かで、感情の起き伏ふくは見られない。

「ですが何もわざわざお出ましにならなくても、……でお出で迎むかえなさるだけで充じゆう分ぶんですのに」

　流石さすがに『王宮』という言葉は濁にごしながらイルマが言うと、アレクシオンはすっと目を細めた。

「それでは迎えにならない」

　そう言ってシェリルに目を向ける。

　蒼い眼まな差ざしが、馬車の中で固まっているシェリルを見つけると、ふわりと柔やわらかくなった。

「───シェリル」

　とくん、と、胸の奥で鼓こ動どうが返事をする。

　甘く浮うき立つような気分と、締めつけられるような苦しさと。

　その二つが鎖くさりのように絡からまりあうけれど、こうしてアレクシオンを前にしたとき強まるのはやはり嬉うれしさのほうだ。

　思わず笑みがこぼれてしまうのは、もう仕方がない。

　それが咲さき綻ほころぶ花のように輝かがやく笑顔になっている自覚まではないので、アレクシオンの瞳が少しだけ眩まぶしげに細められたのにもシェリルは気づかなかったが、イルマの目は鋭するどくなった。

　するとアレクシオンの後ろから、いまにも泣きそうな情けない表情で小こ柄がらな青年───見かけは少年だが───が顔を覗かせた。

「すみません、イルマさん。僕は僕なりに頑がん張ばってお止めしたんですが」

　びくびくとしながら言う彼、ヴァルトも、アレクシオンの《四誓》である。

「言い訳は無用です」

　イルマが冷たい声で言うと、ヴァルトはくしゅんと項うな垂だれた。

「ともかく、ここでは人目を引いてしまいます。お話をされるのなら、馬車にお移り下さい。そうでなければ目的地に到とう着ちやくしてからになさって下さい」

　イルマの言うことはもっともだった。

　高級な馬車自体は王都イゼルでは珍めずらしくないものの、それが道の真ん中で揉もめているとなれば衆目が集まる。ましてやサリオやルーカスのように派手な者がそばにいれば、自然とアレクシオンにも目がいく。その正体を知らなくても、一度彼を見てしまえば終わりだ。

「分かった」

　アレクシオンは頷うなずくと、再びシェリルに目をやった。

「後で会おう」

「はい」

　シェリルは笑顔のまま、弾はずむように頷いた。けれどもイルマが厳しい表情で見てきたのに気づき、急いで表情を引き締め、深く頭を下げた。

「東の表で待っている」

　アレクシオンがそう言って乗っている馬の方向を変えると、サリオとルーカスも寄ってきた。

「じゃあシェリル。後でな！」

「早く来いよ！」

　アレクシオンとともにサリオたちが馬で駆かけ去った後、再び馬車が走り出してから、シェリルはイルマに尋たずねた。

「あの……東の表というのは？」

「東の宮きゆう殿でんの、表おもて玄げん関かんという意味です」

　イルマはシェリルに向き直った。

「少し説明をしておきましょう。東の宮殿というのはステラ様、つまりアレクシオン殿でん下かのお母上のお住まいです」

　イゼリア王宮と一ひと括くくりで呼ぶが、実際にはいくつかの宮殿から成り立っている。

　まず、会議を行う執しつ務む室や、外国からの賓ひん客きやくや国内の陳ちん情じよう者を迎え入れる広間等がある本宮殿が中央にある。これがもっとも大きな建物で、王宮と言って人々が想像するのがこれだ。

　その奥に国王夫妻が住む私宮があり、北の宮殿と呼ばれている。

　さらに奥に行くと、三角形を描えがくように三つの宮殿があり、それらはその位置から南の宮殿、西の宮殿、東の宮殿と呼ばれている。

　西の宮殿には国王の第一妾しよう妃ひとその息子むすこで第一王子のラルフシオンが住み、南の宮殿には第二妾妃と第二王子のクラウシオンが住んでいる。つまり、妾妃と王子それぞれに宮殿が与あたえられているというわけだ。

「じゃあ、私が先日呼ばれたのは───本宮殿……？」

「本宮殿にも王族の方々の私室が準備されていますから、そのあたりでしょう」

「……はあ……」

　世界が違ちがいすぎる。

　そう思いながらも気を取り直して尋ねた。

「では、私は東の宮殿で働くんですね？」

「……はい？」

　イルマが少し目を開く。

「私は調薬のことしか分からないんですけど、少しはお役に立てるのでしょうか。あ、もちろん他ほかのことも教えて頂ければ頑張って覚えて……」

「お待ち下さい、シェリル様。何か誤解を───」

　イルマが言いかけたとき、馬車が止まった。どうやら話をしているうちに中イゼル、上イゼルと過ぎて、宮殿まで来たらしい。

「着きました、イルマ様」

　馭者の声と同時に、外から扉が開けられる。シェリルはサリオたちの誰だれかかと思ったが、開けたのは衛兵だった。

　用意された階段を使ってイルマが馬車から降りた。それに対して衛兵が恭うやうやしく頭を下げる。

「シェリル様」

「あ、はい！」

　促うながされてシェリルも馬車から降りる。イルマのときと同様に衛兵が頭を下げてきたので、自分もそれに応こたえて頭を下げた。

「頭を下げる必要はございません」

「え？」

　シェリルが顔を上げると、立ち止まって振ふり向いていたイルマは言った。

「シェリル様はアレクシオン王子殿下の《四誓》なのですから」

「……は……い……？」

　何故なぜ《四誓》だと衛兵に頭を下げてはいけないのか理解できないまま、イルマの後を追って歩き出したシェリルは、数歩で足を止めた。

（───……うわあ……！）

　目の前に広がっていたのは、大きな宮殿だった。

　王宮に入ったときは通用門を使い、迷めい路ろのような通路を経へて中に入っていったので、シェリルは王宮を正面から見ていなかった。もしそこで王宮の外観を見ていたら感想は別のものになったかもしれない。だが、せいぜい下イゼルにある大商人たちの屋や敷しきしか知らないシェリルの目には、王宮の一棟むねくらいの大きさしかない東の宮殿でさえ、宝石で作られた巨きよ大だいな山のように映った。

　白い壁かべは陽ひ差ざしを浴びて輝き、数え切れないほどの硝子ガラス窓にはすべて花が飾かざられている。

　庭園には天を仰あおぐ女め神がみをモチーフにした噴ふん水すいがあり、その周囲には色とりどりの花が植えられている。それ以外にも、小こ振ぶりではあるが見事な彫ちよう像ぞうがあちこちに点在していた。

「……凄すごい……っ」

　思わず感かん嘆たんの声を漏もらしたときだ。

「シェリル、口開いてるぜ」

　くすくすと笑いながら、いつの間にかそばに来ていたルーカスが声をかけてきた。

　慌あわてて口を閉じて振り返ると、笑っているルーカスの隣となりに同じように笑うサリオが立ち、少し離はなれたところには拗すねたような顔のヴァルトも立っている。

　そして、その奥から、アレクシオンがゆっくりと歩み寄ってきた。

　まるで光が近づいて来るようで、思わずシェリルは目を細めた。

　アレクシオンはシェリルの前に立つと、小さく笑った。

「───よく来てくれた」

　その言葉と、その笑え顔がおだけで、もういい。

「……これから、よろしくお願いします」

　自分がどんな顔をしているか分からなかったので、誤ご魔ま化かすためにも深く頭を下げる。

　すると視界がすっと翳かげった。

「……？」

　不思議に思って少しだけ視線を上げると、片かた膝ひざを地面についたアレクシオンがシェリルを覗のぞき込むように見ていた。

「!?」

　目を見開いたシェリルにアレクシオンが言う。

「よろしく頼たのむと言うのは俺のほうだ」

「えっ、だって」

「お前に《四誓》になるよう頼んだのは俺だから。お前がそうやって頭を下げるなら俺も」

　そう言っていまにも本当に頭を下げそうなアレクシオンに、シェリルは慌てて手を振った。

「わ、分かりました！　頭は下げません！」

「敬語もいらない」

「分かりました……じゃない、分かったから！」

　お願いだからやめてと心の中で叫さけびながらアレクシオンの腕うでを摑つかむと、アレクシオンは素す直なおに立ち上がった。

　ほっと息をついて顔を上げたシェリルを見つめるアレクシオンの瞳ひとみが、心なしか笑っている。

「……もしかして、からかった……？」

　睨にらみつけたシェリルにアレクシオンが答える前に、横からサリオが口を挟はさむ。

「アレクも存外子供じみているよな。可愛かわいい子をからかって気を引くなんて」

　ルーカスがその隣から顔を出す。

「いやいや、いまだからこそ有効な手だと言えるぞ。ほら、こんなふうにシェリルに睨まれるなんて、ぞくぞくする」

「……お前ね」

　呆あきれた目で見るサリオ以上に、嫌いやそうな目を向けたのはヴァルトだ。

「アレクシオン様は、あんたみたいな下心を持って動かれたりしませんよ」

「馬ば鹿かだね、お前は。こういうのは下心というんじゃなくて、男心っていうの」

　そうか？　とサリオとヴァルトが珍めずらしく揃そろって首を傾かしげたその隣で、アレクシオンがぽつりと言う。

「───なるほど」

「!?　いけません、アレクシオン様！　こんな奴やつらの言うことに洗脳されちゃ！」

「ほう、こんな奴らだとは言ってくれるね、少年」

「少年って言うな！」

「ルカ、手加減しなくて良いぞ。さりげなく複数形にして俺まで一いつ緒しよに馬鹿にしたからな」

「うわーっ」

　賑にぎやかな（と言ってもアレクシオンは静かだが）四人の様子を、最初はぽかんとして見ていたシェリルだが、ついに我が慢まんできなくなって小さく噴ふき出した。

「笑いごとではありません」

「！」

　イルマの氷のような声に、シェリルは固まった。

　だが、それはシェリルだけだったようで、サリオは軽く片手を挙げてイルマに向き直った。

「なんだ、まだいたんだイルマ姐ねえさん。大だい丈じよう夫ぶだよ、シェリルは俺たちが案内するから」

「いい加減、その呼び方はおやめください。イルマ、と呼び捨てて下さって結構です」

　イルマはシェリルにも向き直った。

「シェリル様も、私のことはイルマとお呼び下さるように。これからは私がシェリル様のお世話もさせていただきますから」

「お世話？」

　聞き返したのはシェリルだけではなかった。

「げ、冗じよう談だんじゃないぞ。姐さんが東の棟に移るってことか？」

「よしてくれよ、それじゃあ監かん獄ごく───」

　こそこそと話しているサリオとルーカスの後ろにイルマが立つ。

「いま何と？」

「いやいやいや！　何も言ってない！」

「俺たちは大だい歓かん迎げいだが、それではステラ様がお困りになるんじゃないかって！　な、アレク」

　会話を振られたからというわけではないだろうが、アレクシオンはイルマを見た。

「お前が東に移るなど、母上からは何も聞いてないが」

「当然でございます。私がステラ様から離れることはございませんから」

　アレクシオンの眉まゆがすっと寄る。

「……シェリルの方か」

「え？　私？」

　ふいに自分の名が出されたので、シェリルはぱちくりと瞬またたいた。

　ちらりとシェリルを見たイルマが、頷うなずく。

「はい。……シェリル様は、西の棟に住んで頂きます」

「!?」

　アレクシオンたちがいっせいに目を見開く。

「待てよ！　シェリルも俺たちと同じ東の棟に住むべきだろ!?」

「シェリルは《四誓》だぜ？　アレクの側にいるべきだろうが！」

　イルマに食いかかるサリオとルーカスを、イルマは冷然と見返した。

「シェリル様は女性ですから、あなたがたと一緒にするわけにはまいりません」

　それを聞いたサリオが露ろ骨こつにむっとした顔を作る。

「俺たちを信用していないってことか？」

　ルーカスも不ふ機き嫌げんそうな顔になった。

「不本意な評価だな、それは。俺たちほど信用できる男はいないのに」

「……そこまでの信用は無理としても、ルカは嫌がる女性に手を出すことはないぞ。ちゃんとその気にさせるからな」

「おい待て、サリオ！　それはそのとおりだが、ここでそう言うのは逆効果だろうが！」

　そんな二人には構わず、アレクシオンがイルマを見つめた。軽く寄せられた眉まゆはそのままなので、機き嫌げんが良いとは思えない。

「それが理由か？」

　するとイルマは、小さく息を吐はくと、ゆっくり首を横に振ふった。

「そうではありません。決まりだからです」

「決まり？」

　サリオが振り返る。

「決まりって、どんな？」

　それは、とイルマが言いかけたとき、別の方向から答えが返ってきた。

「それは私から説明しましょう」

　シェリルを含ふくめた全員が声のほうを振り返る。

　正面の庭を横切る道の先から、数人の侍じ女じよを従えた女性がこちらに歩み寄ってきていた。

「母上」

（えっ）

　アレクシオンの呼びかけに、シェリルは先頭の女性を見直した。

　水色のドレスをまとった女性は、華はなやかさにはやや欠けるが、清せい楚そな美しさを漂ただよわせており、午前中の薄うすい明かりの中に溶とけ込んでしまいそうな空気を持っていた。

　この女性には見覚えがあった。シェリルが、そうとは知らず国王の治ち療りようを行ったとき、その場にいたからだ。

（……ということは、この方が第三妾しよう妃ひのステラ様……）

　そこまで考えてから、はっと気づいて急いで膝ひざを折る。すると近くまで歩いてきたステラは手に持っていた扇おうぎで口元を隠かくして微笑ほほえんだ。

「お立ちなさい、シェリル。私のほうこそ、そなたに頭を下げなくてはならぬのに」

「そんな───え？」

　つい顔を上げてしまったシェリルの腕を、隣となりにいたアレクシオンが摑む。決して強ごう引いんにではないが、ひょいと引き上げられたシェリルはあっさり立ち上がってしまった。

　ステラはシェリルの正面に立つと、扇をおろして、にこりと微笑んだ。

「そなたには国王陛下の病を治してもらいました。そのために───アレクシオンの《四誓》となることまで引き受けてもらい、感謝の言葉もありません」

　こういうところは親子で似るのか、本当に頭を下げかねないステラに、シェリルは慌あわてて首を横に振った。

「私は自分がそのとき出来ることをしただけです。それに」

　シェリルは少しだけ俯うつむいて言った。

「……《四誓》というものになったのは、私の意志です」

　同じ言葉を、師であるミスカにも言った。

　───お前が決めたのね？　経緯いきさつはどうあれ、アレクシオン王子の《四誓》になると。

　───……はい。

　それならいい、とミスカは妖よう艶えんに微笑んだ。

　───いつでも逃にげてらっしゃい。

　シェリルは思わず、滲にじみ出そうになった涙なみだもそのままに噴き出した。

　───激げき励れいじゃないんですか？

　───するわけないじゃない。反対しているんだから。

　その言葉とは裏腹に、ミスカは腕うでの中にシェリルを抱だきしめた。ミスカは長身なので小こ柄がらなシェリルは胸むな元もとにすっぽりと収まってしまう。その優やさしいあたたかさに、シェリルは瞼まぶたを強く閉じて、涙がこぼれそうになるのを堪こらえた。

　そのときのことを思い出しながら、持っていた袋ふくろをぎゅっとシェリルは抱きしめた。

　そんなシェリルを横目で見てから、アレクシオンはステラに向き直った。

「母上、先ほどおっしゃっていた決まりとは？」

　ああ、とステラは少しだけ表情を曇くもらせた。

「私も王おう妃ひ陛下に聞かされるまで知らなかったのだけれど……王子の私宮には、妃きさきもしくは妾妃以外の女性が住むことは許されないのですって」

「はあ!?」

　抗こう議ぎの声を上げたのはサリオとルーカスだ。

「なんだ、それ。だって宮きゆう殿でんには侍女が大勢住んでいるじゃないか」

　国王の妾妃であり自分たちの主君の母に対する口調とはとても思えないが、ステラは気にしないらしく、困ったように二人を見た。

「もちろん、侍女は別です。でも、侍女でもなく妃でもないシェリルを王子の私宮に住まわせるようなことは、過去に例がないらしいの」

（侍女でもなく───妃でもない）

　その言葉だけが妙みように大きくシェリルの耳に残り、胸の奥に軋きしみのように伝わっていく。

　わずかに俯いたシェリルに気づかず、サリオがさらに言う。

「待てよ、これまでだって《四誓》に女性がいたことくらいあるんだろ？」

「そうだよ、その人たちはどこに住んでいたんだ？」

　ルーカスが尋たずねると、ステラの後ろに回ったイルマがあっさり「存じません」と答えた。

「何だ、それ！」

「最後に《四誓》に女性が加わったのは百年近く前と聞いております。しかもその方が仕えた王子は国王の位にお就つきにならなかったので、記録が殆ほとんど残っていないのです」

　一応は調べたことを強調しつつ、イルマは横目でシェリルを見た。

「……ただ、その頃ころにはすでに、《四誓》の女性は主君の伴はん侶りよにはなってはならないという掟おきてがあったと聞いておりますから、しかるべき配はい慮りよはあったと考えたほうが良いでしょう」

　さりげなく釘くぎを刺さすように言ってから、イルマは背筋をさらに伸のばした。

「ともかく決まりですから。シェリル様のお部屋は西の棟とうにご用意させていただきました。勿もち論ろん、東の棟とはご自由に行き来できるのですから、問題はございませんでしょう？」

　シェリルは袋を両りよう腕うでで抱きしめながら俯いていたが、ふと気になって、そうっと顔を上げた。

「あの……まさかとは思いますが、いまのお話って、私がこの宮殿に住むということを言っているんでしょうか？」

「───」

「すみません、やっぱり勘かん違ちがいですよね」

　無言で全員から見つめられたシェリルは慌てて言った。

「よく分からないけど、私なら大だい丈じよう夫ぶです。ロビンさんの家に居い候そうろうさせてもらえるようお願いしてあって、あ、ロビンさんというのは下イゼルに住む商人の───」

「……何言ってんだ？　シェリル。お前がこの宮殿のどこに住むかって話に決まってるだろ」

「あ、やっぱりそう───」

「そうそう」

　にこにこと笑うサリオとルーカスに、同じように笑え顔がおを返してから、数秒。

「───……えええっ!?　本当に私がここに住むんですかっ!?　こんな立派な宮殿に!?」

　あまりにもシェリルが驚おどろいているので、サリオがぷっと笑う。

「面おも白しろいなあ、シェリルは」

「いや、可愛かわいいんだよ」

　ルーカスがさらりと微笑みながらシェリルの肩かたを抱だこうとすると、その手をイルマがぴしりと叩たたいた。

「いてっ」

「不ふ埒らちな真似まねはお控ひかえ下さい」

「ち。とんだお目付役だ」

　そんな様子を見てくすりと笑ってから、ステラはシェリルとアレクシオンに向き直った。

「そういう事情だから、許してちょうだい」

　アレクシオンは無言で母を見下ろしていたが、やがてかすかな息をついた。

「王妃陛下の命ならば」

　しかしシェリルのほうはまだ混乱していた。

　確かに《四誓》としてアレクシオンに仕えることになり、イゼルに呼ばれたのだから、宮殿で働くことになるのだという覚かく悟ごはあった。だが、それはあくまでも職場が宮殿のどこかにあるというだけであり、そこに住むとは思ってもみなかった。

（あ、でも）

　侍じ女じよたちは大勢宮殿に住んでいるという。そう考えれば、自分がそのうちの一人になってもおかしくはない。

（そうね、呼び名は《四誓》かもしれないけど、仕えるという立場は同じなんだし）

　そう考えて、少しだけ緊きん張ちようがとける。同時に、それであればアレクシオンと同じ棟に住みたかったと思い、思ってから、ぶんぶんと首を横に振ふった。

（なに考えてるの！　シオンとはあくまでも主従関係なんだから！　適度な距きよ離りを置くのが一番なのに！）

「───おおい、シェリル」

「はっ、はいっ!?」

　飛び跳はねそうな勢いで返事をしたシェリルに、呼びかけたサリオのほうが目を丸くしてから、すぐに笑い出した。

「さっきから百面相してて面白いんだが、シェリルは西の棟に住むってことで良いんだな？」

「え、はい、もちろん」

　いったいどんな表情をしていたのかと、抱きしめた袋を落とさないようにしながら両手で頰ほおを押さえると、ステラがその袋に目をとめた。

「ところで、その袋は何？」

　シェリルは袋を持ち直した。

「これは本です」

「本？」

　聞き返してきたアレクシオンを見上げ、小さく笑う。

「ミスカ先生からいただいた、新しい調薬の本が入っているの。いつもは先生の本を書き写させていただくんだけど───調薬の本は貴重で、高価だから。でも今回イゼルに行くことになったという話をしたら」

　───お祝いではないわよ。

　ミスカはそう言ってシェリルに真新しい、革かわの表紙がつやつやと輝かがやいている調薬の本を三冊も手て渡わたした。

　───前にも言ったけど、私は王宮が大だい嫌きらいなの。お前が行くことも本音を言えば反対。

　でも、とミスカはシェリルの鳶とび色いろの髪かみを優しく撫なでた。

　───お前が決めたのね？

　シェリルはきゅっと袋ふくろを抱だきしめた。

「私の宝物です」

「……そう」

　目を細めてシェリルを優やさしく見つめたステラと違ちがい、アレクシオンはわずかに眉まゆを寄せた。それを、サリオとルーカスがちらりと横目で見る。

「シェリル。お前はミスカの───」

「はい？」

「……いや」

　すい、と横を向いたアレクシオンを不思議そうに見ていると、ステラが言った。

「シェリルはあんなに素す晴ばらしい薬を作れるのに、まだ勉強が必要なの？」

「もちろんです！　それに、国王陛下を治したあの薬は殆どミスカ先生が作ったもので、私はまだ半人前なんです」

　そうだ、とそこで大切なことを思い出す。

「あの。……実はお願いがあるのですが」

　アレクシオンとステラに見つめられたシェリルは、口ごもった。

　流石さすがに図ずう々ずうしい申し出だと分かっている。だが、言わずにはいられない。

　意を決して顔を上げる。

「私、調薬師の仕事を続けたいんです」

「───」

　答えが返る前に、懸けん命めいに言いつのる。

「子供の頃から調薬師になるのが夢で、ミスカ先生のおかげで、少しだけどその夢に近づいているんです。どうしても、その夢は捨てたくないんです」

「……シェリル」

「もちろん、《四誓》としてのお仕事も頑がん張ばります！　すぐには出来ないだろうけど頑張って覚えますし、ご迷めい惑わくをおかけするようなことは絶対にしません！　それと、それと」

「シェリル」

　アレクシオンがシェリルの肩を摑つかむ。

　不安そうな目で見上げたシェリルを見下ろすアレクシオンの瞳ひとみが、ふっと柔やわらかくなった。

「お前から夢を取り上げるようなことはしない」

「！　じゃあ」

　嬉うれしそうに目を見開いたシェリルに、アレクシオンが言う。

「そもそも《四誓》になってくれと俺が頼たのんだのは、調薬師のシェリルだ。その仕事を俺が奪うばえる筈はずがない」

　サリオがつけ加える。

「それにさっきから《四誓》の仕事とか言ってるけど、決まった仕事なんてないぜ？」

「えっ、そうなの!?」

「俺もよく知らないが、《四誓》ってやつは、イゼリア初代の王に四人の従者がいて、そいつらの支えで国を興すことが出来たってとこから来た慣習らしいぞ」

　それだけで王族並みの待たい遇ぐうを与あたえるなんて太っ腹だ、と笑う。

「王族並み……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたシェリルに、ルーカスが言う。

「それがどの程度のものなのか俺も分からないけどな。周囲が同じように頭を下げてくれるってだけじゃないか。実際には王族でもなんでもないんだし」

　そこでようやく馬車から降りた際の衛兵の態度や、そのときイルマが言っていた言葉にシェリルは納なつ得とくしたが、自分程度の者に周囲の人々がこぞって頭を下げてくれるというのは違い和わ感かんを覚えた。だが、それが決まりだというのであれば仕方がない。

「つまり、王子にくっついてりゃ良いんだよ。国王陛下も『名めい誉よ職』だって言ってたぞ」

「───ちょっと待って下さい！」

　それまで大人しくしていたヴァルトが、我が慢まん出来ないというように叫さけんだ。

「そんな軽々しいものじゃないですよ、《四誓》というのは！　生しよう涯がいの忠誠を誓ちかった主君に対して───」

「あー、分かってる、分かってる」

　サリオが逞たくましい腕うでで小こ柄がらなヴァルトを押さえ込むと、その前に立ったルーカスがシェリルに笑いかけた。

「敢あえて言うならアレクが命じたことがそのまま俺たち《四誓》の仕事になる。だからアレクがシェリルに調薬師を続けろと言うなら、シェリルの《四誓》としての仕事は調薬師ってことになるんじゃないか」

　そう言うとルーカスはアレクシオンに「な？」と片目を瞑つぶる。アレクシオンは少しだけ苦く笑しようを浮うかべたものの、黙だまって頷うなずいた。

「───……良かったあ……」

　シェリルは心の底から、大きな安あん堵どの息をついた。

「私も反対しないわ、シェリル」

「ステラ様」

「そういえば、お前の師であるミスカでしたっけ？　その者からも手紙を預かっていたの」

「ミスカ先生から!?」

　それは初耳だった。そもそも一いつ介かいの調薬師でしかないミスカが、何故なぜ国王の妾しよう妃ひであるステラへ手紙を渡わたせるのだろう。

　アレクシオンも聞いていなかったようだ。怪け訝げんそうな目をステラに向ける。

「内容は？」

「確か、シェリルに調薬師の仕事を続けさせて欲しいということと……そうそう、週に一度はメリナ村へシェリルを寄こして欲しいというお願いだったわね」

「なんだそりゃ」

　思わず呟いたサリオにステラが振ふり向く。

「よく分からないけど、シェリルしか世話の出来ない薬園があるんですって。貴重な薬のもとになる薬草がたくさん育てられているから、そこを枯からすのは人を殺すのも同じだと」

　遠えん慮りよのないミスカの言葉に全員が絶句する。おそらく誰だれもが思い描えがいたのは、不敵な笑えみを浮かべるミスカの表情だっただろう。

「……お願いというより脅きよう迫はくだよな」

「あの先生なら平気で言いそうだが」

「むしろ、言葉を選んだ結果、それでおさまったかもしれないな」

　ぼそぼそとサリオとルーカスが話しているのを余所よそに、シェリルは急いで言った。

「許して下さると嬉しいです。その薬園は、もとは私の母が開いたものなので」

「母君が？」

　聞き返したアレクシオンに頷く。

「そこの薬園でしか育たない薬草もあるんです。たぶん、土の関係だとは思うんですが」

「……」

　しばらく考え込んでいる様子だったアレクシオンだが、やがて頷いた。

「分かった」

「ありがとうございます！」

　身体からだを二つに折る勢いで頭を下げたシェリルに、ステラが尋たずねた。

「調薬師の仕事を続けるなら、この宮きゆう殿でんにも薬園を作ったほうが良いかしら。王宮にある薬園ほど立派なものは出来ないかもしれないけど」

「王宮の薬園？　───あ、もしかして」

　シェリルは王宮の奥に迷い込んだときのことを思い出した。

　王宮仕えの調薬師長であるホルガーについて宮殿を歩いていたが、途と中ちゆうでホルガーを見失ってしまい、気づいたら様々な植物が植えられている庭に辿たどり着いていたのだ。

（そういえば）

　ふと、そこで出で逢あった青年のことを思い出す。

（あのやけに派手な金きん髪ぱつのひと、怪け我がは大だい丈じよう夫ぶだったかしら）

　顔を思い出そうとしたとき、アレクシオンが言った。

「あそこは薬園ではなく、単なる庭だ」

「えっ。あんなに珍めずらしい薬草がたくさんあったのに？」

　シェリルはそう言うが、他ほかの人々から見れば薬草ではなく観賞用の植物なのだ。その認にん識しきの違ちがいに、アレクシオンが小さく笑う。その笑顔を見たステラとイルマが驚おどろいたように目を見開いたが、シェリルはそんなことには気づかず、咳せき込むように言った。

「じゃあ、王宮の薬園にはもっと色々な薬草が揃そろっているの？」

「……と思うが」

　シェリルの目がきらきらと輝かがやく。

「私がそこに行くことはできる!?」

　それにはステラが首を捻ひねる。

「《四誓》は王族と同等の権限を持つから、宮殿内で行けない場所は国王陛下ご夫妻の私的な場所くらいだけど……」

　尋ねるようにステラが視線をイルマに送ると、イルマは首を横に振った。

「薬園は調薬師たちにとって聖域です。そこで彼らは新しい薬の研究もしているのですから、勝手に踏ふみ込むようなことをすれば、相当の反感を買うことは免まぬかれないでしょう」

「そうよね。でも、見学くらいなら……」

「───あの！」

　シェリルは勢いよく手を挙げて言った。

「私もそこで勉強をさせて頂けませんかっ」

「───え？」

　シェリルは声に力を込めて言った。

「もっと調薬の勉強がしたいんです。他の調薬師の方たちの手伝いでも良いんです。私もその一人に加わることは出来ないでしょうか……っ！」

　お願いします、と、これまでで一番深く頭を下げたシェリルを見て、アレクシオンたちはそれぞれ複雑な表情を浮かべた。




　　　　二




「───ここが、第三調薬所」

　不ふ機き嫌げんを絵に描いたような、地を這はう声で王宮調薬師長のホルガーが扉とびらを開ける。

　地下の一角にあるその部屋からは、扉が開くとともにむっとした熱気と独特の匂においが廊ろう下かへ溢あふれ出た。薄うす暗ぐらいその奥をシェリルがホルガーの肩かた越ごしに覗のぞき込むと、鼠ねずみ色いろの揃いの服を着た十数人の男女が働いていた。

　ある者は煮に立たてた釜かまの中身を太い棒でかき混ぜており、ある者は山のように積まれた薬草を細かく刻んでいる。それをあちこちへ運ぶ者もいる、というように、それぞれが決まった役目を黙もく々もくとこなしているようだった。

「やっていることは見れば分かるであろう。───次」

　さらに奥を覗き込もうとしたシェリルの鼻先で、ホルガーは乱暴に扉を閉めた。咄とつ嗟さに身を引いたものの危なかった鼻に手をやったシェリルを見て、ホルガーの方がふんと鼻を鳴らす。

　───あの娘むすめを、王宮の調薬師に!?

　ホルガーは忌いま々いましげに今朝のことを思い出していた。

　第一王子ラルフシオンから直々に呼ばれ、浮き浮きと執しつ務む室に足を運んでみれば、命じられたのは先日第三王子の《四誓》となった娘を、王宮仕えの調薬師に加えろということだった。

　───しか、しかし、あの娘はただの田舎いなかの───。

　───その田舎娘が持っていた薬が父上の病を治したのだ。そなたの薬ではなく。

　輝く白金の髪かみを細長い指でかきあげたラルフシオンは、言葉を失ったホルガーに翡翠ひすい色の瞳ひとみを向けて、言葉の辛しん辣らつさとは正反対の、柔にこやかな笑みを浮かべた。

　───王おう妃ひ陛下直々のご命令だ。どうやらあの一件で、あの娘は王妃陛下の信しん頼らいを勝ち取り、そなたは失ったようだな。

　───!?　で、ですがラルフシオン殿でん下か、あれは……っ。

　───自分の地位を守りたいのであれば、陛下のご命令に素す直なおに従うが良い。

　そう言うと、用は済んだと言わんばかりにラルフシオンは軽く手を払はらった。それを受けて側近が執務室の扉を開けたので、ホルガーは退出するしかなかった。

　ぎり、とホルガーは奥歯を嚙かみしめた。

（この小娘のせいだ……！）

　これまでホルガーは王宮調薬師の長ちようとして、周囲から絶大な信頼を得ていた。王宮に仕える医師と調薬師は家いえ柄がらと技術ともが選び抜ぬかれた者であり、その長ともなれば国内で最高位と言われているのも同然だからだ。

　それが、どうだ。

　突とつ然ぜんひょっこりと現れた村娘の薬が国王の病に効いてしまったばかりに、皆みなの関心はいまやその娘───いま、ホルガーの後ろをついて歩くシェリルへと向かっている。

　───ほら、あれが天才調薬師っていう噂うわさの……。

　───アレクシオン殿下の《四誓》に迎むかえ入れられたほどなんでしょう？

　───将来の調薬師長か？

　最後に聞こえてきた声の主をぎろりと睨にらみつけてから、ホルガーは大おお股またで階段を上り始めた。調薬所は地下にあるが、薬倉庫や見習いに講義を行う部屋などは、通常の階にあるからだ。

「あの、ホルガー先生」

　シェリルが早足で追いつこうとするのを振り払おうとホルガーはさらに大股で歩いたが、一度そうやってはぐれたことのあるシェリルは懸けん命めいに追いかけてくる。

「先ほどの調薬所で働いていらっしゃる方たちも、調薬師なのですか？」

「まさか」

　ホルガーは振ふり向くことなく言った。

「あれはただの下働きだ。知識もない。身分もない。言われたまま手足を動かすだけで、薬のことなど何も分かっておらん」

「……」

　お前も本当ならそこに加わるべきだ、という言葉が喉のどから飛び出しそうなのを堪こらえながらホルガーがさらに足を速めたとき、背後から声がかかった。

「おや、師長どの」

　それは四十になるかならないかといったところの男性だった。長身で、ホルガーより頭二つ分くらい天てん井じように近い。のんびりとした表情を浮うかべてはいるが、瞳には強い理知の光がある。

「……なんだね、ニクラス副長」

　ホルガーのすぐ下の地位にあるニクラスは、にこにこと笑った。

「ずるいですよ、師長。噂の天才調薬師を独ひとり占じめですか」

　ニクラスはそう言うと、ひょいとホルガーの後ろにいるシェリルを覗き込んだ。

　驚いたのはシェリルだ。

　ニクラスはシェリルと目が合うと、さらに深く笑った。笑うと目め尻じりにしわが出来て、それが何とも優やさしい表情となる。

「私を覚えているかな。国王陛下の治ち療りようにあたったとき、同じ部屋にいたのだが」

　シェリルはニクラスを見上げ、その顔を思い出そうとした。だが、病室自体が暗かったことと、病人、つまりは国王の様子に集中していたため、他の記き憶おくは殆ほとんど残っていない。

「……すみません」

「頭なんて下げなくて良いんだよ。あんなときだったし、挨あい拶さつしたわけでもないからね」

　ニクラスはそう言うと、あらためてシェリルに向き直った。

「私は調薬師の副長、ニクラスだ」

「シェリルです。メリナ村から来ました」

　急いで自分も背筋をのばしたシェリルに、ニクラスが笑う。

「知っているよ、もう有名だからね」

　そのとき、ニクラスよりも少し離はなれた場所に立っていた娘が歩み寄ってきた。

「ホルガー師長、ニクラス副長。私もその方に紹しよう介かいしてください」

　年はシェリルと同年代だろう。くせのある焦こげ茶色の髪に、勝ち気そうな緑色の目をした娘は、値ね踏ぶみするような目を隠かくさずシェリルを見た。

「おお、リディア、いたのか」

　急に相好を崩くずしたホルガーが娘を呼ぶ。

　リディアと呼ばれた娘はホルガーに招かれてその隣となりに立った。シェリルより少し背が高いが、その身長差以上の高さからシェリルを見下ろすような視線を向けてくる。

「別に紹介なぞしなくても、いずれお前の名はすぐ伝わる。私の姪めいだというだけでなく、今年の調薬試験で、抜ばつ群ぐんの成績で王宮入りしたのだからな」

　ホルガーがそう言うと、リディアは唇くちびるの端はしを持ち上げた。

「伯父おじ様がそうおっしゃるなら」

　リディアはさらにシェリルを眺ながめ回したあと、くす、と小さく笑って背を向けた。

　廊下の隅すみに行き、そこにいた侍じ女じよと思わしき女性に何か指示を出し始めたリディアを、シェリルはぽかんとした表情で見た。

（……本当に紹介しないんだ。したようなものだけど）

「シェリル」

「はい」

　呼ばれて振り向くと、ニクラスが苦く笑しようしていた。気にするなと言いたげな目を見て、シェリルも小さく笑う。

「本当なら、《四誓》である君は王族と同等なのだから敬語を使うべきなのだろうが、王宮の調薬師になるなら、私は上司になる。だからあくまでも職場では偉えらそうにさせてもらうよ」

　冗じよう談だんめかして言うニクラスに、シェリルは急いで居住まいを正した。

「もちろんです。私はまだ半人前なので、どうか色々とご教示くださいますようお願い致いたします、ニクラス先生。───あ、ニクラス副長……？」

「どっちでも良いよ」

　ニクラスは笑い、ぽんとシェリルの肩かたを叩たたいた。そしてホルガーに向かって言う。

「師長。心強い仲間が増えましたね」

「そう思うなら、君が案内してやるんだな」

　二重の厄やつ介かい払ばらいが出来たとでも言うように、ホルガーはそう言うと、二人に背を向けた。そしてリディアに声をかけると、彼女を連れてさっさとその場を去ってしまう。

「おお、速い。都合にあわせて足が速くなるな、あの方は」

　楽しげに呟つぶやいてから、ニクラスはシェリルに向き直った。

「───さて。本当に良いのか？」

　先刻までの表情からがらりと変わり、厳しさを含ふくんだ深刻な顔を見せたニクラスに、シェリルの表情も引き締しまる。

　歩き出したニクラスに従って、シェリルは後を追う。ホルガーとは違ちがい、ニクラスはちゃんとシェリルの歩ほ幅はばにあった速さで歩いてくれるので、シェリルはその半歩後ろについた。

「既すでに君は調薬師として名をあげたんだ。王宮仕えの調薬師にならずとも《四誓》の特権を活いかして、王宮の薬園に入ることも、資料を閲えつ覧らんすることも出来ると思うがね」

　嫌いやみではなく、案じる響ひびきを声から感じ取れる。

　シェリルは素直に感謝しながらも言った。

「それでは意味がないんです」

　歩きながら振り向いてきたニクラスに笑う。

「行きがかり上、シオ……アレクシオン殿でん下かの《四誓》になって、国王陛下の治療もさせて頂きましたが、本当なら私の師がその役目だった筈はずなんです。……私は天才でもなんでもない、半人前の調薬師なんです」

「……そうなのか？」

「はい」

　だが、行きがかりだろうが何だろうが、現実にアレクシオンの《四誓》となったのはシェリルであり、王宮で注視されているのもシェリルだ。
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「多くの人を救える調薬師になるのが小さい頃ころからの夢でした。でもいまはそれに、アレクシオン殿下の《四誓》として恥はずかしくない調薬師になるというのも加わりました」

　だからもっと勉強しなくてはならないし、そもそも調薬師はここまでで良いという線引きが出来るものでもない。そう力説するシェリルをニクラスはじっと見ていたが、ふっと笑った。

「なるほど。シェリルは良い師についていたんだな」

「はい！」

　シェリルは顔を輝かがやかせた。

「もし天才というのがあるなら、私の師のことです。私なんて、一生かかっても───」

　そう言ってミスカの名を出そうとしたその口が、開いたまま固まる。

「？　……ああ」

　ニクラスが足を止め、シェリルの視線の先を見て笑う。

「話している間に着いてしまったね。───ここが王宮の薬園だ」

「───……！」

　声も出せなかった。

　地下の調薬所がある棟とうを抜ぬけ、渡わたり廊ろう下かをニクラスと歩き、木製の大きな門の前まで来たというのは分かっていた。だが、門の両りよう脇わきを守る衛兵が扉とびらを開けたとき、その先には庭か、もしくは道があると勝手に想像していた。

　だが違った。

　シェリルが住んでいたメリナ村の家ならば、ゆうに数十戸は建てられそうな敷しき地ちいっぱいに、様々な薬草が生おい茂しげっていたのだ。

　さんさんと降り注ぐ太陽の光を受けて、緑が光る。

　ところどころに鮮あざやかな色しき彩さいが固まっているが、見る者が見れば、それが稀き少しような薬草の花や実であることが分かるだろう。

「昔は別の場所に王族専用の薬園があったようだがね。何代目かの調薬師が、いちいち取りに行くのは面めん倒どうだと言って、当時の国王陛下に直じか談だん判ぱんして作らせたらしい」

　宮きゆう殿でんひとつ潰つぶしたらしいよというニクラスの言葉を、シェリルは半分聞いていなかった。

「……すっ……ごい……っ」

　全身が興奮で熱くなる。

　以前に迷い込んだ庭にも珍めずらしい薬草が混ざっていたが、それとは桁けた違ちがいだ。ざっと見ただけでも、本でしか知らない珍しい薬草があちこちで揺ゆれている。シェリルが自分の薬園でまだ僅わずかしか育てられていない薬草が、ざわざわと音をたてるほど茂っているのも遠くに見つけた。

「あれ、《カンザ》ですよねっ。あ、もしかしてあそこの赤い実は《テラドナ》じゃないですか。あっ、あんなところに《ネリ》まである。それも黄色と白色が揃そろって！」

　夢中になってニクラスの袖そでを引っ張るシェリルを、ニクラスは目を丸くして見ていたが、やがて笑い出した。

「シェリル。私の袖が破れてしまう」

「えっ。───す、すみませんっ！」

　慌あわてて手を離したシェリルを、ニクラスはまだ笑いながら見下ろした。

「いや。いまの様子を見ただけで、君が優すぐれた調薬師だということが分かって嬉うれしいよ」

「……申し訳ございません。大声を出して」

　ふと気づくと、薬園で働いている人々まで手を止めて、驚おどろいた顔でこちらを見ている。

　恥ずかしさのあまり、顔を真っ赤にして身体からだを小さくしたときだった。

「───まったく、騒そう々ぞうしい奴やつだな」

　声に振ふり向くと同時に、シェリルは「あっ」と声を上げた。

　そこに腕うで組ぐみをして立っていたのは、薬園と勘かん違ちがいして王宮の庭に入り込んだとき、シェリルの前に現れた青年だった。

　あいかわらず太陽の光を集めたような金きん髪ぱつを見て、思わず叫さけぶ。

「あのときの、派手な金髪のひと！」

「何だそれは！」

　青年が紫むらさきの瞳ひとみを吊つり上げて怒おこったのも無理はない。この王宮内で第二王子クラウシオンの顔が分からない者はおらず、ましてや「金髪のひと」などと他ほかとたいした差が見いだせない呼び方をされたことは、生まれてこのかた一度もないからだ。

　クラウシオンはシェリルだけでなくニクラスも睨にらみつけた。

「ニクラス。お前がこいつの教育係か」

「は。───たぶん」

「まず口の利きき方から教えるんだな」

「は」

　ニクラスがいつの間にか跪ひざまずいているのを見て、シェリルは驚いた。

　考えてみれば、王宮内でこれだけ偉そうな態度を取っているのだ。身分は相当高いに決まっている。いまさらながら気づいたシェリルは急いでニクラスに倣ならおうとしたが、それを阻はばむようにクラウシオンはシェリルの前に立った。

　じろじろとシェリルを上から下まで眺める。

「ふん。多少はまともな格好になったみたいだな」

　初対面のときに「見苦しい」と言われたことを思い出し、シェリルはクラウシオンをむっとした顔で見上げた。

「……褒ほめて下さってありがとうございます」

「別に褒めてない。色の趣しゆ味みが悪い」

「色!?」

　シェリルは思わず自分が着ている服を見下ろした。

　───シェリルに似合いそうなものを揃えたのよ。

　娘むすめが出来たみたいだとはしゃぐステラは、シェリルのためにドレスや装そう飾しよく品を、文字どおり山のように準備していた。高価なドレスなど見たこともないシェリルは、床ゆかに広げられたそのきらびやかな山に目め眩まいを覚えたが、ステラはちゃんと日常着も用意しておいてくれていた。

　今日はその中から、控ひかえめだが深めの青色が美しく染まったワンピースを選んで着てきた。

　───おっ、可愛かわいいな、シェリル。

　───少し地味だけど、素材が良いからな。それに鳶とび色いろの髪かみが映はえて、肌はだが輝くようだ。

　朝、顔をあわせたサリオとルーカスはそう言って褒めた。

　───まあ、アレクシオン様の《四誓》として恥ずかしくない範はん囲いかな。

　何故なぜか目を合わせてくれなかったヴァルトはそう言った。

　肝かん心じんのアレクシオンは最初何も言ってくれなかったが、サリオが「似合うよな」と振ると、頷うなずいてくれた。

　それだけで幸せな気分になっていたのに。

「……良い色だと私は思うんですけど」

　シオンの色だし、と思いながら呟つぶやく。

　イゼリアの王子たちには、生まれたときに王から特定の色が授さずけられる。その色を王色と言い、公おおやけの場では必ずその色が使われることになっていた。

　アレクシオンには青が授けられたので、《青の王子》とも呼ばれる。第一王子のラルフシオンは《白の王子》で、第二王子のクラウシオンは《赤の王子》だ。

　クラウシオンは「ふん」と鼻を鳴らした。

「陰いん気きくさい色だ」

　そういう彼は、深い赤を基調とした上着を身につけていて、それが明るい金髪とあいまってたいそう華はなやかである。顔だちもくっきりとした端たん整せいな造りをしているので、赤という色は彼にとても似合っているけれども、だからと言って青色をけなされる筋合いはない。

「派手でなくても、綺き麗れいな色だと思います」

　むきになって言うと、クラウシオンはさらに強い声で言った。

「そんな色より、赤のほうが良い」

「青だって素す敵てきです」

「赤！」

「青！」

　むう、と二人で睨みあっていると、そうっとうかがうようにニクラスが声をかけてきた。

「あの、王子殿でん下か」

「何だッ」

　シェリルから目を離はなさずに叫んだクラウシオンに、シェリルは「え？」と目を見開いた。

「……王子……？」

　クラウシオンは、やっと気づいたかと言わんばかりに胸を張る。

（そういえば）

　シェリルが王宮に初めて来たとき、アレクシオンに連れて行かれた広間に後からクラウシオンは入ってきていた。そのときは誰だれが誰だか分からなかったうえに、国王の治ち療りようまで急展開でことが進んだため、あまり深く考えていなかったのだが。

（考えてみれば、あの場にはステラ様もいらっしゃって、国王陛下のことを話していたのだから、身分の高い人が揃っていたに違ちがいないんだわ）

　クラウシオンは、もう一人、別の金髪の青年と並んでいた。

　あの場にいた金髪の青年は、アレクシオンとクラウシオンともう一人だけだ。そしてイゼリアの王子は三人で、皆みなが揃って金髪である。

　ということは、だ。

　シェリルは青ざめてクラウシオンを見直した。

　クラウシオンのほうは不敵な笑いを浮うかべている。

「……じゃあ、あなたは……！」

「ふん、分かったか」
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「───」

　シェリルは名前を呼ぼうとして、親友のラリサが持っていた王子たちの肖しよう像ぞう画がを記き憶おくの表面に引っ張り出した。だが目の前の顔は、そこに描えがかれていた王子たちのどれとも違う。

「……え。白と赤、どっちだろう……」

　心の中で呟いたつもりが、焦あせったあまり声に出てしまっていたらしい。

　ニクラスがぷっと噴ふき出した声をかき消すように、クラウシオンが怒ど鳴なる。

「赤に決まっているだろうが！」

　たとえば遠くからクラウシオンを指して、あれが王子だと言われていれば、シェリルもすぐそれに気づいただろう。《白の王子》が好きこのんで赤い服を身につける筈はずはないからだ。

　だがシェリルの頭には、ラリサの絵が『王子の姿』としてしっかり刷り込まれている。

「えっ。似てない！」

　同じ反応をサリオとルーカスも見せていたことは知らず、シェリルは思わず言ってしまったが、それをクラウシオンはまったく別の意味に取った。

「当たり前だ！　俺とアレクシオンが似ている筈はないだろう！」

　冗じよう談だんじゃないといった様子で言うので、そこはシェリルも大きく頷いた。

「そうですよね」

　物静かで、簡単に声を荒あらげたりしないアレクシオンとは、天と地ほども違う。

　共通点としてあげられるのは金髪だが、色合いがまったく違うので似ているとは言えない。あとは二人とも際きわだった美形という点だが、これも種類が異なる顔だちだ。

「うん。全然、違いますね」

　納なつ得とくした顔でちゃんと肯こう定ていしているのに、何故かクラウシオンは顔をしかめた。

「……不ふ愉ゆ快かいだ！」

　クラウシオンはふいに背中を向け、その場を去ろうとした。

「あ、待って下さい！」

　シェリルが慌あわてて止めると、勢いよく振ふり返る。

「あの、傷の具合はいかがですか？」

「傷？　───ああ」

　───貴様、無礼な……っ！

　それはミスカと村の人々を侮ぶ辱じよくされて腹を立てたシェリルに、クラウシオンが逆に怒って手を上げたときのことだ。

　───ちょっと待って！

　彼の右手を掠かすめて傷つけた木の枝が、人によっては害になる《カズラ》という植物だと瞬しゆん時じに見み極きわめたシェリルは、その場でクラウシオンの手の甲こうを強ごう引いんに手当てした。

「あれなら……」

　どこか嬉うれしそうに自分の右手を見せようとしたクラウシオンだが、はっと何かに気づいた顔になると、その手をズボンのポケットに突つっ込んだ。

「───何のことか、分からん」

「え？　だって、あのとき」

「分からんと言っている。どうせ、目を開けながら夢でも見たんだろう」

　ぷいとシェリルに背中を向けた。そして独り言のように言う。

「傷なんてない。───掠り傷の名残なごりくらいしかな」

　そのまま歩いて去って行こうとするクラウシオンに、立ち上がったニクラスが声をかける。

「王子殿下。恐おそれながら、何か薬園に御ご用ようがあったのでは？」

「？　別にない」

「いや、でも今朝は何度かこちらに足を運ばれて───」

「！　う、うるさい！　たまたま、こっちに用があっただけだ！」

　何故なぜか耳を赤くして叫さけんだクラウシオンは、結局振り向かないまま、廊ろう下かを大おお股またで音高く踏ふみならしながら去って行ってしまった。

「……なるほどねえ」

　にやにやとその後ろ姿を見送っていたニクラスだが、肩かたを落としているシェリルに気づいた。

「どうした？　シェリル」

「……だって」

　シェリルは恐る恐るニクラスを見上げた。

「知らなかったとはいえ、王子殿下に無礼な口を何度もきいてしまいました」

「まあ、確かに」

　思い出したのか、くっと笑い出すニクラスとは逆に、シェリルはさらに青ざめた。

「あんなに怒って……。───アレクシオン殿下に災わざわいが及およんだりしませんか？」

「アレクシオン殿下に？」

「だって私は殿下の《四誓》で、私の不始末は殿下に及ぶのでは……」

　それだけは嫌いやだった。

　アレクシオンの役に立ちたいという一心で《四誓》となることを受け入れたのに、その真逆となってしまっては意味がない。

　クラウシオンの言動には、どこをどうひっくり返してもアレクシオンへの好意は見あたらない。そもそも三人の王子たちの間には、王位継けい承しようという火種があるのだ。

「どうしよう……」

　小さく震ふるえだしたシェリルを見て、ニクラスは笑えみを引っ込めた。

　しばらくシェリルを見ていたが、ふと思い出したように尋たずねる。

「そういえば、『傷』というのは？」

「え？　……ああ、それは」

　そこに至った経けい緯いや、クラウシオンの手を傷つけた植物の名は端折はしよって、シェリルが簡単に説明をすると、ニクラスの顔から完全に笑みが消えた。

「それは───確かに、夢という話にしておいたほうが賢かしこいな」

「ニクラス先生？」

　ニクラスは廊下の隅すみへとシェリルを引っ張ってくると、囁ささやき声で言った。

「そもそも君がアレクシオン殿下の《四誓》になったいきさつを覚えているね？」

「……はい。身分がなければ、国王陛下の治療は出来ないって……」

「そうだ。それは国王陛下だけじゃない。王おう妃ひ陛下や王子殿下への治療も同じなんだ」

　つまりね、とニクラスがさらに声を低める。

「まだ《四誓》となる前の君がクラウシオン殿下の治療をしたら、たとえごく簡単な傷の手当てだとしても、それは大罪になる」

「!?」

「クラウシオン殿でん下かもそれに気づいたんだろうね。なかったことにするなんて、意外に憎にくいことをされるものだ」

「……そんな」

　シェリルは廊下の先に目を向けた。クラウシオンの姿はとうにない。

「そこまで気き遣づかいをして下さるんだから、いまのやりとり程度でアレクシオン殿下を責めるようなことは、なさらないんじゃないかな」

「───」

　シェリルは瞬またたいた。

　うまく整理できないながら、胸の中に、どこかさわやかな風が吹ふくのを感じて、シェリルは小さく笑った。

　そんなシェリルを見つめながら、ニクラスが小さく呟つぶやく。

「……師長のほうは、このまま大人しくしているかどうか分からないが……」




　　　　三




　イゼリア国の王妃カテリナには、様々な評がある。

　賢けん女じよだという声もあるが、政治に口を出さないお手本どおりの王妃、と賞する声が多い。

　万ばん事じにそつがなく、かといって積極的に前面に出ない。そのため、敵が少ないのだ。

　出身が他国の、しかも小国の王女だったカテリナが、陰いん謀ぼう渦うず巻まく王宮内で生き残っていくにはそれしかなかったのかもしれない。その真意は本人にしか分からないが、王位を継つげる子がいなくとも王妃としての存在感を示し続けていられるのは、決して国王の寵ちよう愛あい頼だのみではないということだろう。

　実際、カテリナのさりげない気配りと采さい配はいは、随ずい所しよにみられる。

　国王夫妻が住む北の宮きゆう殿でんに呼ばれたアレクシオンは、部屋の中にいた面々を見たときそれを感じた。

「急に呼び立てたのは他ほかでもない。そなたの帰国と《四誓》を迎むかえた祝いの件です」

　自分が座る椅い子すとはテーブルを挟はさんだ向かい側にあるソファをアレクシオンに勧すすめたあと、カテリナはそう言った。

　アレクシオンとその《四誓》に関する話であれば、アレクシオン一人を呼べば良い。だが、さほど広くないその部屋には先客がいた。

　第一王子のラルフシオンは壁かべ際ぎわに置かれた別のソファに腰こし掛かけ、第二王子のクラウシオンは王妃の後ろの壁かべにかかっている絵を眺ながめている振ふりをして立っている。そしてもう一人、内大臣が扉とびらのそばで、まるで衛兵のように背筋を伸のばして控ひかえていた。

　イゼリアの王位継承問題は、イゼリア国内だけでなく他国にとっても関心高い案件だが、カテリナはいっさい口を出していないと言われている。それを態度で示すかのように、三王子とその母たちへの接し方も公平で、カテリナが特定の誰だれかに偏かたよった態度をとることはない。

　おそらくこの場に他の者たちを呼んだのも、他意がないことを示すためだろう。過か敏びんと言えるかもしれないが、この慎しん重ちようさが王宮では必要なのだ。

　それは、母ステラがアレクシオンに対して言い続けてきたことでもある。

　───目立つことをしてはなりません。

　もとはカテリナの侍じ女じよだったステラだ。王妃のこうした賢さを間近で見つめていたからこその言葉だったのかもしれないと、ふと、アレクシオンは思った。

　カテリナはアレクシオンを見つめて言った。

「そなたたちを祝うために宴うたげを開くと陛下は仰おつしやっていましたが、先日の病以来、まだお身体からだは本調子ではない。そなたには悪いが、私の独断で、宴は延期とさせて欲しいのです」

　アレクシオンは、わずかに安あん堵どした。

　王妃から呼び立てられることは、あまりない。しかも使いの者は、《四誓》も同行させるように言ってきたのだ。王妃から理り不ふ尽じんなことを突つきつけられた記き憶おくは一度もないが、何か不都合なことでも起きたのかと、少し警けい戒かいする気持ちがあったのは否いなめなかった。

「王妃陛下のお望みのままに」

　そう言って頭を下げたアレクシオンに、ふいにカテリナは口元を緩ゆるめた。

「そなた、安堵しているのではありませんか」

「……？」

　アレクシオンが顔を上げると、カテリナはくすりと笑った。

「留学前から宴嫌ぎらいだったでしょう。楽しそうな顔をしていたのを見た記憶がない」

　するとラルフシオンが微笑ほほえみながら口を挟んだ。

「それどころか、理由を作って欠席もしていましたよ、アレクは」

「まあ」

　事実でもあるのでアレクシオンが無言でいると、それまで背を向けていたクラウシオンが振り返った。

「王子としての自覚がないか、ダンスが目を覆おおうほど下手へたか、両方かだな」

　嫌みっぽくクラウシオンが言うと、ラルフシオンはそれにたしなめるような目を向けたあとで、アレクシオンに言った。

「クラウの言うことも、半分は正しい。確かに宴の場は政治的に意味を持つこともあるから、これからはアレクも嫌いやがっていないで、王子としての役割を果たして欲しいな」

「───」

　頷うなずきもせず、ただ目礼だけを返すアレクシオンに、カテリナとラルフシオンは苦く笑しようし、クラウシオンは舌打ちをした。

「ところで」

　カテリナが首を傾かしげる。

「私はそなただけでなく、《四誓》の四人も招いたつもりですが……伝言が上手うまく伝わっていなかったのかしら」

「いえ」

　アレクシオンは首を横に振った。

「申し訳ございません。すぐには四人揃そろわなかったので、一人で参りました」

「揃わなかった？」

「《四誓》なのに、お前のそばにいないのか？」

　カテリナとラルフシオンが聞き返すと、アレクシオンは黙だまって頷いた。

「自分の《四誓》の居場所すら分からないなんて、情けない主あるじだな」

　クラウシオンが嘲あざ笑わらったが、アレクシオンは構わずソファから立ち上がった。

「陛下のお心こころ遣づかいは私から彼らに申し伝えます。───用件がこれだけなら失礼します」

　そう言ってあっさり退出しようとしたときだ。

　扉の外から衛兵が何か声をかけ、頷いた内大臣が扉を開く。

「───遅おそくなって申し訳ございませんでした！」

　入室早々、そう言って深く頭を下げたのは、シェリルだった。

　カテリナの視線がシェリルの首もとに走るが、襟えりの詰つまったデザインの服を着ていると分かると、一度少し前に乗り出した身体を元へ戻もどした。

　すぐ後から入ってきたサリオとルーカスが、すかさずシェリルの前に進み頭を下げる。

「我らが主君、アレクシオン殿下に過失はございません。罰ばつなら我らに」

　最後に入ってきたヴァルトも急いで彼らに倣ならう。

　既すでに立ち上がっていたアレクシオンは、そのままシェリルたちのもとへ歩み寄った。そして彼らを背後にして立つと、カテリナに向かって言った。

「この者たちは私を庇かばっているだけです。ですから───」

「違ちがうんです！」

　アレクシオンの言葉を遮さえぎって、シェリルが言った。

「あ、こらシェリル」

「お前は黙ってろって」

　慌あわててサリオたちが小声で制したが、シェリルはアレクシオンの後ろから顔を出して、カテリナに言った。

「私が悪いんです。皆みなさん、私を調薬所まで迎えに来てくれたんですが、私が別の場所にいたので見つけられなくて……」

「別の場所って、どこにいたんだい？」

　ラルフシオンが優やさしい声で尋たずねると、シェリルは恐きよう縮しゆくしたまま小さな声で答えた。

「薬園です」

「薬園？」

　アレクシオンは振り向いてシェリルを見た。

　よく見るとシェリルの靴くつ底ぞこはまだ少し土で汚よごれており、スカートの裾すそにも草に擦すれてついてしまったと思われる緑の染しみがあちこちに見られた。

「……薬草を摘つんでいたのか？」

「はい」

　シェリルが嬉うれしそうに顔を上げた。

　メリナ村では自分で薬園の世話をするシェリルだ。王宮にある薬園の話を聞いて目を輝かがやかせていたくらいだから、あの広大な薬園を見たときにどれだけ喜んだかは想像できる。

　だが、王宮勤めの調薬師たちは、薬園に長時間いることはない。薬草を摘む役目は下働きたちに任せているからだ。

「本でしか見たことのない薬草も沢たく山さんあって、とても楽しくて───気づいたら、薬園の奥まで行ってしまったので」

　最初は生き生きとした表情で話していたシェリルだが、最後の方は小声になった。よほど責任を感じているのだろう。

　アレクシオンがもう一度カテリナに詫わびを言おうと顔を向けると、カテリナは微笑んだ。

「なるほど。では、私はそなたの大事な仕事を邪じや魔ましてしまったようですね」

「！　そ、そんな！」

　真っ青になったシェリルに、カテリナが首を横に振る。

「純じゆん粋すいに、褒ほめているのです。王宮の調薬師たちの中で、自ら薬草を摘む者がいまどれだけいるだろうか」

　カテリナはにこりと笑って立ち上がった。

「さすがアレクシオンの《四誓》。───調薬師としても、これからの活かつ躍やくに期待しますよ」

　思いもかけぬ言葉に、シェリルの頰ほおが赤く染まる。

　それが単なる喜びだけでなく、戸と惑まどいや不安も入り交じったものであるのは、少し瞳ひとみが揺ゆれたことからも見て取れた。だが、アレクシオンの視線に気づくとシェリルは、はにかんだように小さく笑った。

　無意識にアレクシオンがそれに微笑み返したときだった。

「───王おう妃ひ陛下。ところが、話は簡単ではないようです」

　少し憂うれいを含ふくんだ声に、アレクシオンは振ふり返った。見ると、壁かべ際ぎわのソファに座っていたラルフシオンが両手を組んだ状態でアレクシオンやシェリルたちの方を見ていた。

「何の話です？　ラルフシオン」

「実は調薬師の長であるホルガーから、ある要望が出ております」

「ホルガーが？」

　眉まゆをひそめたカテリナに、ラルフシオンが頷いてから立ち上がる。

「王妃陛下もご存じのとおり、王宮の調薬師、あるいは医師になるためには、試験を通過する必要があります」

　ラルフシオンの言葉の先は、聞かずとも分かった。それはアレクシオン以外の者も同様で、サリオやルーカスだけでなく、クラウシオンまでが顔をしかめた。

「……それはそうですが、シェリルは国王陛下の病を治した調薬師ですよ？　それにアレクシオンの《四誓》でもある。ホルガーが口を出すことではあるまい」

「そうでもないのです」

　ラルフシオンはため息をついた。

「私も最初は彼が嫉しつ妬と心で言っているのだと思いました。ただ、よく聞けば、彼の意見にも一理あると───」

「何が一理ある、だ」

　ふいにクラウシオンが苛いら立だちもあらわに言った。

　アレクシオンならともかく、まさかクラウシオンが口を挟はさむとは思っていなかったのだろう。ラルフシオンと、そしてカテリナも驚おどろいた目をクラウシオンに向けた。

　クラウシオンは構わず、ずかずかとラルフシオンのところまで来て彼を睨にらみつけた。

「嫉妬心丸出しなだけじゃないか。自分の薬が効かなかったことを棚たなに上げて、王妃陛下に認められたその娘むすめを否定しているだけっていうのが分からないのか」

　嚙かみつくように言うクラウシオンにラルフシオンが瞬またたく。

「……まさか、お前から文句を言われるとは思わなかったな」

「───」

　はっと気づいたようにクラウシオンは口を閉とざした。

　ちら、と一いつ瞬しゆん視線がシェリルの方に走る。目を見開いているシェリルと目があうと、クラウシオンはふんと顔を背そむけた。そして、先刻までアレクシオンが座っていたソファに、どかりと腰こしを下ろした。

「俺は、器うつわの小さい奴やつの言い分を聞きたくないだけだ」

「だから、最後まで聞いてくれないかな」

　腕うでを組んで目まで瞑つぶってしまったクラウシオンに、ラルフシオンは苦く笑しよう混じりに言った。

　あらためてカテリナに向き直り、ラルフシオンは言う。

「ホルガーいわく、王宮に仕える医師と調薬師は、王家の健康、つまり命を守るという重要な役割を担になっていると」

　守れなかったじゃないか、とサリオが彼らには聞こえないくらいの小さな声で呟つぶやく。

「だから王宮仕えの者は、国内でも選び抜ぬかれた優すぐれた者でなくてはならない。その選別には試験が必要であり、それが彼らにとっては誇ほこりでもあると」

　ラルフシオンは一度言葉を切り、シェリルを見た。びく、と肩かたを揺らしたシェリルを痛ましげな目で見つめる。

「……ホルガーだけではなく、調薬師たちは皆、特例で自分たちの領域に入ってこようとしている君を、良く思っていないそうだ」

「───」

　シェリルが俯うつむく。きゅっと唇くちびるを嚙みしめたその横顔は、アレクシオンの目には、じっと耐たえ忍しのぶ雪の下の花のように映った。

「───それで、どうしろと？」

　アレクシオンが尋ねる。

　短い言葉だが低い声は鋭するどさをはらみ、ラルフシオンを見返す蒼あおい瞳には厳しい光があった。

「……試験をしたいそうだ」

「試験!?」

　何人かの声が重なった。

　クラウシオンと、サリオとルーカスだ。ヴァルトは声も出なかったようで、口をぽかんと開いただけだった。

　サリオたちと声が重なったことには気づかなかったのか、クラウシオンは咎とがめることなくラルフシオンに叫さけぶ。

「調薬師長ごときが、仮にも《四誓》に対して試験!?　王族並みの権限を持つ《四誓》に!?」

「言っておくが、ホルガーは別に王族をないがしろにしている訳ではないぞ」

「してるだろうがッ！」

　立ち上がったクラウシオンだが、カテリナの「座りなさい」という一言に、再びソファにどかりと座り込む。

　ラルフシオンはカテリナに向き直った。

「試験に受かれば、調薬師の一人として認めても良いそうです」

「受からなければ？」

「……調薬師としての扱あつかいは出来ないと。薬に触ふれるだけでなく、他ほかの者のように調薬の講義を受けることも許したくないと」

「何様だ……！」

　クラウシオンが吐はき捨てたが、カテリナは少し考えるような表情になった。

「王妃陛下。私はホルガーの言葉を頭から否定は出来ません。彼らにしてみれば、どの程度の知識を持っているか分からない相手を、どう扱って良いか分からないのでしょう」

「───それは……そうかもしれぬが……」

　迷いを見せたカテリナが口を閉とざすと、アレクシオンは一歩踏ふみ出した。

「兄上は了りよう承しようされたのですか」

「もちろん私が勝手に決めることではない。お前の《四誓》のことだからな」

「ほっとけ、そんなの！」

　クラウシオンが言う。

「ごねる奴は、首にしてしまえばいい。嫌いやなら、自分が出て行けってことだ」

　その言葉を受けて、ラルフシオンがアレクシオンを見る。試ためすような目だ。

「……そう言うか？」

「───」

　言うのは簡単だろう。

　本来、調薬師長に王族の意を曲げる権限などありはしない。だが、クラウシオンが唆そそのかすことを実際にしたときに何が起きるか、だ。

　ただでさえ反感を買っているシェリルが、王族の威いを借りて調薬師の仲間に入ったところで、彼女の望みは叶かなうのか。

　一方で、ホルガーの試験をシェリルが受けたとして、合格するとは限らない。

　ホルガーがシェリルを認めるためでなく、除外するために試験を受けさせようとしているのは明白だ。通常の試験より困難な課題を出してくるかもしれないし、そもそも正当な判定を下すのかどうかもあやしい。

　───じゃあ、行ってきます！

　ステラから王おう妃ひに話を通し、許可をもらって本宮きゆう殿でんで働く調薬師たちのもとへと向かったときのシェリルの笑え顔がおが、アレクシオンの脳のう裏りを過よぎる。

　わくわくと、まるで子供のように無む邪じや気きな笑みを満面に浮うかべて出かけていった。

　───もっと調薬の勉強がしたいんです。他の調薬師の方たちの手伝いでも良いんです。私もその一人に加わることは出来ないでしょうか……っ！

　その希望が、たった一日で潰ついえるというのか。

　アレクシオンの胸の奥に、今までに感じたことのない種類の怒いかりが、熾おき火びのようにぽつりと灯ともる。それは小さいようでいて、意識してしまうとそこからじわりと全身に広がっていくような強い熱を持っていた。

　守らなくては。

　自然に浮かび上がってきた思いにそって、口を開こうとしたときだ。

「あの。───私、その試験、受けます……！」

「!?」

　驚いて振ふり返る。

　すぐそばでシェリルが、意志の強い眼まな差ざしをラルフシオンの方へ向けていた。ついさっきまでの、つらそうにしていた表情とはまったく違ちがう。

「試験に受かれば、調薬師の一人に加えていただけるんですよね。だったら私───その試験、受けます。いえ、受けさせてください……！」

　目を見開いたアレクシオンよりも早く、サリオがシェリルの肩を摑つかむ。

「正気か!?　公平な試験とは限らないぜ!?」

　王妃や王子たちの前という意識はどこかに飛んでしまったようだ。

　ルーカスも言う。

「そうだぞ。無理難題を出してくるに決まってる！」

　するとシェリルは困こん惑わくするような目でアレクシオンを見てきた。

「───……私が試験を受けることに反対ですか……？」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみには不安の色が差していた。

　試験に対する不安ではない。試験を受けること、ひいてはその結果について、アレクシオンに迷めい惑わくがかかるのではないかという不安であろうことはすぐに分かった。

　ちくり、と胸を突つくものがあった。

　それの正体は分からないまま、アレクシオンはシェリルに尋たずねた。

「……シェリルはそうしたいのか」

「はい」

　声は小さかったが、はっきりと答えた。

　アレクシオンは頷うなずき、じっと事態を見守っていたカテリナに振り向いた。

「シェリルに試験を受けさせます」

「……！」

「但ただし、その結果がどうであれ、私の調薬師はシェリルと認めて頂きます」

「!?」

　クラウシオンが目を剝むく。ラルフシオンも瞬またたいた。

　カテリナはアレクシオンを見つめて言った。

「それは───仮にそなたが病になったとき、王宮仕えの調薬師ではなくシェリルの薬で治ち療りようを受けるということ？」

「はい」

　すぐ傍かたわらにいるシェリルが息を吞のむ音が聞こえた。サリオとルーカスが「言うねえ」と嬉うれしそうに囁ささやきあうのも聞こえた。

「問題はない筈はずです。シェリルは私の《四誓》なのですから、私が彼女に守ってもらうのは当然のことでしょう」

　そう言ってからラルフシオンに向き直った。

「試験の詳しよう細さいを知らせるよう、ホルガーに伝えてください。───失礼します」

　最後の言葉はカテリナに向けて頭を軽く下げる。それに従って、サリオたちも深く頭を下げた。呆ぼう然ぜんとしていたシェリルだけが、一いつ瞬しゆん遅おくれた。

　内大臣が開けた扉とびらから廊ろう下かへ出る。

　しばらくは全員無言で歩いていたが、部屋から少し離はなれ、周囲に侍じ女じよや官かん吏りがいないことを確かめてから、サリオが明るい声を出した。

「アレク、さすが一番かっこいいところを攫さらっていくなあ」

　ルーカスも楽しげに言う。

「珍めずらしくたくさん喋しやべったと思ったら、これだもんな。負けるよ」

　だがシェリルは違った。

「あんなこと言っちゃ駄だ目めです……！」

　ふいに立ち止まったかと思うと、振り絞しぼるような声で言った。

　振り返ったアレクシオンを見上げる瞳には、わずかだが涙なみだが滲にじんでいる。

「大事なお身体からだなのに、もし病気になって、貴重な薬を分けてもらえなかったら……！」

「そうですよ！」

　ヴァルトが怒おこったように言う。

「そりゃ調薬師長のやり方は納なつ得とくいかないですけど、アレクシオン様のお身体に良くない約束までする必要はない筈です！」

「おいおい、少年。お前はシェリルの薬を信しん頼らいしていないのか？」

「薬は信頼しますよ。だって、結局はミスカ先生の薬なんでしょ」

「だったらミスカの愛まな弟で子しのシェリルも信じられるだろうが。何より《四誓》の仲間が仲間を信じないでどうする」

「……別に僕はあんたたちだって信頼しているわけじゃないし……」

「ほーう？」

「そ、そんなことより、アレクシオン様！　前言撤てつ回かいをお願いします！」

　出来るかそんなこと、とサリオとルーカスが同時にヴァルトの頭を小こ突づいたが、シェリルは大きく頷いて、アレクシオンを見上げた。

「私からもお願いします！　シオンにもしものことがあったら───……!?」

　言葉の途と中ちゆうでシェリルが声をなくす。

　アレクシオンが、突とつ然ぜんシェリルの両方の手首を握にぎったからだ。

「シ、シオン……？」

　それまで青ざめていたシェリルの頰ほおが、動どう揺ようしたのか急に色づいた花のように赤くなる。

「おっ。アレク、ここで口説く？」

「任せろ、人が来たら教えてやる」

「何言ってんですかっ!?　《四誓》の女性は……」

　サリオたちの声を無視して、アレクシオンはシェリルを見つめた。

「───指」

「……え？」

　ぴく、とアレクシオンの手の中にあるシェリルの細い手首が震ふるえる。

「指、開いて」

「……」

　何？　とサリオたちが覗のぞき込んでくる。

　アレクシオンが摑んでいるシェリルの手は、両方ともしっかりと指先まで握りしめられている。王妃の部屋に入ってきたときからいままで、シェリルが一度もこの手を開いていないことに、アレクシオンは気づいていた。

「何か握っているのか？」

　サリオが尋ねるが、シェリルは俯うつむくだけだ。

　そのままシェリルはしばらく固まったように動かなかったが、アレクシオンが無言で待っていると、とうとう観念したのか、細い息を吐はき、そうっと指を開いた。

「───」

　少しほっとした。

　シェリルの華きや奢しやな指に、一番心配していた怪け我がはなかった。だが。

「……えっ。何だ、その緑色」

　サリオが驚おどろいたように言ったのは、シェリルの指先が黒っぽい緑色に染まっていたからだ。

「えっと……《ハミル》という薬草があって、それをちぎると汁しるでこうなっちゃうんです。油があれば取れるんだけど、そんな時間ないし、でも王おう妃ひ陛下の前では失礼に当たると思って」

「待てよ。少々のことじゃ、そこまで染まらないだろう」

　ルーカスが言う。不思議そうな目で見上げてくるシェリルに、ちらりと笑った。

「俺も多少は薬草の知識があるから。相当の数の草をちぎらないと、そこまでならない」

　アレクシオンはシェリルの手を握ったまま尋ねた。

「どのくらい、薬園にいた？」

「お昼前から」

「殆ほとんど最初っからじゃねえか！」

　サリオが声を上げる。

「じゃあ、他ほかには何もやっていないってことか？」

　ルーカスも憤いきどおりを滲ませた声で尋ねる。

　言い渋しぶるシェリルからサリオとルーカスがやや強ごう引いんに聞き出した経緯はこうだ。

　───王宮と田舎いなかでは薬の調合の仕方も違うだろう。

　ニクラスに連れられて薬園から調薬所へ戻もどったシェリルに、ホルガーは冷たく言った。

　───薬の名前だってろくに知らない筈だ。なにせ王宮には、あらゆる薬が揃そろっている。中には諸外国から取り寄せたものだってあるからな。

　それを聞いたニクラスが渋い顔をした。

　───師長、何を仰おつしやいたいんですか。

　───初日から役に立つなんて期待していないということだ。

　───であれば私が彼女に……。

　───何も教える必要はない。この娘むすめには良い師がついているんだろう？

　───では何をさせろと？　知らないからやらせない。でも何も教えない。どうしろと！

　少し苛いら立だってニクラスが言ったとき、リディアが近づいてきて、こう言ったのだ。

　───お手伝いくらいなら出来るのでは？

　それを聞いたシェリルは急いで言った。

　───させてください！　私、何でもします！

　───何でも？　……そう、何でもしてくれるの。

　そう言って笑ったリディアが示したのが、薬草集めだったという。それも、一日ではとても集めきれないくらいの種類と量を示されたので、実はシェリルは昼食も食べずに薬草を採り続けていたというのだ。

「……それって嫌いやがらせじゃあ……」

　思わずというようにヴァルトが呟つぶやくと、シェリルはぶんぶんと首を横に振ふった。

「そんなことないわ。薬草集めは大切なお仕事だし、何より楽しいもの」

「楽しい？」

　ルーカスが尋たずねると、シェリルは大きく頷うなずいた。

「色々な薬草に触ふれられるのは、とっても楽しい。それに、周りの人たちも親切に助けてくれたの。綺き麗れいな服が汚よごれちゃうからって、作業衣も貸してくれて」

「ああ、あの鼠ねずみ色いろの上着」

「それで余計に見つからなかったんだよな」

　アレクシオンは時折見かける下働きの者たちが来ている揃いの上着を思い出した。長なが袖そでで腕うでは隠かくれるけれど、裾すそは膝ひざ下あたりまでしかない。だからシェリルの服も、裾のあたりだけが汚れていたのだろう。

「それにね、最初はどこに何が生えているかも分からなかったんだけど、こっそり教えてくれてからは」

「───こっそり？」

「あ」

　シェリルが黙だまり込む。それでどうやら、薬園で働く人々には、シェリルに協力しないよう指示が出されていたらしいと分かる。

「陰いん険けんだな」

「いかにもやりそうだな、あいつら」

　怒いかりを隠そうともせず、サリオたちが罵ののしる。

「良いのか、アレク。たとえシェリルが試験に受かっても、そんな奴やつらの中に放り込んだら、どれだけいじめられるか分からないぜ」

「───」

　アレクシオンはシェリルをもう一度見下ろした。

　握っている手の、緑色に染まった指先を見る。

　確かに汚れていると言えるかもしれないが、自分を見つめ返すシェリルの瞳ひとみはそれを恥はじとは思っていないようだった。

　薬草を採っていたのであれば爪つめの間に潜もぐり込んでしまうだろう土は、ちゃんと落としている。王妃の前でなければ、彼女は隠すことなくその緑色の指先をさらしていただろう。

　不安そうな目を向けてくるシェリルに、尋ねる。

「……楽しかったのか」

「！　はい、とっても！」

　無理をしているとはとうてい思えない瞳の輝かがやきに、アレクシオンは再びシェリルの指に視線を落とした。

　王宮内で見かける、貴婦人と呼ばれる女性たちの指先は、輝く紅色に染められていることが多い。けれどアレクシオンの目には、それらの華はなやかな指先よりもずっと、この緑色の指のほうが美しく映った。

（……いや）

　指、だけではなくて。

　一いつ瞬しゆんだけ、意識するよりも早く、シェリルの手首を握にぎる手に力が入った。

　シェリルの目が驚いたように手首に落ちたことでそれを知り、自分でも驚く。

　そっと自分の指から力を抜ぬくと、シェリルを見つめた。

「……たくさん、薬草は採れたのか」

　シェリルがこくん、と頷く。

「そうか」

　手首から指を外す。

　シェリルが何故なぜかほっとしたように息をついたのを見て、どういう衝しよう動どうか自分でも分からないまま、アレクシオンはもう一度シェリルの手を片方だけとった。

　指先を揃えた形で自分の手の内におさまったシェリルの指に、指先で触れる。

「……よく頑がん張ばった」

　そう言って笑いかけると、シェリルの瞳にふわりと水が浮うき上がった。

「───……はい……！」

　シェリルが笑う。
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　その、どこか切ない笑え顔がおを見たとき、アレクシオンは強く思った。

　守りたい、と。

　同時に思う。どうすれば、守れるのか、と。

　か弱い、けれど強い意志で大地にしっかりと立つこの娘を、自分はどういう形で守れるのか、と。

　強く握りしめたい思いを抑おさえ、アレクシオンはシェリルの指をそっと手放した。




　　　　四




「───何、それで試験とやらを受けるはめになったの？」

　ミスカが勢いよく振り向く。

「はい」

　頷いたシェリルから目をそらし、ミスカが舌打ちとともに小声で罵る。

「…………あいかわらずクソだな……」

「え？　いま何かおっしゃいましたか」

　ミスカはすぐにくるりと振り返って笑う。

「いいえ、何も。ひどい嫌がらせをする奴が王宮にはいるのね」

「そうなんだよ、ひどい話だ」

　シェリルが答えるよりも先に、サリオが肩かたを竦すくめてみせる。

「けなげなシェリルは黙って耐たえているんだよな、これを」

　ルーカスは茶の入ったカップを優ゆう雅がに持ち上げて言った。

「ひどいなんて話じゃないわ。まるで本で読んだ意地悪な魔ま法ほう使つかいみたい！」

　親友のラリサがぷんぷんと怒りながら言うと、エリスが控ひかえめに笑う。

「物語みたいっていうのは本当よね。王宮で、王子様たちと一いつ緒しよなんだもの」

「そうそう！　そうだった！　その点は羨うらやましいっ！」

　そう言うとラリサはぎゅっとシェリルを抱だきしめた。

「───……あのう。これはいったい、何の騒さわぎでしょうか……」

　部屋に入るなり立ち尽つくしたヴァルトは、テーブルを囲んで賑にぎやかに騒いでいる面々を呆ぼう然ぜんと見み渡わたした。

　ここは、有力な商人たちが居や店を構えてひしめく下イゼルでも、指折りの商人として名の挙がるロビンの屋や敷しきの客間である。

　シェリルの師、ミスカは、ロビンとは古くからの知人らしく、時折頼たのまれて薬を納品している。その関係でシェリルもロビンと親しいので、王都に来ると決まったときは、まさか王宮に住むことになるとは思わず、ロビンに居い候そうろうを頼んだくらいだ。

　また、シェリルの親友の一人であるラリサの叔母おばマリーは、奇き遇ぐうにもロビンの妻である。だからこうしてラリサはミスカの納品にくっついて来て、もう一人の親友エリスとともに、当たり前の顔で茶を啜すすっていたりするのだ。

「何のって、シェリルが私を呼んだからじゃないの」

「いえ、ミスカ先生は良いんです！　王宮にお越こし頂いても構わないくらいですっ」

　背筋をのばしたヴァルトが顔を赤らめて言う。

「あら、そう？　私は嫌いやだけど」

　腰こしまで届く白金の髪かみと長身が目立つミスカだが、唇くちびるの端はしを持ち上げると、とろりとした艶なまめかしさがこぼれる。これにヴァルトは弱いらしく、ミスカを見ては慌あわてて目をそらし、そうっと盗ぬすみ見るということを繰くり返している。それを呆あきれた目で見ているのがサリオとルーカスだ。

「……まだまだ子供だな、やっぱり」

「色々、問題があるよなあ」

　ため息をつく二人を余所よそに、ヴァルトはシェリルに抱きついているラリサとエリスを指さす。

「何故、この二人がいるんです!?　しかもシェリルが王宮にいることを知ってるなんて……」

「シェリルが《四誓》とか何とかってのになったって話なら、村中が知っているわよ」

「あっ。駄だ目めよ、ラリサ。それ、内ない緒しよなんですって」

「そうなの？　自じ慢まんになるのに。───で、結局《四誓》って何？」

「うわー！」

　ヴァルトが両手を振ふり回す。

「誰だれだよ、《四誓》のこと軽々しく話したのはッ。《四誓》は公おおやけにしていないのにっ！」

　そこで部屋の扉とびらが開いた。

「───俺だが」

　屋敷の主あるじ、ロビンと一緒に中へ入ってきたのはアレクシオンだ。

「きゃーっ、会えたーっ！」

　ラリサとエリスが叫さけんだので、同時に上げていたヴァルトの悲鳴はそれでかき消えた。

　突とつ然ぜん黄色い声で叫ばれてもアレクシオンは微び動どうだにしないが、驚おどろいたのはその後ろに従っていたロビンの方だ。

「な、な、なんだ!?　どうした!?」

　ラリサとエリスはそんなロビンはほったらかしで、興奮を隠かくさない。

「やっぱり素す敵てき……ッ」

「王子様って聞いて、納なつ得とく！　よね！」

　ヴァルトが泣きそうな顔でアレクシオンを見る。

「そこまで話されたんですか？」

「シェリルを迎むかえるのに、説明しないほうがおかしい」

「それは、そうかもしれませんが……」

　正確にはアレクシオンは直接ラリサたちに事情を話したわけではない。両親がいないと聞いているシェリルを《四誓》として迎えるにあたり、師であるミスカに話を通したのだ。シェリルに近しいラリサたちやロビンには、ミスカから話が伝わっただけのことである。

　ラリサがシェリルに囁ささやく。

「……ねっ。シェリル、《青党》で良かったわね」

「え？」

　どきり、とする。

「だって、私やエリスのように《白党》や《赤党》だったら、ちょっと複雑じゃない」

　私たちももう気持ちは《青党》だけど、とラリサとエリスがくすくすと笑うのを見て、シェリルはそれこそ少し複雑な気分で小さく笑った。

　イゼリアの娘むすめたちにとって、三人の王子は憧あこがれの対象である。そして、それぞれ贔屓ひいきの王子の王色にちなみ、自分たちのことを《白党》《赤党》《青党》と呼ぶのが流行はやりなのだ。

「それにしても、この絵とは全然違ちがうわよね」

　ラリサはそう言いながら、いつも大事に持っている三王子の肖しよう像ぞう画がを懐ふところから取り出した。

　庶しよ民みんは王族を直接見る機会などない。巷ちまたで売られている肖像画で想像するしかないのだが、画家だって立場は同じである。イゼリアの王子たちは揃そろって容姿が良いという噂うわさだけを頼たよりに、想像に任せてきらびやかな美青年を描えがいているだけなのだから、似る筈はずがないのだ。

「本物のアレクシオン殿でん下かを見ちゃったら、この絵がひどく思える……」

　ラリサが肩を落とす。彼女にとってこの絵は宝物だったからだ。

　だがラリサはすぐ気を取り直し、瞳ひとみを輝かがやかせてシェリルに尋たずねた。

「ね！　アレクシオン殿下がこんなに素敵なんだもの。ラルフシオン殿下はどんな？」

「それ私も聞きたいわ。クラウシオン殿下は？」

「え？　えっと」

　シェリルは王宮で会った二人の王子を思い出した。

「ええと……《白の王子》は……優やさしそう……かな」

　それは単に、優しい口調で話しかけてくれたというだけの話だが、シェリルは穏おだやかな表情を浮うかべていたラルフシオンを思い返しながら答えた。

「《赤の王子》は？」

　もともとは《赤党》のエリスが胸に手を当てて尋ねてくる。

「クラウシオン殿下は……」

　最初に王宮の庭で会って怒ど鳴なられたことや、再び薬園で会ったときも、あやうく喧けん嘩かになりそうだったことを思い出し、シェリルは口をつぐんだ。それをどう受け止めたのか、サリオとルーカスが近づいて来て私見を述べる。

「残念ながら、エリス。君が想像しているような王子様じゃないぜ、ありゃ」

「我が儘ままだし、嫌みは言うし、気は短いし」

　これには珍めずらしくヴァルトも同調して、大きく頷うなずきながら言う。

「ともかく意地悪なんですよ！」

　揃って悪口しか出てこないので、エリスが悲しそうな目でシェリルを見た。

「そうなの？」

「───え」

「クラウシオン殿下は意地悪なの？」

　意地悪といえば意地悪だ。だが。

　───傷なんてない。

　───クラウシオン殿下もそれに気づいたんだろうね。なかったことにするなんて、意外に憎にくいことをされるものだ。

「意地悪だけど───」

　そう言えば、王おう妃ひの前で試験の話が出たときも、そんな必要はないと怒おこっていた。

（まるで自分のことみたいに───）

　無意識に、ぽろりと笑えみがこぼれた。

「あのね。村のやんちゃ坊ぼう主ずみたいなの。本当は、とっても優しい人かなと思う」

「えっ!?」

　その意外な答えに、サリオたちが目を見開く。ロビンに勧すすめられてカップを手に取ったアレクシオンも、シェリルを見た。

「あいつの、どこが!?」

「やんちゃでおさまるか？」

「優しいなんて、そんなとこ見たことないよっ」

　怒ど濤とうのようなサリオたちの反論に身を引きながらも、シェリルは懸けん命めいに説明した。

「だって私、クラウシオン殿下に助けられているから」

「……助けられた？」

　アレクシオンが尋ねる。

　その声がいつもより少し低いことには気づかず、シェリルはアレクシオンに頷く。そして、王宮の庭であった出来事と、薬園でのことを説明した。勿もち論ろん、ニクラスの見解も合わせてだ。

「……」

　黙だまったまま考え込んでいる様子のアレクシオンに、少し不安を覚えながらも、大事なことを思い出してシェリルは言葉を続けた。

「あの、シオン。……これは偶ぐう然ぜんなのかもしれないのだけど」

「……ん？」

　躊躇ためらいは残っていたが、ずっと胸に引っかかっていたことを口にする。

「クラウシオン殿下の手を傷つけたのは、《カズラ》という植物なの」

「《カズラ》ですって？」

　流石さすがにミスカの反応は早い。少し遅おくれて、ルーカスも声を上げた。

「それ、毒の一種じゃないか？」

「毒？」

　アレクシオンの眉まゆがわずかにひそめられる。サリオとヴァルトの表情も硬かたくなった。

「ごく一部の方に対しては、だけど。幸いクラウシオン殿下にはまったく影えい響きようなかったから良かったものの、そもそも王宮の庭にどうしてそんなのを植えておくのかなって……」

「庭師に知識がなかったからじゃないか？」

　ロビンがミスカに尋ねると、ミスカは親指を自分の唇くちびるに当てた。

「……その可能性もなくはないけど」

　実は《カズラ》自体はさほど珍しい植物ではなく、毒を持つのもそのうちのわずか数種類なのだ。秋には可か憐れんな白い花を咲さかせることもあり、観賞用にも好まれる。

「───まあ、なんと言っても王宮の庭ですもの。危ないから、他ほかの植物と取り替かえたほうが良いわね。王子殿下からその指示を出されては如何いかが？」

　にこりとして、たいしたことでもないようにミスカが言う。だがアレクシオンに向けた目は一ひと欠片かけらの笑みもなかった。その視線を受けたアレクシオンの表情にも目立った変化は起きなかったが、少し伏ふせた瞳の奥には強い光があった。

「分かった。───サリオ」

「了りよう解かい」

　サリオは片手を挙げ、ルーカスに顔を近づけると何か囁いた。ルーカスが頷く。

「これで安心。……でしょ？　シェリル」

「はい！　ありがとうございます、先生」

　シェリルは胸に手を置いて息をついた。あれ以来、誰だれかが怪け我がをして、運悪く毒として身体からだに回ってしまわないかと気になっていたのだ。

「凄すごいじゃない、シェリル。早さつ速そくお手て柄がらね」

　そう言ってエリスが笑いかけてくる。

「本当よ！　その、嫌いやがらせをしてくる偉えらそうな人だって、その毒の木のこと気づかなかったんでしょ？」

「いや、そうとも限らないんじゃないかな」

　サリオが言う。先刻まで漂ただよっていた険しい気配は消え、のんびりとした表情と口調だ。

「薬園じゃなくて王宮の庭だろ？　ふだん調薬師はそこまで入り込まないんじゃないか」

　その言葉にアレクシオンが頷いた。

「呼ばない限りは」

「だろ？　たまたまシェリルは迷子になったから入れたのであって、普ふ通つうは足を踏ふみ入れることさえ認められないさ、王宮の奥なんて」

「いずれにせよ、シェリルはでかい顔して良いと思うぜ。王宮の危険をひとつ取り除いたことには違いないんだから。な、ヴァルト」

「───まあ、それは認めます」

　ラリサは手を叩たたく。

「こんなシェリルだもの。どんな試験でも絶対受かるわよ！　ね、ミスカ先生」

「そうねえ」

　ミスカが手に持っていたカップをテーブルに置き、シェリルを手招く。

　素す直なおにテーブルを回ってきたシェリルをミスカは見下ろした。

「ところで、試験の内容は？」

「課題の薬が出されて、それの材料と調薬の手法を実際に行って示すというものだそうです」

「……そう。自信は？」

「え」

　顔をはね上げたシェリルを、ミスカは真しん剣けんな目で見つめた。

「自信がないなら、やめておきなさい。相手はお前を潰つぶそうとしているの。試験に受かったからそれで終わり、という戦いじゃないのよ」

「───」

　戦い。

　そんな風に考えていなかったシェリルは、ミスカの言葉に正直戸と惑まどった。

　だが、言われてみればそうだ。

　ホルガーやリディアといった、調薬師たちを敵に回した戦いという意味ではなく、シェリルがこれからアレクシオンの《四誓》として王宮で生きていくための、これは最初の戦いなのだ。

　ぎゅっと手を握にぎり込む。

　そして顎あごを上げてミスカを見上げた。

「……ミスカ先生に教えていただいたことを全部出せば、大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　噓うそだ。本当は、自信などある筈はずがない。

　調薬の知識も腕うでも、ミスカという偉い大だいな師がそばにいたからこそ、正しく使えていたのだと思っている。

　だけど、とシェリルはアレクシオンをそっと見た。

　涼すずやかな眼まな差ざしが、見守るようにシェリルに当てられている。それを確かめたとき、身体の芯しんにもう一本、別の力強い柱が生まれた。

　ミスカに向き直り、シェリルはしっかりと言った。

「絶対に。───負けません」

　その視線と言葉を真正面から受け止めたミスカは、ふっと微び笑しようを浮うかべた。

「……なら、よし」

　それからミスカはさらに深い笑みを浮かべると、両りよう腕うでを広げ、勢いよくシェリルの身体を抱だきしめた。

「───！」

　サリオたちが咄とつ嗟さにアレクシオンに目を走らせたのに気づかぬミスカではない。

　にやりと笑うと、さらに強くシェリルを抱きしめながらくせのない鳶とび色いろの髪かみを撫なでる。

「大丈夫に決まっているじゃないの。お前は私の可愛かわいい、最高の能力を持った、たったひとりの愛まな弟で子しなんだから」

　その言葉に感動して、背後の様子が分からないシェリルもミスカの背に腕を回す。

「ありがとうございます、先生！」

　ひし、と抱き合う師し弟てい愛に、ラリサとエリスは感動している。ロビンは複雑そうな顔でそれを見ているが、それどころではないのがサリオたちだ。

「……ええと、先生のお墨すみ付つきだから俺たちも安心すれば良いかな？」

「そうだな、俺たちは俺たちなりにシェリルを応おう援えんするとして」

　言いながら、ちらちらとアレクシオンの方を見る。

　アレクシオンは無言でカップに口をつけていて、その表情には何の色もない。

「……あれを、どう見る？」

「……本人が気づいてないんだから、こっちも気づいてない振ふりをしようぜ。───おっ？」

　ふいにアレクシオンがカップをテーブルに置いて、立ち上がった。

「ミスカ」

　抑よく揚ようのない声でアレクシオンが呼ぶと、ミスカが顔を上げた。

「何か？」

　シェリルを抱きしめたまま、不敵な笑えみを浮かべたミスカに、アレクシオンは言った。

「……『黒爪』の仲間の件を聞きたい」

「！」

　びく、とシェリルは身体を震ふるわせた。

　ミスカの口元からも笑みは消え、同時にシェリルを抱きしめていた腕も解いた。

　解放されたシェリルが振り向くと、ロビンに目配せされたラリサとエリスが部屋を出て行くところだった。

　今回、ロビンの屋や敷しきを訪ねたのは、シェリルにとっては試験を前にミスカの助言をもらうためだったが、アレクシオンはそれに保護者としてついてきたわけではなく、この件をミスカから聞くという目的があったのだ。

　ミスカはふっと息を吐はいた。そして、近くの椅い子すを引いてそこに腰こし掛かけた。

「───病人たちの多くは、盗とう賊ぞくというよりも、その家族でした」

　静かな声でミスカが報告するのは、『黒爪』という盗賊集団の集落にいて保護された、病人たちのことである。

　調薬の腕を狙ねらわれて、シェリルは『黒爪』の一党に攫さらわれた。幸い、アレクシオンたちがその隠かくれ里まで駆かけつけてシェリルを救い出してくれ、盗賊たちも捕とらえられた。その際、盗賊たちの仲間や家族で病に倒たおれていた者たちも、同じように捕らえられそうになったのだ。

　───やめてください！

　一つの建物に閉じこもっていた病人たちを衛兵が火で炙あぶり出そうとしたとき、シェリルは思わず叫さけんでいた。そもそもシェリルが攫われたのは、この病人たちの治ち療りようのためだった。

　盗賊であっても仲間を思う気持ちは同じだ。しかも相手が病人であるならそれが誰であれ、調薬師であるシェリルは助けたいと思ってしまう。

　必死に衛兵を止めようとしたが、衛兵はやめようとしなかった。

　止めたのは、アレクシオンだ。

　───病人を炙り出すのが、誇ほこりある衛兵の務めか？

　結局、アレクシオンの命令で病人たちのもとへ医師と調薬師が派は遣けんされることになったのだが、その手配を買って出たのが、ロビンだった。

　ロビンは、たまたまその日ミスカと一いつ緒しよにいたためこれらの事情を知る立場になったのだが、やり手のロビンはアレクシオンに自分の存在を示せるこの機会を逃のがさなかった。

　どうせ王宮仕えの医師は盗賊が絡からむ患かん者じやを診みたがらないだろうと言い、自分の動かせる医師たちを即そく座ざに呼び集めたのだ。

　───私も手伝います！　いえ、手伝わせて下さい！

　そのとき、シェリルも手を挙げた。だがそれは、認められなかった。

　病人たちはシェリルの顔を見知っており、彼らの仲間が捕らえられた原因であることを知っている。その恨うらみがシェリルに向くことを案じたアレクシオンとミスカが、シェリルが彼らの治療に加わることを許さなかったのだ。

　そのかわりミスカが治療を助けることになり、アレクシオンはロビンが調達する医薬品の代金に私財を充あてた。

「盗賊として手配されていた者も混ざっており、そうした者は連行されていきました」

「病人の状態は？」

「手て遅おくれで亡なくなった者が三名。完治した者が六名。まだ治療中の者は───……」

　淡たん々たんと報告するミスカの声を聞きながら、シェリルは『黒爪』という盗賊集団の中にいて、若わか長おさと呼ばれていた青年のことを思い出していた。

　レオという名の彼は、正当なことしか言わないシェリルを皮肉を込めて笑っていた。

　───お前がどれだけ幸せに生きてきたか分かって、むかつくぜ。

　衛兵たちに捕らえられた彼がどうなるのか、シェリルには分からない。

　名の通った盗賊の若長となれば、多くの罪を抱かかえており、罰ばつも重いものになるだろう。それはやむを得ないことだ。けれども、ほんの少し、生きてきた道の途と中ちゆうで別の岐き路ろへ視線を向けてくれていたら、彼の足あし下もとにはいま異なる大地が広がっていたのかもしれない。

「───……いずれにせよ、彼らのことごとくが王族や貴族、富ふ裕ゆう層への不満を根深く抱いだいておりました」

　最初の頃ころはむっつりと口を閉とざしていた病人たちも、ミスカや医師たちが罪人の仲間であるにもかかわらず丁てい寧ねいな治療を施ほどこしてくれるうちに気を許すようになり、そうした不満や愚ぐ痴ちをこぼすようになったのだと言う。

「王宮にいらっしゃる限りは心配ないでしょうが、お気をつけください」

　ミスカの報告を聞き終えたアレクシオンが頷うなずくと、その隣となりに立っていたサリオが両手を頭の後ろに組んで、ため息をつくように言った。

「自分たちの不幸は全部、見上げた先に立っている奴やつらのせいだと考えるんだろうな」

　それを聞いたヴァルトが、眼めを細めてサリオを見る。

「さすが、罪人たちの気持ちまでよく分かりますね」

「嫌いやみが幼いぜ、ヴァルト」

　さらりと返すサリオに、ヴァルトが口を尖とがらせる。

「嫌みじゃないですけど。───でも、アレクシオン様の御ご慈じ悲ひがなければ自分たちの命は危あやうかったんだって、どうして分からないんですかね」

「さあな。いつか分かるかもしれないし、一生気づかず王家を呪のろって終わるかもしれないし。そいつらの人生次し第だいだろうな」

　そう言ったサリオの声が、いつになく真しん摯しな響ひびきを持っていたので、ついシェリルはサリオに目を向けた。その視線に気づいたサリオが返してきた笑みは、いつもの見慣れたものだ。

「……そなたたちには世話をかけるが、引き続き頼たのむ」

　アレクシオンはそう言うと、扉とびらに向かって歩き出した。

　急いで後に続こうとしたシェリルに、ミスカが声を投げる。

「シェリル」

「はい」

　呼びかけられて振り返ったシェリルに、ミスカは言った。

「自分を信じなさい。迷ったときは、お前が感じ取ったすべてをもとに、自分が正しいと思ったものを答えだと思いなさい」

「───はい……！」

　ラリサとエリスに、また近いうちに薬園の世話で村に戻もどると約束してから、ロビンの屋敷を去った、その翌日。

「───では、これより試験を行う」

　ホルガーが妙みような気合いを込めて宣言したのは、王宮の調薬所に一番近い中庭だ。

（───……何これ……っ）

　ホルガーの前に立ったシェリルが緊きん張ちようするのも無理はなかった。

　王宮仕えの医師と調薬師、そして下働きの者たちまで勢せい揃ぞろいしているのはまだ分かる。しかし、周囲には侍じ女じよや高官や衛兵、そして、明らかに貴族と思わしき者たちまでが観客のように立ち並んでいるのだ。

　それだけではない。

　目の前の東あずま屋やには、カテリナ、ラルフシオン、クラウシオンといった王族まで揃そろっている。

「……王宮の人間は、よっぽど暇ひまなんだな。調薬師の試験なんて見てどうするんだ」

　東屋ではなく、シェリルがいる場所からわずかに離はなれたところで見守っているアレクシオンの隣で、ルーカスが呟つぶやく。

「見たいのは試験じゃなくて、シェリルだろう。噂うわさの『天才調薬師』で、アレクの新しい《四誓》、しかもそれが村の娘むすめときてる」

「にしても集まり過ぎだ。ホルガーか、あるいはあっちにいる王子のどっちかが、シェリルとアレクシオンに恥はじをかかそうとして野や次じ馬うまを集めたんじゃないのか」

　サリオが言うと、ヴァルトが眉まゆをはね上げた。

「それって、シェリルが負けると最初から決めつけてるってことですか」

「普ふ通つうはそう思うだろうな」

「無礼な！　仮にもアレクシオン様の《四誓》に対して……！」

「意外だ。お前もシェリルのことをちゃんと心配しているんだな」

　サリオの言葉に、ヴァルトは口を尖らせた。

「シェリルじゃありません。アレクシオン様の心配です」

「はいはい。……だが逆に、人の目があればあからさまな不正は防げるという利点もある。案外、アレクが仕組んだんじゃないのか？」

　サリオが尋たずねたが、アレクシオンは答えなかった。その目はじっと、シェリル一人に向けられている。

　シェリルの前に立ったホルガーは、傍かたわらの机を指さした。

「そこに瓶びんが三つある。それぞれに異なる薬が入っているから、それが何の薬であるかを当て、同じ薬を作るのだ」

　見ると、確かに陶とう器きの器うつわが並んでいる。その隣の机には、材料とおぼしき薬草の入った籠かごが何十と並べられていた。そしてこれは予備なのだろうか。まったく同じ状態の机がもう一組、少し離れたところにも準備されている。

「……毎年行われている試験も、こういうものなのですか」

　東屋から試験の様子を見つめているカテリナが、ラルフシオンに尋ねる。

「いえ。もう少し基き礎その知識を問うものです。ただ今回は、調薬師になりたがっている者ではなく、既すでに調薬師として身を立てている者に対する試験ですから」

　カテリナは優美な眉を寄せた。

「……理り屈くつはそうかもしれませんが、厳しすぎるのではないですか？」

　ラルフシオンは微笑ほほえむ。

「シェリルが本当に『天才調薬師』であれば、何の苦もなく答えられるでしょう」

「───正義面して、よくそんなことが言えるもんだ」

　クラウシオンが顔をしかめる。するとラルフシオンは笑えんだままクラウシオンを見た。

「クラウはどうやらシェリルがお気に入りのようだ」

「ばっ!?　違ちがう、俺はホルガーが気に入らないだけだッ。誰だれがあんな田舎いなか娘！」

　流石さすがにこうしたやりとりまでは、シェリルの耳には届かない。

　ホルガーの説明に頷きながら、大きく息をつく。

（……大だい丈じよう夫ぶ。私は出来る）

　自分に言い聞かせて、課題の薬が置いてある机に一歩踏ふみ出したとき、隣にすっと並んだ影かげがあった。

「？」

　横を見て、驚おどろく。そこにはリディアが立っていたのだ。

「おお、そうだ言い忘れていた」

　ホルガーが手を叩たたく。

「中にはこの試験が難しすぎるのではという声もあるかと思ってな。公平性を期すために、このリディアにも同じ試験を受けて貰もらうことにしたのだ」

「同じ試験？」

　リディアがシェリルの方を向く。

「私は今年の初めに試験を受けて王宮入りしたばかり。『天才調薬師』と肩かたを並べるにはまだまだ力不足ですから、相手としてはご不満でしょうけど」

　とてもそんな風には思っていない、自信に満ちた目がシェリルを眺ながめ下ろす。その目を見返して、シェリルは言った。

「相手も何も、これは競きそいあう試験ではないですよね」

「え？」

　目を見開いたリディアに、シェリルは笑いかける。

「私は正しい答えを見つけるだけです」

　そう言って机に視線を戻したシェリルの横顔を、リディアは唇くちびるを引き結んで睨にらみつけた。










　　　　五




「───はじめ！」

　ホルガーの号令で、シェリルとリディアは同時に最初の瓶のふたを開けた。

　つん、と少し鼻をつくような匂においがたちのぼる。どろりとした茶色の薬だ。

（これは）

　シェリルはほっと小さな息をついた。

　課題の薬の一つ目は、熱さましとしてよく知られている《アラザリ》だった。

　最初の課題に悪意が見られなかったことで、シェリルの気持ちはずいぶん楽になった。

「これの材料は、《ラザン》の茎くきと、《アサ》の根と、それから……」

　何十もある籠をざっと見回しただけで、迷いなく、ひょいひょいと薬草を手にしていくシェリルに、その動きを周囲で凝ぎよう視ししていた調薬師たちが目を瞠みはる。

　ホルガーをはじめ、多くの者は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔だったが、ニクラスだけは満足そうに、うんうんと頷うなずいていた。

　リディアもまた一点の迷いもなく動いていたが、彼女がどんな材料を選んで調合しているかは、シェリルの作業台との間に並ばされている下働きの者に遮さえぎられて見ることは出来ない。

「───出来ました」

　やがて、シェリルよりも少し早く、リディアが薬の完成を告げた。制限時間は設けられているが、まだ時間はたっぷりあったので、シェリルは焦あせることなく作業を続ける。

《シシ》という植物の葉を細かく刻んだものをすりつぶし、《ラザン》の茎の筋だけをとったものと混ぜ合わせて、さらにすりつぶす。すると各おの々おのではただの粉になるだけなのに、混ぜてすりあわせていくと粘ねばりけが出て、色も緑から茶に変わっていく。それに《アサ》の根をちぎったものを浸ひたすと、《アラザリ》という薬が出来上がるのだ。

「出来ました」

　遅おくれてシェリルが完成を告げると、シェリルとリディアの間に立っていた人の壁かべがさっと散って下がる。

　リディアと目が合った。勝ち誇ほこったような目を向けられたが、シェリルは黙だまって解答を読み上げる役のニクラスへと顔を向けた。

「第一の課題。薬の名。リディアの解答は《アラザリ》。シェリルの解答も《アラザリ》」

　おお、と控ひかえめな歓かん声せいが上がる。

「材料。《シシ》、《ラザン》、《アサ》───両名同じ解答で、正解」

　純じゆん粋すいに感動した誰かがパチパチと手を叩いたが、続く者がいなかったため、すぐに消えた。

　シェリルは安あん堵どの息を漏もらしながら、そっとアレクシオンの方を見た。

　サリオとルーカス、そしてヴァルトを従えたアレクシオンは、野次馬たちに溶とけ込むようにしてシェリルを見守っていた。

　アレクシオンと目が合う。

　小さく頷いてくれるのを見て、まだ喉のどの奥に残っていた緊きん張ちようの強こわばりが、するすると解けていった。

（うん。───大丈夫！）

　シェリルは背筋をのばし、しかめ面つらを隠かくそうとしないホルガーの次の合図を待つ。

「───第二の課題。……はじめ！」

　二番目の瓶のふたを開ける。

「……ん？」

　そこに入っていたのは液体だったが、瓶の色が濃こい茶色のため、色がよく分からない。

　戸と惑まどって顔を上げると、ホルガーが蛇へびのような目で笑っている。だが、その隣となりにいたニクラスは、のんびりとした表情で言った。

「ああ、そうだ。薬は瓶びんから出してもよろしい。触さわっても飲んでも構わないから」

「！　ニクラス！」

　睨みつけたホルガーに、ニクラスは笑顔を向ける。

「あれ。もう既にご説明済みでしたか。申し訳ございません」

「何を言っている！　私はそんな決まりは」

「薬の判別には見かけだけでなく、色や香かおり、手て触ざわりなど様々な情報が必要でしょう。あんな色すら分からない状態で見分けることが出来たとしたら、最初からそれが何か分かっている者だけですよ」

「───……っ」

　さりげなく釘くぎを刺さすニクラスを、ホルガーはぎりぎりと睨みつけたが、リディアに不正の疑いをかけられても困ると思ったのだろう。それ以上は何も言わなかった。

（ありがとうございます、ニクラス先生……！）

　感謝の視線を送ると、ニクラスは素知らぬ顔でよそを向いていた。

　味方はいる。

　そう思うだけで、自分はもっと強くなれる。

　シェリルは瓶を手に取った。顔を近づけて、くん、と匂いをかぐ。

　森林の奥に踏み込んだときに、しなりと身にまとわりついてくるような香りだ。

　今度は、調合の際に使う濾ろ過か紙しを小さくちぎり、それを瓶の中の液体に浸した。

　白い紙に染しみこんでのぼってくる液体の色は、薄うすい赤。その染み加減を確かく認にんしてから、シェリルはその表面を人差し指でなぞった。その指と親指をこすりあわせて感かん触しよくを確かめる。

「───うん！」

　シェリルは材料へ目を向けた。

　さっきとは違ちがい、いくつかの籠かごをじっと見つめたあと、そのうちの一つを取り上げる。

　それは《ネカリ》という薬草を乾かん燥そうさせてすり潰したもので、もう一つ同じ薬草を入れた籠があったが、より粒つぶが細かいものをシェリルは選んでいた。

　用意されている器具の中から、濾過器を取り出す。

　錫すずで出来た骨を円えん筒とう形に組んだもので、数カ所に濾過紙を置ける台が挟はさまれている。そこに濾過紙を置いたシェリルは、一番上の台の紙にスプーンですくった《ネカリ》を載のせた。

　再び材料の机へ視線を戻もどすと、今度は《ビゲラ》という植物の実を取り出した。一見、胡桃くるみのような実だ。指で押すと、殻からが固い。

「うーん……」

　使えそうな器具を探すのだが、王宮の調薬所で使われているそれらは、シェリルが普ふ段だん使っているものとは違っていて、用よう途とすら分からないものが半分を占しめた。

「あ。これがいいわ」

　そう呟つぶやいて手にしたのが小こ振ぶりのハンマーだ。

　シェリルがそれを握にぎるのを見て、調薬師や医師たちが目を丸くする。そんな視線をものともせず、シェリルはハンマーを持って大きく振ふりかぶった。

「───えいっ」

　がつん！　と机まで叩たたき割る勢いで振り下ろす。

「えっ!?」

「ぶっ」

　再び立ち並んだ下働きのせいでシェリルの様子が分からなかったリディアが驚おどろいて跳とび上がるのと、ニクラスが噴ふき出したのは同時だった。ホルガーは一いつ瞬しゆん遅おくれてから、険しい顔を作ってシェリルの方へ歩み寄ろうとしたが、ニクラスが手で制した。

「師長。途と中ちゆうで邪じや魔まをなさっては、後で何を言われるか分かりませんよ」

「……くっ」

　腹を抱かかえて、あるいは手のひらで口を押さえて笑いを堪こらえたのはサリオとルーカスだ。

「や……やるなあ、シェリル」

「見ろよ、あの満足そうな顔。可愛かわいすぎるだろ。な、アレク」

　そう言ってアレクシオンを見ると、軽く握った手を口元に置き、俯うつむいている。かすかに肩かたが揺ゆれているのを見ると、こちらもまた笑うのを抑おさえているようだった。

　当事者のシェリルは笑うどころではない。殻を割って終わり、というわけではないのだ。

　割れた殻の中から実を取り出すと、その実をさらに爪つめで割る。そして小さな芯しんのようなものを取り出すと濾過紙の上に置き、スプーンの背を使って潰しながら紙の上に広げた。

　黄色に染まったその濾過紙を、濾過器の一番下の台に載せる。そして準備してあった蒸留水を、上から一いつ滴てき、また一滴とたらしていった。

　ここまで来ると、明らかに調薬師たちのシェリルを見る目つきは変わっている。選ぶ材料はもちろんのこと、調薬の手法も、殻を割る方法は別として、完かん璧ぺきな手順を踏ふんでいるからだ。

　シェリルとリディアから提出された解答を、ニクラスが読み上げる。

「第二の課題。薬の名。リディアの解答は《ヒラネル》。シェリルの解答も《ヒラネル》」

　おおっ、と、第一の課題のときより大きな歓声が上がる。野や次じ馬うまたちも、どうやらこの試験を楽しみだしたようだ。

「材料。《ネカリ》、《ビゲラ》、そして蒸留水。───両名同じ解答で、正解」

　今度は周囲の人々の半分くらいが手を叩く。その中には王おう妃ひの姿も混ざっていた。

「この調子なら、最後の課題もきっと楽勝ですね。調薬師たちも、シェリルの力を認め始めたように見えますし」

　あまりシェリルの肩を持とうとしないヴァルトが、珍めずらしく嬉うれしそうに言ったが、サリオは眉まゆをひそめた。

「どうかな」

「え？　どういう意味ですか？」

「ああいう奴やつは、自分の望みを叶かなえるためには手段を選ばないってことさ」

　ルーカスが厳しい顔つきで言う。

　アレクシオンはただ、黙だまってシェリルを見つめていた。

「───では、最後の課題」

　憮ぶ然ぜんとした顔で前に進み出たホルガーが手を挙げる。

「……はじめ！」

　シェリルは大きく息を吸った。

（これで最後）

　自分の中で小さく気合いを入れ直してから瓶のふたを取る。

「───……え……？」

　開けたまま、シェリルの動きが止まった。

　そのまましばらく動かないシェリルに、野次馬たちがざわめき出す。

「どうしたんだ？　シェリルは」

「分からない薬が出たのか？」

　サリオとルーカスが心配して首をのばし、ヴァルトは背せ伸のびして様子をうかがう。

　アレクシオンもひそりと眉を寄せた。

（……これ……）

　シェリルの頰ほおが強こわばったのも無理はなかった。瓶の中には、黒っぽい色の丸薬が一ひと粒つぶ転がっているだけだったからだ。

　顔を上げてホルガーを見ると、彼はにやりと笑った。

　その様子を見ていたニクラスが、大おお股またでシェリルの机に近づく。ホルガーが止める前に、薬の入った瓶を覗のぞき込んだ。

「!?　これは───」

「おお、そうだ言い忘れていた」

　ホルガーがわざとらしく手を打つ。

「最後の課題は、少し特とく殊しゆなものにしてみたのだ。なに、せっかく『天才調薬師』が我らにその腕うで前まえを披ひ露ろうしてくれるのだから、簡単な課題ばかりでは逆に失礼かと思ってな」

「……あなたは……っ」

　ニクラスの形相が変わる。

　飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きをばっさりと払はらい落とし、怒いかりを滲にじませた目をホルガーに向けた。

「それでは試験にはならない。彼女の腕前が見たいというなら、そもそも試験など最初から必要としないではありませんか！」

「試験は必要だ。私が言いたいのは、王宮に仕える調薬師並みの知識と技わざを持っているところを見せてくれればそれで良いということだ」

「……詭き弁べんだ！」

　二人の会話を目の前で聞いていたシェリルは、ミスカが言っていたことを思いだした。

　───相手はお前を潰つぶそうとしているの。試験に受かったからそれで終わり、という戦いじゃないのよ。

（先生がおっしゃっていたとおりだわ）

　きゅっと唇くちびるを嚙かむ。

　丸薬というのは外見に殆ほとんど違いがない。微び妙みような色や匂においの差に気づかなければいけないが、小さな粒ひとつではそれも難しい。ホルガーがそれを狙ねらっているのは明らかだ。

　けれど、だからといって引き下がるわけにはいかない。それに、たった一粒ではあるが、わずかな特とく徴ちようを拾い上げることが出来れば、薬の名も分かる筈はずだ。それだけの知識をシェリルはミスカから教わっている。

（そうよ。弱気になることなんてない）

　気を取り直して丸薬に手をのばしたときだ。

「───あれは王宮内で作り出された薬の一つで、門外不出の秘薬だろう。シェリルは存在はおろか、名前すら知らない！」

（え）

　ニクラスが低く叫さけんだ言葉に、シェリルの背筋がぴり、と凍こおりつく。

（私の知らない薬……？）

　周囲もニクラスの言葉に騒そう然ぜんとなる。

　大人げないという声が殆どだが、その一つ一つの声は小さい。発言の主が自分だとホルガーにばれたとき、薬を分けて貰もらえないことを恐おそれたのだろうか。だが、そんな恐れを抱いだく必要のない者は別だ。

「……なんだ、それは！」

　クラウシオンが椅い子すを蹴け飛とばす勢いで立ち上がった。

「こんな試験は無効だ、馬ば鹿か馬鹿しいッ」

「座れ、クラウ」

　そう言ってのばされたラルフシオンの手を払い落とす。

「俺に命令するな！　だいたい、お前はあんな卑ひ怯きような真似まねを認めるのかよ。本ほん性しようが同類だと認めているようなものだな」

「言葉が過ぎますよ、クラウシオン」

　カテリナがたしなめると、クラウシオンはさすがに抗あらがえず、悔くやしそうな顔で横を向く。

「ですが、私もクラウシオンと同意見です。これは公平な試験とは言えません」

　そう言って立ち上がろうとしたカテリナを、ラルフシオンが止める。

「私もこれはどうかと思いますが……もう少し、様子を見てみませんか」

「……何故なぜです」

「シェリルと、そして彼がどうするか見てみたいのです」

　そう言って、正反対の場所にいるアレクシオンを目線で示す。

「シェリルはアレクの《四誓》です。《四誓》は主君を守り、主君もまた《四誓》を守る。この状じよう況きようをシェリルとアレクがどう切り抜ぬけるか。興味はありませんか」

　悪あく趣しゆ味みだ、とクラウシオンが呟つぶやくが、否定はしなかった。

　カテリナは何かを言いかけたが、結局は口を閉とざした。ただ案じるような瞳ひとみをシェリルとアレクシオンへと向ける。

「───何か揉もめているみたいですね」

　懸けん命めいに背伸びをしているヴァルトが、ホルガーとニクラスを見て言う。

「……汚きたない手を使いやがる」

「王宮の秘薬なら、シェリルが分かる筈ない」

　サリオとルーカスが苛いら々いらと言うのを聞いて、ヴァルトは目を丸くした。

「なんでそんなことが分かるんですか！」

「唇の動きを見ていりゃ分かるさ」

「……そうなんだ」

「尊敬の念はあとでじっくり受けてやる。───どうする、アレク？」

　アレクシオンはまだ無言だ。

　丸薬を見つめたまま動かないシェリルを、ひたりと見み据すえている。

　衝しよう撃げきで固まったように見えるシェリルに、ホルガーが機き嫌げんよく言った。

「確かに名前は分からぬだろう。だが天才であれば、どんな調合がされているのか分かるのではないか？　我々の知らない薬を持つくらいだ。同じ薬を作り出すことも出来るかもしれぬ」

　それが出来たら合格だ、と笑いを含ふくんだ声で言う。

「本当ですか」

「ん？」

　シェリルは顔を上げて、漆しつ黒こくの瞳でホルガーを正面から見つめた。

「同じ薬を作れたら、合格としていただけますか」

　ホルガーは笑おうとして、それを引っ込めた。

　まっすぐ射るような瞳に魅み入いられたかのように、シェリルから目を離はなすことが出来ないまま、ぎこちない動きで後あと退ずさる。

「……それは……当然だ」

　呻うめくように言ったホルガーに、シェリルは頷うなずく。

「ありがとうございます」

　シェリルはホルガーから視線を丸薬へ戻もどした。ふらり、と糸が切れたようにホルガーが足あし下もとを崩くずしそうになったのは見ていない。

　瓶びんの中から、たった一粒の丸薬を取り出す。

　小指の爪つめほどの大きさで焦こげ茶色の薬は、丸薬としてはありふれた形状だ。

　鼻を近づけるが、驚おどろくほど匂いが薄うすい。目を閉じて、鼻び孔こうを掠かすめた、あるかないかの匂いに神経を集中させる。

（分かった）

　目を開けた。だが、それは材料の一つが分かったに過ぎない。

　シェリルは丸薬を紙の上に載のせ、その上からもう一枚、別の紙を載せた。さきほど使ったハンマーを手に取ると、勢いをつけて叩たたくのではなく、押さえつけるようにして丸薬を潰す。

　そうして粉々にした丸薬を、シェリルは摘つまんだ。

　じっと見つめながら、ミスカの言葉を思い起こす。

　───自分を信じなさい。

（先生）

　───迷ったときは、お前が感じ取ったすべてをもとに、自分が正しいと思ったものを答えだと思いなさい。

「……はい、先生」

　シェリルは呟くと、指先についた薬の粉を、ぺろ、と舐なめた。

「───!?」

　驚いたのは調薬師や医師たちだ。

　調薬の場では、調合具合をみるために薬を舐めるということもある。だが、それは薬の正体が分かっているから出来ることだ。

　目の前の薬が何であるか分からない状態で、それを口にする者などいる筈がない。毒なのかもしれないし、薬であったとしても、シェリルが王宮の庭園で見つけた《カズラ》のように、一部の者にとっては毒と同じ影えい響きようを与あたえてしまう場合だってあるのだ。

　勿もち論ろん、こうした試験の場で、毒を課題に出すことは考えにくい。しかし、明らかに嫌いやがらせを受けているさなか、出された薬を疑いもなく舐めるとは。

　皆みなが凝ぎよう視しする中、シェリルは薬を摘んだほうとは別の手で、鼻と口を覆おおった。

　目を閉じて、舌の上に載った薬の味を、記き憶おくの奥から引き出して確かめていく。

　かすかな苦み。甘さ。舌に触ふれる感かん触しよく。

　そして、唾だ液えきに混じって喉のどを通るとき、わずかに鼻へ抜けていく匂い。

（───これ……！）

　ぱっと目を開いたシェリルは、すぐさま材料の置かれている机へ目を向けた。

「……分かったのか？　あれで？」

　シェリルを擁よう護ごしていたニクラスでさえ、声と目に疑ぎ問もん符ふが混じる。だが、迷いなくのばされたシェリルの手が、一つ、また一つと籠かごを選んでいくと、それが驚きよう愕がくの表情へと変わっていった。他ほかの調薬師も同様だが、リディアとの間に壁かべとして立っている下働きの者たちも、シェリルのほうへ身体からだを向けて、その動きを息をつめて見つめている。

「……《リモン》を七割、《ロア》を一割……」

　ぶつぶつと呟きながら、シェリルは材料を選んでいく。

　そうしながら、実はシェリルもまた内心驚いていた。

（この薬、知ってる……！）

　王宮内で作られた秘薬だとニクラスは言い、ホルガーも認めていた。門外不出と言うくらいだから、シェリルが知る筈はずはないのだ。

　だがシェリルが五感のすべてで確かめた薬は、ミスカから教わった数々の薬のうちの一つと記憶がぴったり一いつ致ちした。

　ミスカが元は王宮に仕えていたとは知らないシェリルは、それを偶ぐう然ぜんだと思った。

　様々な薬草を調合して、より効能の高い薬を作り出すことは、調薬師の夢であり使命でもある。別々の場所で研究をした者が、同じ答えに行き着いたのだとしたら、こうした偶然もあり得るだろう。

（さすがミスカ先生）

　驚きを上回る敬意と、何より安あん堵どで胸を熱くしながら、シェリルは手早く材料を揃そろえて薬を作ろうとした。

（───……あれ？）

　それまで軽快だったシェリルの動きが止まる。

　既すでに何回も見た材料の籠を、もう一度ゆっくり見直す。

（ない……？）

　息を吸い込んだ喉の奥に、ひゅっと冷たい風が落ちる。

　ミスカから教わった薬の材料の、最後の一つがないのだ。

　記き憶おく違ちがいとは思わなかった。ミスカから教わった薬はすべて頭の中にある。それが随ずい分ぶん前に教わったものだとしても、シェリルには間違えない自信があった。

（……どういうこと？）

　わざと材料を足りなくしてあるのかとも思った。だが、材料の全すべてが見える位置にいるニクラスが心配そうな目でシェリルを見ていることを考えると、そうではないと思う。

　思っている薬とは違うのだろうか。

　重い不安が、どろりと胃の辺りで渦うず巻まく。

（ここで終わり？　……私は、王宮の調薬師にはなれないの……？）

　そうなったら、調薬のことを多く学べる機会を失うだけではない。たいした知識もない調薬師を《四誓》に選んだのだと、アレクシオンが笑われることになる。

　それは絶対に、嫌だ。

（───どうしよう。……どうする？）

　両手を握にぎりしめて考える。

　この事態を打破するために、何をすればいい。

　何が出来る。

　何を、信じればいい。

　───その結果がどうであれ、私の調薬師はシェリルと認めて頂きます。

　アレクシオンの声が、シェリルの耳に突とつ然ぜん甦よみがえる。

　振ふり向くと、試験が始まったときと変わらぬ場所で、アレクシオンがこちらを見つめていた。その蒼あおい瞳ひとみに不安の色はない。揺ゆるぎない強い光が、言葉はなくともシェリルに勇気を与えてくれる。

　シェリルはホルガーとニクラスに向き直った。

「薬草が足りません」

「───何？」

　ホルガーは目を剝むき、次いで嘲あざけるように笑った。

「そんなことはない。材料はすべて揃っている。現にほれ、リディアは着々と薬を作っているではないか」

　人の壁のせいでシェリルのところからリディアの様子は見えないが、壁がなければ、勝利を確信してほくそ笑えむリディアを見ることが出来ただろう。

　だがシェリルはホルガーの言葉にも動どう揺ようはしなかった。

「同じ薬を作るには、足りないのです」

　ホルガーは胸を張って笑う。

「作れないなら不合格だ」

「いいえ、作ります」

「何？」

　シェリルはニクラスの方へ向き直った。

「足りない薬草を他から採ってきてもよろしいでしょうか」

「……何が足りないと思うんだ？」

「《パルサ》です」

「───」

　最初は怪け訝げんな顔をしていたニクラスだが、シェリルの答えに目を見開く。

「……それがあれば同じ薬が作れると？」

「はい」

　ニクラスはシェリルを見た。

「───分かった」

「ニクラス副長！」

　咎とがめるホルガーに、ニクラスは振り返った。

「良いではありませんか。二番目の課題までは正しい解答を出しているんです。悔くいが残らないよう最後まで挑ちよう戦せんさせてやるのが、調薬師長の器うつわを示すというものですよ」

　にこにこと笑いながら言うニクラスを胡う散さん臭くさげに見たものの、どうせ結果は出ていると思ったのだろう。ホルガーは大おお袈げ裟さな咳せき払ばらいを一つすると、シェリルの方を向いた。

「良かろう。だが時間はあまりないぞ」

「！　ありがとうございます！」

　シェリルは深く頭を下げた。

　そしてその場を駆かけ出そうとしたが、思い出したようにホルガーが呼び止める。

「もう一つ。薬園はいま閉めてある」

「えっ!?」

「調薬師と医師、下働きの者も全員この場に来ているのだ。扉とびらを開けておく必要はあるまい」

「鍵かぎは……」

「さて、誰だれが持っていたかな」

　とぼけた顔でうそぶくホルガーの腕うでを、ニクラスが摑つかむ。

「あなたはどこまで……！」

「無礼だぞ、ニクラス！　手を離はなさぬか！」

　怒ど鳴なられたニクラスが悔くやしげに手を引く。ホルガーはわざとらしく腕をさすりながら、醜みにくい笑みで口元を歪ゆがませた。

「シェリルはむしろ私に感謝すべきだろう。わざわざ薬園まで行って無む駄だ足あしを踏ふんだとなれば、どうやっても時間が足りないからな」

　そんな言葉はもうシェリルの耳には入ってこない。

　いま必要なのは、たったひとつ。《パルサ》という薬草だけだ。

（代わりの薬草を……ううん、それでは駄だ目め。効能は一いつ緒しよでも意味がないわ。同じ薬を作ることが課題なんだもの）

　シェリルが立ち尽つくしたときだ。

　さら、と風が吹ふき、シェリルの髪かみを揺らした。

　その風に乗って、かすかに甘い花の香かおりが届く。

（……アベリアの花……）

　無意識に、その香りのもととなっている白い花へと視線が行く。

　王宮の庭は常に色とりどりの花を必要とするためか、長い期間咲さき続けるこの花が、あちこちに植えられていた。決して主役になる花ではないが、小さく可か憐れんな花は庭を優やさしい雰ふん囲い気きに包んでくれている。

（庭の花……《パルサ》……）

　ぼんやりと白い花を見つめていたシェリルだが、はっと気づいて顔を上げた。

「───庭園……」

「む？」

　シェリルは身を乗り出して言った。

「王宮の庭園を探してきても良いですかッ」

「何!?」

「薬園は閉まっているのでしょう？　他ほかにたくさん植物があるのは、王宮の庭園しか……」

「それは無理だ、シェリル」

　ニクラスが声を落とす。

「我々調薬師にはそこまでの───」

　言いかけて、あ、と呟つぶやく。

「そうか。シェリルは《四誓》で王族と同等の扱あつかいを受けるのだから、庭園にも行けるな」

「ま、待て、ニクラス。そんなことを勝手に」

　そのやりとりを聞いていたクラウシオンが、出番とばかりに立ち上がるよりも早く。

　シェリルの横に、ふっと人ひと影かげが立った。

「───俺がシェリルを連れていこう」

　静かな声に、シェリルが驚おどろいて見上げる。そこにはアレクシオンの整った横顔があった。

「シオン……!?」

　アレクシオンだけではない。いつのまにそばまで来ていたのか、サリオ、ルーカス、そしてヴァルトもその後ろに控ひかえており、ルーカスはシェリルに片目を瞑つぶってみせた。

「……アレクシオン殿でん下か……!?」

　ニクラスが驚きの声を上げる。ホルガーに至っては声も出ていないが、アレクシオンは落ち着いた様子を崩くずさない。

「《四誓》の望みを主あるじが叶かなえることに、そなたの許しがいるのか」

　どこまでも静かなアレクシオンの声と眼まな差ざし、そしておそらく至近距きよ離りで真正面から見るのは初めてであろう彼のきわめて秀しゆう麗れいな顔はホルガーを圧あつ倒とうし、思考能力を奪うばわれた子供のようにホルガーは動けなくなった。

「勿もち論ろん、そのようなことは不要でございます、殿下」

　すばやく膝ひざをついたニクラスが頭を下げながら言う。

「残り時間は、わずか一刻。───お急ぎになるのがよろしいかと」

「分かった」

　アレクシオンは頷うなずくと、シェリルの腕を摑んだ。

「シ、シオン？」

「行こう」

　そう言うとアレクシオンはシェリルの腕を摑んだまま走り出す。サリオ、ルーカス、ヴァルトも東あずま屋やの王おう妃ひたちに一礼すると、すぐに後に続いた。

　あっという間に姿を消したシェリルたちに、その場にいる者すべてがぽかん、とする。

　出鼻をくじかれたクラウシオンは、我に返ると地面を蹴けりつけ、どかりと椅い子すに腰こし掛かけた。

　まだシェリルたちが駆けていった方を見ているカテリナに、ラルフシオンが声をかける。

「……驚きましたね。あのアレクが、あんな行動に出るとは」

「───本当に」

　振ふり向かずに頷いたカテリナの表情を探さぐるようにラルフは目を細めたが、すぐにその視線をホルガーへと向ける。

「……無様だな」

　呟きはさすがに声に乗せなかったが、瞳ひとみには一いつ瞬しゆんだけ氷の針のような光が過よぎった。

　その冷ややかな視線を感じ取ったからではないだろうが、自失したような状態だったホルガーは急に瞬またたくと、取り繕つくろうように肩かたを上げて胸を張る。

「ま、まあ、これであの娘むすめの失格は決まったな。リディアの薬はもうすぐ出来上がる」

「……いや、まだ分かりませんよ」

　膝についた土を払はらって立ち上がったニクラスが言う。

「答えは出ているだろうが」

「どうですかね。薬だって最後の最後で調合を失敗することもありますし」

　リディアの腕を疑うのかと怒おこり出すホルガーを無視して、ニクラスは近くにいた別の調薬師を呼び寄せた。そして彼の耳にいくつか囁ささやき、頷いた彼がどこかへ駆け出していくのを見送ってから、それとは真逆の方向であるシェリルたちが消えた本宮きゆう殿でんへと目を向ける。

「───あとは《パルサ》を見つけるだけだが……」

　同じ言葉を同じときにサリオが叫さけんでいた。

「───あとは《パルサ》とやらを見つけるだけなんだな!?」

　王宮の廊ろう下かを駆け抜ぬけるシェリルたちを、びっくりした顔で侍じ女じよや高官たちが見送る。アレクシオンの姿を見つけて慌あわてて頭を下げる者もいるが、そのときには姿が見えなくなっているくらい、彼らの足は速い。

「どうでもいいが、シェリルの足も速いな」

　感心したようにサリオが言うと、ルーカスも頷いた。

「乗馬の腕も確かだし、女性にしては珍めずらしい」

「……それは、おじいちゃんが……」

　言いかけたとき、前方に見覚えのある庭園が見えてきた。

「うわ、広いな」

　ルーカスが呟く。

「シェリル、俺たちも手伝う。その薬草の特とく徴ちようを教えてくれ」

「ありがとう！」

　シェリルは感謝に声を震ふるわせながらも、庭園へと真っ先に踏み入っていった。

「地面に這はうような形で生えるので、大おお振ぶりの花の下を探して下さい。日ひ陰かげを好むんです」

「へえ、珍しいな」

「葉の大きさはこのくらいで」

　親指と人差し指で長さを示す。

「ギザギザとした───」

　きょろきょろ、と周囲を見回すと、少し離れた場所まで飛んでいき、すぐに戻もどる。その手には数枚の葉があった。

「形はこれに似ています。この尖とがったところは、もう少し細いわ。あと、葉脈───この筋の部分が赤くて、こすると白い汁しるが出るの」

「分かった」

　俺はあっち、じゃあ俺はこっち、と、サリオとルーカスが別々の場所へと走っていく。ヴァルトも「何で僕が」とぶつぶつ言いながらも、彼らとは別の場所へと足を向けた。

　泣きたいくらい嬉うれしい気分を必死に抑おさえ、シェリルはいま自分がやるべきことをと、花か壇だんの前に膝をついた。

　草をかき分けて、奥を覗のぞく。わずかしか光が届かない地面に生えていたのは芝しばの一種で、求めているものとは全然違ちがった。落らく胆たんする暇ひまはないので、すぐに別の場所へ頭ごと突つっ込む。枝が髪かみに引っかかるのも気にしている余よ裕ゆうはない。

「あっ。───違った……」

　奥へ手を伸のばして生えている草を取ってみたが、同種ではあるが別のものだった。

「もう少し別のところ───……」

　そう思って立ち上がり、ふと視線を動かした先を見て、飛び上がりそうになる。

「シ、シオン!?」

　庭園に連れてきてくれた直後から姿が見えないと思っていたら、アレクシオンもまた、シェリルたちと同じように薬草を探していた。

　普ふ段だん着ぎとはいえ高価な布で仕立てられた服やブーツが土で汚よごれるのも構わず、地面に膝をつき、邪じや魔まになる草を腕うでで押し上げている。

　そんな格好をしていてもどこか優ゆう雅がで、絵になる。

（───って、見とれている場合じゃないっ）

　シェリルはぶんぶんと顔を横に振った。

「シオン、何をしているの!?」

　慌てて駆かけ寄って隣となりで膝をつく。顔を上げたアレクシオンは、不思議そうな目でシェリルを見た。

「《パルサ》を探すのだろう？」

「そうだけど！　でも、シオンまでそんな」

「何故なぜ」

「王子殿下にそんなことさせられません！」

　思わず敬語で叫び、地面についていたアレクシオンの片方の手を持ち上げようとしたシェリルに、アレクシオンはすいと身体からだの向きを変えた。

「何を言っている？」

　声の調子が変わったことに気づき、シェリルはびくん、と震えた。

　顔を上げると、アレクシオンが正面からシェリルを見下ろしていた。

　一瞬で捕とらえられてしまう瞳に心を持って行かれる前に、そこに小さな怒いかりがあるのを見つけてしまい、シェリルは心臓が冷たくなるのを感じた。

　アレクシオンもまた、シェリルの表情から怯おびえを感じ取ったのだろう。

　少し目を見開いたあと、ふ、と小さく息を吐はいた。

　そのあとでもう一度シェリルを見下ろしたときにはもう怒りの影かげは消えていたが、表情に柔やわらかさはない。

「シェリル」

「……はい」

　小さく答えたシェリルに、アレクシオンは少し身を屈かがめるようにして言った。

「《四誓》の誓せい約やくの言葉を覚えているか」

　忘れる筈はずはない。

　───四の星、四の光、すべてを導く一の玉。聖なるイゼリアの源より出いでし流れは、ここに来きたる。我とそなたのもとに。

　───ここに、誓約を交かわす。命尽つきるまで、我らはひとつの道の上にあり。

「それと、俺がそのとき言ったこともだ」

「シオンが……」

「お前を守る、と言った」

「───」

　きゅっと心臓を摑つかまれる。

　その苦しさに俯うつむいたシェリルに、アレクシオンは言う。

「俺は《四誓》とは、一方的な主従関係だと思っていない。対等の信しん頼らいで結ばれるべきものだと思っている」

　庭園に咲さく花々を撫なでていく風よりも優やさしく静かな声が、シェリルの上に降り注ぐ。

「お前だけを跪ひざまずかせたくて、お前を俺の《四誓》にしたわけではない」

　分かっている。

　アレクシオンは、そんなことは望まない人だ。

「シェリル」

　アレクシオンののばした手が、俯いて唇くちびるを引き結んだシェリルの頰ほおにそっと触ふれる。

（───！）

　触れられた場所に熱が灯ともる。それが全身に広がっていくのが止められない。

　小さく震えたシェリルに気づいたのかどうか、アレクシオンはシェリルの頰に触れた手のひらを離はなさないまま言った。

「お前のために地に膝ひざをつくことを、俺が苦にすると思われているなら───信じてもらえるために、俺は何をすればいい」

　囁くような声は、シェリルの胸の奥でじっと息を潜ひそめている想おもいを揺ゆり動かし、切ない痛みとなって身体を包み込む。

　シェリルは俯いたまま、強く瞼まぶたを閉じた。

　そうでもしなければ、泣いてしまいそうだった。

「……ます」

「……ん？」

　小さすぎるシェリルの声を拾えなかったアレクシオンの顔が、少し近づく。

　近づいた体温に、シェリルはまた小さく震えて、声を喉のどから押し出した。

「……信じています。……最初から」

　でなければ、いまこの場にはいない。

「───そうか」

　数拍はく置いて頷うなずいたアレクシオンの手が、そっと離れていく。

　そしてアレクシオンは立ち上がり、再び《パルサ》を求めて別の花壇に目を向けた。

　シェリルもまた立ち上がると、その背に向かって言った。

「───私、絶対に調薬師としてみんなに認められるようになります……！」

　抱かかえてしまったこの、泣きたくなるほどの想いの出口はない。

　けれどもそれを別の形に変えて、せめてこの人の力になれる存在になりたい。

「……あなたの《四誓》としても認められるように……！」

　アレクシオンが、ほんのわずかだが頷いてくれたように見えたのは、願望がそう見せただけかもしれない。けれどもシェリルは、まだこぼれ落ちる前の涙なみだを手の甲こうでぐいと拭ぬぐい、決意を込めた目を花壇に向けた。
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「……泣かせるなあ」

　聞くともなしに聞いてしまったサリオが、小声で呟つぶやく。

「俺だったらそこで抱だきしめるんだが、アレクはしないか」

　離れた場所でルーカスもそう言って微笑ほほえむ。

「……」

　一人、無言で地面を凝ぎよう視ししていたヴァルトだが、ふっと息を吐くと、何かを振ふり切るようにして目の前の草を両手でかき分けた。

　それまで少しためらっていたが、意を決して、生おい茂しげる草の中へ頭を突っ込む。その目の前に、黒い毛をびっしりと全身に生やした虫が蠢うごめいているのを見た。

「うわっ!?」

　悲鳴を上げて、思わずのけぞった拍ひよう子しに後ろへ尻しり餅もちをついてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　近くにいたシェリルが飛んでくる。

「どうした、少年」

「足を滑すべらせたか」

　サリオとルーカスが立ち上がってこちらを見て、アレクシオンも近づいて来た。

「違う！　ここにっ」

「ここに？」

　すぐ隣にシェリルがしゃがみ込む。ヴァルトが指をさした先を覗のぞくシェリルと腕うでが触れあいそうになって、ヴァルトが咄とつ嗟さに腕を引いたときだ。

「───《パルサ》……っ！」

　シェリルの上げた声に、すぐ後ろまで来ていたアレクシオンが「え？」というように目を見開く。

「本当かッ」

　サリオとルーカスも飛んできた。ヴァルトは地面に尻餅をついたまま、きょとんとしている。

　草の中に手をのばしたシェリルは、元の姿勢に戻もどったとき、手に数枚の葉を持っていた。その色や形は、皆みなに教えた《パルサ》そのものだ。

「本当にあった……！」

　シェリルは高こう揚ようした気分を抑おさえきれず、勢いのままヴァルトに抱きついた。

「ありがとう、ヴァルト……っ！」

「───」

　石のようにかたまったヴァルトを余所よそに、シェリルはすぐに立ち上がる。

「シオンもサリオもルーカスも、ありがとう！　これで薬が作れるわ！」

　良かったと喜びを分かち合う時間はない。

「作ってくる！」

　そう言ってシェリルは庭園を飛び出した。

「……本当に足速いな、シェリル」

「何というか、いつでも勢いがあるよな───って、いつまで座り込んでる、少年」

　よいせ、とヴァルトの腕を摑んでルーカスが引き上げる。珍めずらしくなされるがままのヴァルトの耳に口を近づけ、囁ささやく。

「アレクに嫌きらわれないと良いけどな」

「!?」

　真っ青になってヴァルトがアレクシオンを見ると、アレクシオンは既すでにシェリルの後を追うようにすたすたと歩き出していた。

「ア、アレクシオン様、いまのは不ふ可か抗こう力りよくというもので……」

「少年、言い訳は後にして、いまはシェリルを追いかけようぜ」

「グズグズしてると試験の刻限が来ちまう。そのほうがアレクの機き嫌げんを損そこねるかも」

「！」

　ヴァルトは兎うさぎのように跳とび上がり、必死の形相でアレクシオンの背を追いかけた。サリオとルーカスは顔を見合わせて笑ってから、それを追いかける。

　そんな四人よりも早く試験の場に戻ってきたシェリルは、既に薬を仕上げたのか、ホルガーの横に立っているリディアの姿を見つけた。だが、他人を気にしている時間はない。

　準備してあった別の薬草と、ようやく見つけた《パルサ》を使って、課題の薬を作り出す。

　作業は速いほうだが、限られた時間の中だという自覚があるぶん、いつも以上に素す早ばやく手を動かす。その見事な手さばきに、シェリルを敵視していた筈はずの調薬師たちまでが見入った。

「───……出来た……！」

　課題の薬と寸すん分ぶん違たがわぬ丸薬がシェリルの手の上で転がったのは、まさにホルガーが時間切れの宣言をしようと、手を肩かたの高さまで上げたときだった。

　そのときにはアレクシオンたちも庭まで戻ってきていたが、カテリナの招きを拒こばみきれず、同じ東あずま屋やからシェリルの戦いぶりを見守っていた。

「出来ました、ホルガー先生」

　額に汗あせを滲にじませたシェリルが差し出した丸薬に見向きもせず、ホルガーは鼻を鳴らした。

「見るまでもない。結果は不合格だ」

「何故なぜです」

　横からニクラスが言う。

「材料が違ちがう。何を作ったところで課題の薬とは別物なのは、素人しろうとでさえ分かることだろう」

　そうでしょう皆さん、と、集まっている貴族たちの方へ笑えみを向ける。

「果たしてそうでしょうか？」

　ニクラスが言う。

「何？」

　眉み間けんに深いしわを刻んだホルガーに答えず、ニクラスは調薬師の一人を手招いた。彼の持っていた薬くすり瓶びんと古い本を受け取る。その本の表紙を見たホルガーは、さらに眉まゆを強く寄せた。

「シェリル」

「はい」

「この瓶びんに入っているのはね、君に与あたえられた課題の薬《ラフィタス》の見本だ。我々の調薬所と研究室には、こんなふうに全すべての薬の見本が置いてある」

　ニクラスは今度は本を見せた。

「そして、これが王宮の調薬師たちに代々伝わる調薬の本。まあ、教科書だ。材料となる薬の配分だけでなく、それぞれの特性や、混ぜ合わせたときの相あい性しようも記されている」

「───ニクラス副長！」

　我が慢まんしきれずホルガーが声を上げた。

「馬ば鹿か者、何をペラペラと我ら調薬師の重要機密をさらしておる！　その娘むすめは試験に不合格となったんだ！　何も教えてやる必要はない！」

　そう言ってニクラスから本を取り上げようとしてのばされたホルガーの手を、ニクラスはひょいと避よけた。

「不合格はどちらですかな」

「何!?」

　ニクラスは言った。

「リディアの作った薬の材料は、《リモン》、《ロア》、《キュトリ》、そして《テンス》。教科書に記き載さいされたとおりの、見事な解答だ」

　リディアが誇ほこらしげに顎あごを上げる。

「一方シェリルは《リモン》、《ロア》、《キュトリ》、そして───《パルサ》だったね」

「……はい、ニクラス先生」

「うん」

　ニクラスは頷うなずき、手にした古い本を開く。

「これは私が調薬師になりたての頃ころに師からいただいた教科書なんだが、《ラフィタス》の項こうを読んでみよう。材料は、《リモン》、《ロア》、《キュトリ》、そして……《サジ》」

「……！」

　シェリルは全身の血が足あし下もとへ落ちていく音を聞いた気がした。

　だが、ニクラスはまだ口を閉じなかった。

「《サジ》は別名を───《パルサ》とも言う」

「───!?」

　シェリルだけでなく、ホルガーやリディア、いや、その場にいた全ての者が息を吞のんだ。

　ニクラスはホルガーに向き直った。

「師長の記き憶おくはもう薄うすくなってしまわれたかな？　我々がまだ生徒と呼ばれていた頃の調薬師長は、それまで伝わっていた調合を自分流にどんどん変えてしまう方だった。だからそれ以降に作られた教科書と、いま私が持っている教科書では内容が異なる場合があるんですよ」

「……だから、何だ！」

　ホルガーが呻うめくように言う。

「貴様も言ったように、いまの教科書に載のっているのはリディアが作ったとおりの調合だ。正解はリディアであり、この娘ではない！」

「教科書はね」

　ニクラスは薬瓶の方を持ち上げた。

「見本の薬は実際の治ち療りように使われることはないので、昔の調合で作られたものが残っている場合があるんですよ。この《ラフィタス》はどうでしょうかね」

　そう言うとニクラスは瓶を空にかざすようにして、側面に貼はられているラベルの文字を読み上げた。

「製造年月日は───おお、これはまた古いな。私がまだ六歳の頃だ」

「───！」

　つまり、とニクラスはシェリルに笑顔を向ける。

「君に課題として示され、君が味まで確かめた《ラフィタス》の材料は、間ま違ちがいなく君が解答として提出したとおりのものだ」

「……っ！」

　シェリルは両手で口を押さえた。

　そして東屋でこちらを見ているアレクシオンに目を向ける。

　目があったとき、アレクシオンがかすかに笑ったのを見て、涙なみだが溢あふれる。

「ということで、ホルガー師長。シェリルは合格ということでよろしいでしょうか」

　ホルガーはぱくぱくと口を開閉していたが、どうやっても結果は覆くつがえらないと悟さとったようだ。

「…………認める」

　わっ、といっせいに歓かん声せいが上がる。

　その多くは、下働きの者たちから上がった声だった。彼らは嬉うれしそうにシェリルを見て、中には高々と両手を挙げて拍はく手しゆしている者もある。

「……ありがとう、皆みなさん！　ありがとう……！」

　シェリルは泣き顔のまま笑いながら、ともに喜んでくれる人たちに言った。

「これから、色々と教えてください。……よろしくお願いします……！」

　深く頭を下げたシェリルに、またひときわ大きな歓声が庭に広がった。




　　　　六




「───こんなに楽しいのは久しぶりです。まるで娘ができたようで」

　王おう妃ひカテリナの前に座ったステラは、少し頰ほおを紅潮させて両手を合わせた。

「王妃陛下のお許しをいただいた宴うたげは四日後、離り宮きゆうをお借りして開かせていただきますが、シェリルの衣装選びがなかなか決まらなくて」

「念願かない、王宮仕えの調薬師になったシェリルはどうしている？」

「それはもう、毎日楽しそうに出かけていきます。と言っても、まだあまり講義は受けさせてもらえず、薬園で薬草を摘つんでいる時間のほうが長いようですが」

　それすらも嬉うれしそうに話すのでアレクシオンの《四誓》たちが悔くやしがっています、と、ステラもまた楽しげに話す。

「そうか」

　カテリナも微笑ほほえむが、その笑みはどことなく浮うかない。それを察したステラが、心配そうな目を向ける。

「……姫ひめ様？」

　昔の呼び名をつい口にしたステラに、カテリナが苦く笑しようする。

「おやめなさい、それは」

「あ」

　ステラは手を口に当て、申し訳ございません、と頭を下げる。

「ここには二人しかおらぬから良いものの───外では気をつけなさい」

「勿もち論ろんでございます」

　穏おだやかに話しあう二人の間には、国王を挟はさんで対立する王妃と妾しよう妃ひという空気はまったくない。はからずもステラが誤って口にしてしまったように、王女とそれに仕える侍じ女じよという、昔の構図そのままだ。

「……ステラ。アレクシオンは、シェリルをどう思っているのだろうか」

「王妃陛下……？　それは、どういう───」

「特別な感情はないのか、ということです」

「───」

　ステラは一いつ瞬しゆん口ごもった。

「……それは……あの子はあまり感情を表に出しませんし、私はなんとも……」

「噓うそが下手へたね。あいかわらず」

　カテリナが小さく笑う。

「それでもいざというときは、とてつもない噓がつけるけれど───」

「王妃陛下」

　たしなめるような声がステラの口から出る。

「すまぬ」

　苦笑してから、カテリナは憂うれいを滲にじませた眼まな差ざしをステラへ向けた。

「……どうしても気になることがあるのです。これは、そなたにしか頼たのめぬ」

　ステラは居住まいを正した。

「なんなりと。……姫様」

「───シェリルのことだが───……」







　カテリナが声を潜ひそめたときと同じ刻、本宮きゆう殿でんの一室でもシェリルの話題が出ていた。

「……あれからシェリルの評判はすこぶる良いようだな」

　本宮殿内に与あたえられた私室に呼び寄せたホルガーを前に、執しつ務む用の机の上で両手を組んだラルフシオンが、歌うような声で問いかける。

「───それほどでも、ございません」

「そうか？　下働きの者の人気は相当だと聞いている。そなたと同じようにあの娘むすめを敵視していた調薬師にも、あの試験で見せつけられた実力に感服した者が大勢いると聞いたが」

「……」

「まあ良い。そんなことを確かく認にんしたくて呼んだわけではない」

　ラルフシオンは唇くちびるに優ゆう雅がな笑えみを乗せた。

「ところで試験で最後に出た薬───《ラフィタス》とか言ったか。あれは本当に、門外不出の薬だったのか？」

「勿論でございます！　ですから私は、殿でん下かの仰おおせのとおりに───」

「余計なことは言わなくて良い」

　ぞっとするような冷たい声に、ホルガーが凍こおりついたように固まる。

　それを見て、ラルフシオンはまた、にこ、と無む邪じや気きとも呼べる笑みを浮かべた。

「いずれにしろ、シェリルの薬に関する知識は相当なものだと言える。お前がどれだけ悔しがろうと、それは否定できまい」

「……」

「だがな、ホルガー。悔しがっているだけでは何も動かぬぞ」

「……？　殿下、それは……？」

　上うわ目め遣づかいでうかがうように見てくるホルガーに、内心では侮ぶ蔑べつの言葉を浴びせながら、ラルフシオンは言った。

「自分のものにすれば良いのだ」

「───」

「父上を治した薬だけではない。おそらくシェリルは、まだ多くの薬を知っている。それらを上手うまく聞き出して、我が王宮の秘薬に───そなたの手て柄がらにすれば良いのだ」

「なんと……！」

　ラルフシオンは笑んだまま続ける。

「その薬を他国に売れば、国益につながるだけではない。そなたも随ずい一いちの調薬師として、その名を世界に轟とどろかせることが出来るのではないか？」

　ホルガーは一瞬夢を見るような目になったが、すぐに顔をしかめた。

「し、しかし、それは本当の私の能力を認められたわけではなく───」

「いまさら何を言う。そなたが調薬師長の座にいるのは、もっとも能力が高いからか？　そうではあるまい」

　身分と金だろう、と暗に言われたホルガーは、それが真実だけに屈くつ辱じよくで唇を嚙かみしめる。

「このままでは、そなたの座も危あやうくなるのではないか？　なにせ、副長のなんとかという者のほうが調薬師としての腕うで前まえは高いと、私の耳にも入ってくるくらいだからな」

「!?　ラルフシオン殿下、それはっ」

「だからな、ホルガー」

　見る者を恍こう惚こつとさせる笑みと優やさしい声で、ラルフシオンは囁ささやく。

「そなたも賢かしこくなれ。……一人の小こ娘むすめを懐かい柔じゆうさえ出来れば、そなたの名声はほしいままだ」

「───……は……！」

　そうして、すっかり洗脳されてよろよろと出て行ったホルガーと入れ違ちがいに、別の男が室内に入ってきた。

「……使えますかな、あの男」

　冷たい面おも差ざしに、何の感情も浮かべずに言う。

「お前が最初に言ったのだろう、イシュト。あれを上手く使えと」

　イシュトと呼ばれた男は、ホルガーの出て行った扉とびらに目を向けてから、ラルフシオンに視線を戻もどした。

「殿下は上手に使っていらっしゃいます。ですがしょせんはあの程度の小細工しか出来ぬ男。実力以上の役を与えても、舞ぶ台たいから転がり落ちるだけでしょう」

「ははっ。お前も厳しいな」

　楽しげに笑ってからラルフシオンは片かた肘ひじをつき、美しい翡翠ひすい色の目をゆらりと天てん井じように向けた。

「……しかし、惜おしい」

　独り言のように呟つぶやく。イシュトは何も言わず、主君を見つめた。

「いま世界がもっとも恐おそれているのは何か？　疫えき病びようだ。人は病に弱く、病を恐れる。それは貧しく地面を這はいずりまわる庶しよ民みんも、宮きゆう殿でんで宝石に埋うもれている王おう侯こう貴族も同じだ」

　だから各国は優すぐれた医師と調薬師を欲しがる。

　疫病を治す名薬は、武器や兵よりも高く売れる。

「───欲しいな。あの娘」

　貿易だけではない。使いようによっては、優れた調薬師と、その手によって作り出される薬は、大軍以上の力を持つことになるのだ。

「そのことにアレクシオンは気づいていると思うか？　イシュト」

「……」

　問いかけの形をとっているが、答えは求められていない。そのことを主君を良く知るイシュトは心得ており、無言で目を伏ふせただけだ。

　ラルフシオンは立ち上がった。

　中庭に面した窓に近寄り、外を眺ながめる。

「アレクが気づく前に、あの娘を私のものにするか───あるいは消すか、だな」

　楽しげな様子で窓に塡はめられた硝子ガラスを指先でこするラルフシオンの視線の先に、揃そろいの鼠ねずみ色いろの上着を羽織った数名の者が、薬園から調薬所に向かって歩いて行く光景があった。
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　そこにシェリルが混ざっていたのまで、ラルフシオンに見えていたのかは分からない。

　シェリルも、まさかそんな場所から自分たちが見られていることなどつゆ知らず、薬草をいっぱいに盛った籠かごを両手に抱かかえて、弾はずむような足取りで歩いていた。

「……シェリル様は、どうしてそんなにいつも楽しそうなんですか？」

　一いつ緒しよに歩いている下働きの娘むすめの一人が尋たずねる。

「だって、こんなにも良い薬草が採れたのよ。きっと薬も良いものが出来るわ」

「でも本当なら、あたしたちと一緒に薬草なんて採らなくてもいい身分なのに……」

「わざわざあたしたちと同じ制服まで着せて。調薬師の方たちは別の制服の筈はずなのに」

「まったくだよ。身分の高いシェリル様には自分たちと同じ制服を着せるわけにはいかないって与えないくせに、薬草採りのときは上着だけじゃなく帽ぼう子しまで被かぶせるなんて……。ホルガー師長の嫌いやがらせも、いったいどこまで続くんだろう」

　シェリルを庇かばって口々にホルガーの悪口を言う仲間たちに、シェリルは自分の唇を指で押さえて示した。

「人の悪口は心の中を黒くするって、子供の頃ころに母から言われたわ」

「！」

　慌あわてて口を閉とざす仲間を見て、シェリルは笑った。

「私、薬草を触さわっているのは好きだから平気よ。この制服だって、服が汚よごれないためのものでとても助かるし、帽子も外で働くには必ひつ需じゆ品でしょう？　それに、ホルガー先生にも色々お考えがあってのことだと思うの。ニクラス先生は時間を見て色々と教えてくださるし」

「ええ、ニクラス副長はあたしたちにも優しいです」

「絶対に、一日で採りきれない量を指示したりしないし、指示も分かりやすいしね」

　うんうんと頷うなずく彼女たちを見ながら、シェリルはふと、試験の後のことを思い出した。

　助け船を出してくれたニクラスに礼を言ったとき、ニクラスはシェリルに尋ねたのだ。

　───しかし、偶ぐう然ぜんとはいえ《ラフィタス》と同じ薬を作り出すとは……君の師は凄すごいな。名前を聞いても良いかい？

　───ミスカ先生です。

　───ミスカ……？

　ニクラスは記き憶おくを辿たどるような目をした。そして、すぐに目を見開いた。

　───ミスカ!?

　───えっ。ご存じなんですか？　ミスカ先生を。

　───あ、……いや。そうか、ミスカ。ミスカね。

　そう言って繰くり返すニクラスの顔が、にやにやと面おも白しろそうに笑う。

　───なんだかミスカ先生をご存じのような……。

　───んー？　そんなことはないんだけどね。だって会う機会がないだろう？

　───……そうですよね。

　納なつ得とくしたシェリルを見たニクラスは、悪戯いたずらを思いついた少年のような目をして言った。

　───うん、そうだ。私の初はつ恋こいの人と同じ名前なんだよ。

　───うわあ、そうなんですか。

　そんな会話を交かわしながら、とても楽しげな表情を見せるニクラスに、いつか自じ慢まんの師と直接引き合わせたいなどと考えていたことも思い出す。

　まるでその心を読んだかのように、一人がシェリルに尋ねた。

「シェリル様の先生も、きっと分かりやすく教えて下さる方なんでしょうね」

「それに、王宮仕えの調薬師と同じくらいの知識をお持ちなんでしょう？」

　頷き返したシェリルに、一人がぽつりと言う。

「……そんな先生が自分にも教えてくれたらなあ……」

　シェリルは尋ねた。

「薬草のこと、もっと知りたいの？」

　するとその娘は大おお慌あわてで首を横に振ふった。

「すみません、いまのは忘れてください！」

「でも、教えてもらいたいって」

「いえ！　……何の知識もなくて、言われたとおりに草を摘つむことしか出来ないのに、そんな大それたこと」

　シェリルの頭に、以前ホルガーが言っていたことが甦よみがえった。

　───あれはただの下働きだ。知識もない。身分もない。言われたまま手足を動かすだけで、薬のことなど何も分かっておらん。

　そのとき喉のどの奥につまった気持ち悪さの原因を、シェリルは分かっていた。それを吐はき出す勇気のない自分が嫌で、余計に苦い思いを抱いだいたけれども。

（……そうか！）

　ふいに立ち上ってきた思いつきに、シェリルは足を止めて振り向いた。

　驚おどろいて同じように立ち止まる仲間たちに言う。

「ね、私じゃ駄だ目め？」

「は？」

　目を丸くする娘たちに、シェリルは勢いよく言った。

「私がみんなに薬草のことを教えるというのは駄目かなあ？」

「───えっ!?　あたしたちに!?」

　身分はともかく、知識がないというのは、与あたえないからだ。

　言われたまま手足を動かすだけとホルガーは言ったが、それにだって必ず頭は使う。実際、一緒に薬草を摘みながら、彼女たちは色々教えてくれるのだ。

　───この草は、少し土を掘ほって根っこの真ん中あたりを摑つかむと引き抜ぬきやすいです。

　───一年中採れるけど、どうしてか春先だけは茎くきに白い筋が入るんです。

　知識があれば何故なぜそうなるか分かるけれども、経験でそれに気づき、次に指示を受けたときに活いかそうとする彼女たちを見下すほうがおかしいと思う。

「もちろん私自身もまだ半人前だから、先生になんてなれないけど。私が習ったことを少しずつみんなにも覚えてもらえば、きっと役に立つんじゃないかしら」

「……！」

　シェリルの言葉に、全員の瞳ひとみが輝かがやく。

　そのとき後方から小鳥のさえずりのような笑い声が聞こえてきて、シェリルは振り返った。

　見ると、中庭を抜けるようにして、着き飾かざった娘たちが数人、楽しげに話をしながら近づいて来るところだった。

　どうやら貴族の娘たちらしい。きらきらと光こう沢たくのある布で出来たドレスを身にまとい、結ゆい上げた髪かみに宝石や生花をあしらった飾かざりを揺ゆらして、どんどん近づいて来る。

「……シルヴィエ様だ……！」

　一人が小声で言うと、皆みなはそれまで輝かせていた表情をさっと引き締しめ、廊ろう下かの隅すみへと固まった。シェリルは身分からすれば王族と同等なので、相手がどんな大貴族の娘であってもそうする必要はないのだが、まだ慣れていないシェリルは急いで自分もその隣となりに並んだ。

「えっ。なんでシェリル様までいらっしゃるんです!?」

「そんなこと言ったって、一人で立っていたら目立っちゃうもの」

　小声で言い合っていると、前を通り過ぎようとしていた娘むすめたちのうちの一人がそれを聞きつけたのか、足を止めた。

「───あら珍めずらしい。調薬所で働いている者たちね」

　高めの声が、下げた頭の上から降ってくる。

　足音が消え、他ほかの娘たちも足を止めたのが分かった。

　ねぎらいの言葉でもかけてくれるのだろうかと思ったシェリルは、やはり世間知らずなのだ。

「あいかわらず、土まみれなのねえ。やだ、爪つめの中まで真っ黒」

　ねぎらいどころか、その娘は、さも汚けがらわしいという声を出した。

　下働きの娘たちと貴族の娘たちと、年とし頃ごろはほぼ同じだ。違ちがうのは身分というだけなのに、シェリルの横に並ぶ娘たちは、ひどい言葉にもじっと小さくなって耐たえるしかない。

「ねえ、皆みな様さまご覧になって？　この制服の色は、調薬師にもなれない印なんですってよ。地面を走り回る鼠ねずみと同じ色なんて、誰だれだか分からないけど良く考えたこと」

　そう言って甲かん高だかい声で笑う娘に、追従するように細い笑い声が続く。一人だけ、「およしなさいよ、シルヴィエ」と言った娘がいたが、シルヴィエと呼ばれた娘はそれを無視した。

「本当、貴族の娘に生まれて良かったわ。こんなふうに土に汚よごれて草をちぎり続ける毎日なんて、想像しただけでもぞっとするもの」

　そこまでが限界だった。

　シェリルは勢いよく顔を上げた。

　思いのほか近くにいたシルヴィエが、予想もしなかったその動きに「ぎゃ」と小さく声を上げて後あと退ずさるが、あまりにも驚いたせいか少しよろけてしまった。それを後ろにいた別の娘が急いで支える。

　シェリルはまっすぐシルヴィエを見た。

　くるくると巻いた金きん髪ぱつを高く結い上げて、大きな薔薇ばらの花をかたどった髪かみ飾かざりを根本につけている。その花心にあたる場所に輝いているのは金こん剛ごう石せきだ。真っ白のドレスには胸むな元もとから裾すそまで髪飾りと同じ形の花飾りがたくさんつけてあり、広がるスカートは一人で三人分くらいの場所を取っている。

　顔だちは美しいと言える。性格のきつさがしっかり現れているが、くっきりとした目鼻立ちに見とれる男性は多いだろう。

　だがシェリルには、それらのどれも魅み力りよくには思えなかった。

　驚いたように見返してくるシルヴィエからさっさと視線を外すと、仲間に声をかける。

「調薬所に戻もどりましょう。お仕事はまだたくさん残っているもの」

　そう言って歩き出すと、仲間たちは固まったまま、急いでその後に続こうとした。

「───待ちなさい！」

　シルヴィエが叫さけぶ。

　シェリルが立ち止まって振り返ると、眉まゆと眦まなじりを極限まで吊つり上げたシルヴィエがこちらを睨にらみつけていた。

「なんて無礼なの！　私がわざわざ声をかけてやっているというのに！」

　シェリルは睨みつけてくるシルヴィエから目をそらさず、きちんと彼女の正面に立った。

「まさか声をかけてくださっているとは思いませんでした。こちらから返事の出来る言葉ではありませんでしたし、ご友人の皆様へ尋たずねられているようでしたし」

「な」

「それに、私たちはまだ仕事の途と中ちゆうなんです。王家の方々の命を守る薬を作るという、大切な仕事の」

　それを聞いたシルヴィエが鼻で笑う。

「薬を作るのは調薬師でしょう。別にお前たちが」

「薬草なしで、どうやって薬を作るのですか。薬草を摘むというのは、薬を作る二番目の作業です」

「二番目？」

　シルヴィエを支えていた娘が、そっと後ろから顔を出して尋ねる。

　柔やわらかく波打つ栗くり毛げを肩かたまで垂らしたその娘は、華はなやかなシルヴィエの側では目立たないかもしれないが、柔にゆう和わな顔だちの綺き麗れいな娘だった。

「一番目は何かしら？」

「ちょっとアイネ。あなた何を吞のん気きに聞いているのよッ」

「え。だって気になるもの」

　ねえ、とアイネがシェリルに笑いかける。

　シェリルも笑い返した。

「一番目は薬草を育てること。それも、調薬師として大切な仕事の一つです」

「ああ、そうよねえ。聞けば当たり前のことでも、聞かなければ気づかないものね」

　のんびりと笑うアイネの自分を支えてくれている手を乱暴に振ふりほどき、シルヴィエは背後のアイネに振り返った。

「分かってるの!?　いま私は侮ぶ辱じよくされたのよ!?　貴族の私が、こんな下働きの娘にッ」

「侮辱したようには聞こえなかったけど、これ以上、この方たちのお仕事を邪じや魔まするのは悪いんじゃないかしら」

「邪魔されたのは私たちでしょ！　せっかくこれからお茶会を───」

　そこで何を思ったのかシルヴィエは言葉を切り、シェリルを見た。

「……そうね。私が悪かったわ」

　この言葉に、シェリル以外の全員が目を大きく見開く。

　シルヴィエはシェリルに近づくと、わざとらしいまで丁てい寧ねいな態度でシェリルに微笑ほほえみかけた。

「確かにあなたたちのおかげで、私たちも薬が飲めるのよね。最初に言った言葉どおり、私にあなたをねぎらわせてくれないかしら」

　シェリルは一転したシルヴィエの態度に目をぱちくりしながらも、問い返した。

「ねぎらい、ですか？」

「私たち、いまからそこのお庭でお茶会をすることになっていたのよ。せっかくだから、あなたもいらっしゃいな」

「いえ───」

　さすがにシェリルはたじろいだ。

　アレクシオンの《四誓》として王宮に来てから数日はたっているが、調薬師の試験があったため、まだ王宮でのしきたりや振る舞まいなどを習っていないのだ。

（……ラリサたちと一いつ緒しよにお茶を飲むのとは違うわよね……）

　ラリサの母が焼いてくれるパンケーキを思い出しながら口を閉とざしたシェリルを見て、シルヴィエはしたり顔になった。

「……せっかくのお誘さそいですけど、私はお茶会の経験なんて───」

「あら、良いのよ。そんなこと気になさらず、気楽に楽しめば良いの」

　シルヴィエの目つきはどう見ても、何も知らないシェリルを嘲あざ笑わらう気まんまんに満ちているのだが、シェリルだけがそれに気づかない。下働きの者でさえ気づいているのだが、それを口にする勇気は勿もち論ろんなく、心の中で「断れ！」と叫ぶしかないのだ。

　するとアイネが、仕方がないというように息をついた。そしてシェリルに言う。

「大だい丈じよう夫ぶよ。もし分からないことがあれば、私が教えて差し上げるから」

　シルヴィエが「余計なことを！」という目でアイネを睨みつけるが、アイネは素知らぬ顔でシェリルに笑いかけた。

（うわあ……素す敵てきな方だな）

　なんとなく嬉うれしくなって、気づいたらシェリルは頷うなずき返してしまっていた。

「決まりね」

　シルヴィエが満足そうに顎あごを上げる。

「この先の庭園───私たち貴族だけが入れる『白鳥の庭』と呼ばれる場所はご存じ？」

「ええと───はい」

　アレクシオンたちに案内してもらったときの記き憶おくを辿たどる。確か白鳥をかたどった噴ふん水すいがあり、その周囲にはいくつもの東あずま屋やがあった。そのときは誰もいなかったが、おそらくそこは貴族たちの憩いこいの場になっているのだろう、と見当をつける。

　実際には憩いの場というよりも、何らかの意図があって人々は集まるのだが、シェリルにはそんなことは分からない。

「じゃあ、すぐにいらして？　待っているから」

　そう言うと、アイネたちを引き連れて足早に去っていく。

　啞あ然ぜんとしてそれを見送るシェリルに、仲間たちがわっと集まった。

「どうして了りよう解かいしちゃったんですか!?　あのシルヴィエ様は性格が悪くて有名なんですよ！」

「家いえ柄がらは貴族の中でも一、二を争うんですけど、それを笠かさに着て、言いたい放題で」

「あ、でも、ラルフシオン殿でん下かの前ではすごくおしとやかだって噂うわさ、聞いた？」

「そうそう！　あの方、完全なる《白党》だものね」

　話の核かく心しんがずれていくのと、王宮で働く娘むすめたちの中でも《白党》《赤党》《青党》が根付いていることが分かり、シェリルは思わず笑ってしまう。

「笑いごとじゃないですよ!?　絶対いじめられますって」

「そうかもしれないけど、あのアイネ様という方が助けてくれそうだし」

　すると、他ほかの者たちもそれには大きく頷いた。

「アイネ様はお優しいです」

「家柄はシルヴィエ様よりは下ですが、大貴族には変わりはないんですよ？」

「へえ」

　そこまでは楽しい噂うわさ話ばなしとして聞けていた。

「あたし聞いた。アイネ様、《青党》だって」

「違ちがう違う。そういうのじゃなくて、花はな嫁よめ候補だって噂でしょ」

（──────え）

　ずしり、と。

　シェリルの身体からだの中に、重くて冷たい石が落とされた気がした。

　それはシェリルの真ん中に重く横たわり、そこから冷たい波は紋もんがじわじわと広がっていく。

「……アレクシオン殿下の……？」

　笑えみを唇くちびるに貼はり付けたまま、小さな声で聞き返す。

「えっ。《四誓》でいらっしゃるシェリル様が知らないなら、やっぱり噓うそかも」

「だけどカナンまで追いかけてったって噂なかったっけ」

「あたしも聞いたけど、それ本当だったの？」

　シェリルのことをあくまでもアレクシオンの側近としか教わっていない彼女たちは、シェリルの変化にも気づかず、噂に夢中になる。だがそのうちの一人がはたと気づき、焦あせった顔でシェリルに向き直った。

「いけません、シェリル様。待たせたら、余計にいじめられます」

　その言葉に他の者も焦りだした。

「そうですよ。その籠かご、貸してください。あたしたちが持って行きます」

「制服と帽ぼう子しも脱ぬいでください。下は綺麗な服を着ていらっしゃるから大丈夫ですよ！」

　勇気づけるように言ってくれる面々に、「ありがとう」と答える。

　言われるとおりに薬草の入った籠と脱いだ制服を預け、帽子の中にすっぽりとおさめていた髪かみを軽く振って整えると、シェリルはシルヴィエたちが歩いて行った方へ歩き出した。

（……花嫁候補……か）

　胸の真ん中で、ずくずくと、痛みが重く疼うずく。

　───《四誓》となった女性は、主あるじである王子の伴はん侶りよにはなれない。

　分かっている。

　そんなことはもう、何度も自分で繰くり返した。その上で、アレクシオンの側にいることを選んだのだと、同じ回数繰り返しているのだ。

　いつかはそういう日が来ることは覚かく悟ごしていた。

　王位を継つぐにしろ継がないにしろ、イゼリアの王子であるアレクシオンには様々な縁えん談だんが舞い込むであろうし、その中で国王が一番有意義と認めた相手を、アレクシオンは妻に迎むかえることになるのだ。

（ううん。そうとは限らない）

　心から愛する人が出来たら───アレクシオンなら、利益など考えずに、その女性の手を取るような気がする。

　ずくり。

（……痛……）

　またいっそう重くなった痛みに、ほんの少しだけシェリルは背中を丸めた。だが、その間も歩き続けていたため、気づけば『白鳥の庭』まで来ていた。

　視線を上げると、噴水に一番近い東屋で、シルヴィエたちがお茶を囲んでいるのが見えた。

　シェリルを待つつもりはないらしく、カップからは既すでに湯気が立っている。遠くからでも派手なシルヴィエはよく目立つが、シェリルはその隣となりで微笑ほほえんでいるアイネの方に目がいった。

（───切り替かえなきゃ）

　ふっと短く息を吐はき、背筋をのばす。そして意識した速い歩調で、東屋へ近づいた。

　自分たちのほうへ近づいて来たシェリルを見て、シルヴィエたちは一いつ瞬しゆん「誰だれ？」という顔になった。

　鼠ねずみ色いろの制服の下にシェリルが着ていたのは、紺こん色いろのワンピースだった。

　華きや奢しやなシェリルの身体の線をなぞるように、銀色の飾かざりテープが前後二本ずつまっすぐ縦におりている。そこにシャーリングをきかせているおかげで、ごてごてとしたリボンなどはないけれども、すっきりとしていながら少し豪ごう華かな空気も出している、とても洒落しやれた服だ。

　さっきまでは帽子の下に隠かくれていた鳶とび色いろの長い髪も、艶つややかに風になびいている。

　本当は、シェリルが来るなり汚よごれた制服を理由に罵ののしってやろうと決めていたシルヴィエだが、品の良い、上等な仕立てだと一目で分かる服を着た可か憐れんな娘がシェリルと気づいた瞬間、目と口を丸く開けるしかなかった。

「……あの……？」

　誰も口をきかず、ただシェリルを見つめるだけなので、シェリルは居い心地ごこちが悪くなった。

　やっぱり来てはいけなかったのかと、一礼して庭を出ようとしたときだった。

「───これは珍めずらしい」

　声をかけられて、その場にいた娘たちはいっせいに振ふり返った。

　シェリルも少し遅おくれて振り向くと、思わず目を見開いた。

　宮きゆう殿でんの渡わたり廊ろう下かを歩いてきたのは、ラルフシオン、クラウシオン、そしてアレクシオンだった。アレクシオンの側には当然サリオたちが揃そろっており、クラウシオンの側にもイザークという名の彼の《四誓》が控ひかえていた。ラルフシオンの後ろにもイシュトがいたが、彼がラルフシオンの《四誓》であるという話は聞いていない。

　アレクシオンの姿を見つけたシェリルは、咄とつ嗟さにアイネを見た。

　シルヴィエを筆頭に、貴族の娘たちは、まさかの三王子揃い踏ぶみに色めき立っているが、アイネは大人しく微笑んでいるだけだった。

　無意識に胸むな元もとの襟えりを手で摑つかむ。

　ぎこちなくアイネの微笑みから視線をそらしているうちに、王子たちは東屋に近づいて来た。正確に言えばラルフシオンとクラウシオンが歩いてきて、仕方なくという様子でアレクシオンがそれに続いた。勿もち論ろん、側近たちはその後ろに従っている。

　先刻声をかけたのもそうだが、茶や菓か子しが並ぶテーブルまで来たラルフシオンが真っ先に口を開く。

「珍しい客人を迎えての茶会だね？」

　優やさしい声こわ音ねと笑みを向けられて、娘たちは蕩とろけそうな顔で笑う。もっともそれが顕けん著ちよだったのが、シルヴィエだ。

　その豹ひよう変へんぶりは、凄すさまじい。ふいにシェリルはシルヴィエに腕うでを組まれ、顔を寄せられた。

（は!?）

　驚おどろいて声を出すよりも早く、シルヴィエが微笑みながらラルフシオンに言う。

「ちょうど薬園から戻もどってきたこの方とお会いしましたの。せっかくですからお茶会にお誘さそいしましたのよ。仲良くなりたくて」

（はい!?）

　ぎょっとして見返したシェリルを、シルヴィエは堂々と微笑みながら見つめ返す。

（───……凄すごいわ……）

　もはや何も言う気はなくなったシェリルは、黙だまってそこに立っていることにした。

「それはいい」

　ラルフシオンが笑みを含ふくんだ瞳ひとみをシェリルに向ける。

「面おも白しろそうな話が聞けそうだ。どうだろう、私たちも少しだけ邪じや魔まをさせてもらおうか」

　後半はクラウシオンとアレクシオンに投げかけた言葉だった。

　きゃ、と喜ぶ娘たちを尻しり目めに、クラウシオンがシェリルを見た。一瞬笑ったような気がしたのに、クラウシオンは腕を組んで嫌いやそうな目でシェリルを見下ろした。

「こいつと？」

　本当は良い人だろうと思っていても、この態度はさすがにむっとする。

「───ご迷めい惑わくなら帰ります」

「そこまで言ってない。だが茶会の決まりは分かるのか？　田舎いなかの出じゃ分からんだろう」

　ふふんと馬ば鹿かにしたように笑う。

　そのとおりよッとシェリルが言おうとした、そのとき。

「───……っ」

　喉のどをつまらせたような鈍にぶい音を立てたアイネが、両手で口を押さえた。そしてそのままゆっくりと、後ろへと倒たおれていく。

「!?」

　異変に誰もが固まったが、素す早ばやく動いてアイネの身体を支えた者がいた。

（……シオン……！）

　偶ぐう然ぜん、王子たちの中で、一番アイネの近くにいたのがアレクシオンだったのだ。

　アレクシオンの腕の中に倒れ込んだアイネに、シェリルは一瞬だけ凍こおりついた。しかし、すぐ我に返ると、アレクシオンとアイネに駆かけ寄った。

「アイネ様!?」

　呼びかけて顔を近づけるが、アイネは青ざめた瞼まぶたをきつく閉じたままだ。

　口元を覆おおった両手の指の間からは、吐き出したと思われる茶が伝い落ちているが、そこからわずかだが、甘い香かおりが漂ただよった。

　おそらく茶の中に香りづけの草を浸ひたしてあったのだろう。咄嗟にテーブルの上に置かれた茶器に目を走らせたシェリルだが、そこに置かれてある香り草とは異なる匂においもシェリルは感じとっていた。

「失礼します、アイネ様」

　意識のない相手に断って、首を覆っている襟を少しはだける。すると、細くて真っ白なアイネの首筋の、ちょうど喉のあたりに赤い斑はん点てんが見られた。

「!?　これ……っ」

　シェリルの表情から、アレクシオンは尋じん常じようではないと悟さとったようだ。

「どこかへ運ぶか？」

　鋭するどい声で尋たずねる。

「いえ。───一刻も早く処置しないと危ないです」

　シェリルの言葉に、背後から覗のぞき込んでいた者たちがざわりと揺ゆれる。

「───衛兵を呼べ！　医師もだ！」

　クラウシオンが叫さけぶ。友人たちは悲鳴を上げ、しゃがみ込む者もいた。

「薬はあるのか？」

　ラルフシオンに尋ねられたシェリルは頷うなずいた。見えないようにしているが、いつも首から下げている小さな袋ふくろを襟えり元もとから引き出す。その中から、赤い丸薬を三粒つぶ取り出した。

「それは？」

「これは───毒消しです」

「毒消し……毒!?」

　声を上げたのはシルヴィエだが、王子たちは表情を厳しく引き締しめてシェリルを見た。

「毒を飲んだというのか？」

「たぶん。───白さ湯ゆはありますか？」

　テーブルの上からすぐに見つけ出したルーカスが、カップに注いでシェリルに差し出す。

　短く礼を言ってから、シェリルはアレクシオンに言った。

「薬を飲ませやすい体勢にしていただけますか」

　アレクシオンは頷き、腕の中でぐったりとしているアイネを抱かかえ直すと、その顎あごに手をかけた。以前ランス村でシェリルが教えたことを覚えていたのだ。だがそれよりも、アイネの顎に手をかけて顔を上げさせるという仕草に、シェリルは引きつるような痛みを覚えたが、その一方で手はきちんと動いていた。

　丸薬を挟はさんだ指先をこすりあわせ、その粉をルーカスが差し出してくれた白湯の中へ落としていく。赤い薬は落ちた瞬間に溶とけて広がり、白湯は見る間に真っ赤に染まった。

（まだ間に合う）

　シェリルはアレクシオンに目で合図をしたあと、アイネの口元へ器うつわを近づけた。

「───ちょっと待ちなさいよッ」

　突とつ然ぜん、シルヴィエが叫んで、器を持つシェリルの手を後ろから握にぎって止めた。

「どうして止めるんですか!?」

「当たり前よ！　お前、アイネに何を飲ませようとしているの！」

「だから毒消しだと」

「どうしてお前のような者が毒消しなんて持ち歩いているのよ！」

　シルヴィエはなかば錯さく乱らん状態になりながらも、シェリルへの蔑さげすみは忘れていないようだ。

「そうだわ。アイネに毒を飲ませたの、お前なんでしょう!?」

　いきなり、そんなことまで言い出す。

「そうに決まっているわ。それで毒消しで治して、恩に着せようと言うのでしょう。そうはいかないわよ！」

　何を言っているんだと呆ぼう然ぜんとしかけたが、そんな場合ではないと気づく。

「───勝手に言っていてください」

　そう言い捨ててシェリルがアイネに向き直ると、シルヴィエは駆け寄ってきた衛兵たちに向かって叫んだ。

「この女を捕とらえて！　こいつがアイネに毒を盛ったの！」

　まだ事情を分かっていない衛兵たちが、「は」と言ってシェリルに一歩踏ふみ出そうとする。

「───よせ！」

　アレクシオンとクラウシオンが同時に叫んだ。

　その声に弾はじけ飛ぶように、衛兵たちはその場に膝ひざをついて深く頭を下げた。そしてその礼は王子だけではなくシェリルにも向けられている。どうやらシェリルが誰だれなのか気づいたようだ。

　今度は事情が分からない側に回ったシルヴィエが、もう一度喚わめき立てようとしたとき、その背後に回ったルーカスが「姫ひめ」と耳元で囁ささやいた。

　無礼者、と叫びかけたシルヴィエだが、間近で微笑ほほえむルーカスの優ゆう艶えんな顔を見て固まる。そのシルヴィエにルーカスは微笑んだまま言った。

「アレクシオン殿でん下かの《四誓》を、あなたはまだご存じないようだ」

「《四誓》……？　アレクシオン殿下のって──────あっ……!?」

　天才調薬師。

　あるいは田舎の村娘むすめ。

　そのどちらがシルヴィエの脳のう裏りを過よぎったのかは分からないが、自分が蔑もうと躍やつ起きになっていた相手が誰なのかようやく知ったシルヴィエは青ざめた。いくらシルヴィエが貴族では一、二を争う家いえ柄がらだとしても、王族にはかなわない。そして《四誓》には、その王族と同等の権限が与あたえられているのだ。

　青ざめたシルヴィエはそれ以上何も言えなくなったが、そのシルヴィエにアレクシオンが視線を向けた。

「…………っ!?」

　シルヴィエが初めてアレクシオンを見たとは思えない。

　これまでも宮きゆう殿でんや、どこかの貴族の屋や敷しきで開かれた宴うたげなどで、必ず顔は合わせている筈はずだ。

　しかし、もともと第一王子の妃きさきの座を狙ねらっていたシルヴィエは他ほかの王子たちは眼中になく、特に王位継けい承しようにはもっとも遠いと噂うわさされているアレクシオンについては、近づくことさえ避さけていた。それに視界に入ったとしても何故なぜか第三王子の印象は薄うすく、留学で不在だった期間も、その前とさして変わらぬように思っていた。

　だが、真正面からアレクシオンに見つめられたシルヴィエはその秀しゆう麗れいな面おも差ざしを目まの当たりにし、蜘蛛くもの糸に搦からめ捕とられた蝶ちようのように、身動きひとつ出来なくなった。

「───俺の《四誓》がすることは、すべて俺の責任だ」

　頷くことしか出来ないシルヴィエに、というよりは、この場にいるすべての者に向けてアレクシオンは言った。

「何かあれば、責任は俺にある」

　そう言うとアレクシオンはシェリルの手から器を取り上げ、自らの手でアイネに薬を飲ませた。唇くちびるの端はしからこぼれそうになったので、シェリルは急いでそれを手で押さえた。

　そこにようやく、別の衛兵が医師と調薬師を連れて駆けてきた。

「───シェリル!?」

「ニクラス先生！」

　医師とニクラスは王子たちに気づいて礼を取りかけたが、「不要」とアレクシオンが短く言い、それに従ってニクラスがすぐに動いたので、医師も急いでアイネに駆かけ寄った。

「どうしてこうなった？」

　アレクシオンの腕うでからアイネの身体からだを受け取りながら、ニクラスがシェリルに尋ねる。

「分かりません。でもおそらく、お茶の中に毒の成分が」

「毒!?」

　医師とニクラスが強こわばった顔を見合わせる。

「それで何を飲ませていた？」

「あの。───……《ジリフ》です」

　ニクラスが目を見開いた。

「それは───」

「なんて幸運だ。そんな良い毒消しを持っていたとは」

　医師のほうが安あん堵どしたように言い、敬意を込めた視線をシェリルに送った。そして、それを飲ませたのなら大だい丈じよう夫ぶだろうと、衛兵に指示を出してアイネを別の場所へと運んでいった。

「ニクラス。アイネは助かるのか」

　ラルフシオンが尋ねると、ニクラスは膝をつきなおして頭を下げた。

「はい。シェリル様が与えた《ジリフ》は、多くの毒に効く名薬です。いまのように、毒を飲んだ直後に与えたのであれば、回復は早いでしょう」

「そうか。───流石さすがだな」

　そう言ってラルフシオンはシェリルに微笑んだ。

「調薬師たる者、常に様々な薬を持ち歩いているのだね。───毒消しまで」

「───」

　シェリルは黙だまってラルフシオンに頭を下げた。

「……何故、アイネに毒が盛られなくてはならないんだ？」

　クラウシオンが呟つぶやいた。

「言ってみれば、ただの貴族の娘に過ぎないのに」

「相手を間ま違ちがえたという可能性もある」

　ラルフシオンが小声で言ったのは、シルヴィエたちに配はい慮りよしてのことだろう。

　では、誰と間違えたのか。

　この疑問はその場にいた誰もが抱いだいたのだが、結局アイネの症しよう状じようが軽かったこともあり、曖あい昧まいなまま、多くの者の胸の中から消えていった。




　　　　七




「───……駄だ目めです、駄目！」

　東の宮殿の、西の棟とう。その一室からシェリルの悲鳴が上がったのは、事件から四日たった日の夕刻だった。

　部屋の外で待つアレクシオン、サリオ、ルーカス、そしてヴァルトは、さすがにぎょっとして、閉とざされている扉とびらを見た。

　サリオとルーカスが顔を合わせ、頷うなずいたルーカスが軽く扉を叩たたく。

「───……入ってもよろしいでしょうか……？」

「駄目！」

　二色の声が重なって返ってくる。シェリルと、もう一人はステラだろう。

　肩かたを竦すくめて振ふり返ったルーカスは、アレクシオンを見た。

「ステラ様でも大声出すんだな」

「……」

　アレクシオンも驚おどろいたらしく、やや大きめに目を開いて頷いた。

　そこに、螺ら鈿でんで装そう飾しよくされた箱を両手で捧ささげ持った侍じ女じよが小走りでやってきた。部屋の前で待つアレクシオンたちに気づくと、慌あわてて頭を下げる。

「呼ばれてるのか？」

　サリオが尋たずねると、侍女は頭を下げたまま「はい」と小声で答えた。

「シェリル様に髪かみ飾かざりを───」

　その声が聞こえたらしい。

「早く中に入りなさい」

　イルマのぴしりとした声が中から聞こえた。

「姐ねえさん怒おこらせると怖こわいから、早く入りなよ」

　ルーカスが侍女の耳元で囁く。

「は、はい」

　耳を真っ赤にした侍女が顔を上げたとき、たまたま正面にいたアレクシオンと向き合う形になった。

「───……っ！」

　その瞬しゆん間かん、赤いのは耳だけだったのが、侍女の全身が真っ赤に染まった。

　口も目も開いたまま、その場で動けなくなってしまったようで、棒のように立ち尽つくす。

　本当は、王子であるアレクシオンを正面から見つめるなど、侍女には許されない。宮殿で働く者であればそのくらいわきまえていて、だからこそこの侍女も、ルーカスに言われるまではアレクシオンたちと目が合わないよう、深く頭を下げていたのだ。

「……でも、見ちゃったからなあ」

　ぽりぽりと頭をかいてサリオが言う。

「俺だけを見つめていれば良かったのに」

　わざとらしいため息をついてルーカスが言っていると、その背後で扉が細く開いた。

「……何をやっているのです！」

「うわ、姐さん！」

　慌てて扉の側から跳とび退すさったルーカスを無視してイルマは上半身を外に出すと、腕をのばして立ち尽くしている侍女の腕を摑つかんだ。

「早くなさい！」

　あっという間に侍女が室内に引き入れられ、ばたん、と扉が再び閉ざされる。

「さすが姐さん、鉄てつ壁ぺきの守り。全然中が見えなかった」

　舌打ちをするサリオを、ヴァルトが睨にらみつける。

「あんた、シェリルの着き替がえを覗のぞこうとしたんですかっ」

「まさか。そんなことをしたら殺される」

　誰だれに、とは言わない。

「けど、いまの侍女は不幸だったな」

「いや幸運だろ？」

　彼らはそう言って、廊ろう下かの壁かべに背を預けて立つアレクシオンに目を向けた。

　この宮きゆう殿でんに仕える侍女でも、アレクシオンに会う機会というのは滅めつ多たにない。それでも遠くから目にすることはあるし、運良く廊下で擦すれ違ちがうこともある。アレクシオンはどういうわけか、その類たぐい希まれな容姿を目立たなくする術すべを知っているようだが、さすがに同じ宮殿で暮らす侍女たちは充じゆう分ぶんすぎるほど、彼の輝かがやきがどれほどのものか分かっていた。

　にもかかわらず、あの侍女が硬こう直ちよくしてしまったのも無理はなかった。

　正装なのだ。

　衣装に使われている光こう沢たくのある生き地じは深い青で、紺こんというより黒に近い。

　そこに金の筋が数本だけ細く入っており、綺き麗れいな筋肉のついたアレクシオンの細身の体型を、より引き締しめて見せていた。

　胸むな元もとには、花はな冠かんむりを頭上に戴いただく黄金の鷲わしをかたどった、イゼリア王家の紋もん章しようが揺ゆれる。

　華はなやかな装飾といえばそれくらいで、袖そで口ぐちのボタンや帯留めに使われている青玉も、わざと目立たなくさせているのではないかというくらい深い色だ。しかし動いて角度が変わると、星のようにきらめく。それはアレクシオンの金きん髪ぱつが、光を帯びると輝くのに少し似ていた。

　決して、派手な装束ではない。

　だがそれが、アレクシオンの凄せい絶ぜつともいえる美び貌ぼうを引き立ててしまっているのに、たぶんアレクシオン自身は気づいていない。

「……罪な男だなあ」

　感心するようにアレクシオンを眺ながめているサリオたちにしても、充分罪作りではある。

　正式な場において、《四誓》は主君である王子の王色を取り入れた装束を着用することを決められている。サリオとルーカス、そしてヴァルトは、あざやかな青の生地に黒い生地を差し込むことによって全体が引き締まるようなデザインの、揃そろいの上着を身につけている。

　それぞれ種類は異なるが、女性が見たら間違いなく喜ぶ容姿の持ち主である彼らが、そうして揃いの装束を身につけていると、かなり迫はく力りよくがあった。

　彼らが珍めずらしく正装でいるのは、他ほかでもない。今こ宵よい、ステラが主しゆ催さいする宴うたげが離り宮きゆうで開かれるからだ。

　名目はアレクシオンの帰国と、彼のもとに《四誓》が四人揃ったことをステラが私的に祝う会になっているのだが、本来は国王夫妻が主催で開く宴になる筈はずだったため、お忍しのびという形で王おう妃ひカテリナも出席することになっている。

「お忍びって言ったって、みんな知っているんだろ？」

　貴族って分からねえことするなあ、とサリオが笑う。

「そのせいで、ステラ様はごく親しい人だけに声をかけた筈なのに、大勢押し寄せることになったんだっけ」

　ルーカスがそう言ってヴァルトに目を向けると、ヴァルトは首が落ちそうになるくらい大きく頷いた。小こ柄がらで童顔な彼でも、こうした正装を身につけてじっとしていれば立派な青年に見えるのに、動くと「あ、やっぱりヴァルトだ」というふうになってしまうのは愛あい嬌きようだ。

「理由は何であれ、名のある貴族たちが顔を出しますからね。お願いだから、客人たちの前で本ほん性しようは出さないでくださいよ」

「何だよ、本性って」

「こんなに品のある俺たちに向かって何を言う」

「どの口がそう言うんですか！」

「この口」

　そう言って二人揃って口をヴァルトに近づけると、ヴァルトは「わわわ！」と青ざめて後ろに跳び退った。それを見てひとしきり笑ってから、サリオは扉へと視線を向けた。

「なんて少年をからかっているうちに、姫ひめの準備は出来たかな？」

　わくわくと期待する声で言う。

　その「姫」はというと。

「───……絶対、無理です……」

　シェリルは鏡の後ろに隠かくれながら、半べそ状態でステラとイルマを見上げた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、シェリル。本当に可愛かわいらしいから」

　ステラがそう言っても、シェリルは首をぷるぷると横に振ふる。

「私も保証しましょう。シェリル様、たいそう美しゅうございますよ」

　イルマも言うが、さらにシェリルは強く首を横に振る。

　するとイルマはぴんと眉まゆを引き上げて、シェリルを睨んだ。

「何が気に入らないのです。ステラ様が、ドレスから髪飾りから、何から何まで選んでくださったというのに！」

「だって、私にはそぐわないです！」

　この部屋に入ったとき、シェリルはまず啞あ然ぜんとして立ちすくみ、次に踵きびすを返して部屋を出ようとしたのだ。その背をステラに押されて戻もどったものの、目の前の光景に、シェリルは萎い縮しゆくしてしまった。

　部屋の中には、青色を基調にした、何十着ものドレスが並べられていた。

　その脇わきには宝石をあしらった装そう飾しよく品が、髪かみ、首、腕うでなど、飾かざる部位ごとに分けてまとめられており、照明の光を弾はじいていた。

　そして靴くつだ。

　思わず「それで外に出ても良いんですか」と尋ねたくなるような、繊せん細さいな飾りをあしらった踵かかとの高い靴も、ずらりと並べられていた。

　それらがすべて自分のものだと言われても、シェリルにはピンと来なかったし、そのうちのどれかを身につけてこれから宴に出るのだと言われても、何かの冗じよう談だんにしか思えなかった。

　だから好きなものを選べと言われても立ち尽つくすしかなく、結局はステラとイルマに任せるしかなかった。

　───これが良いんじゃないかしら。

　───ステラ様。こちらはシェリル様の肌はだに映はえるかと。

　着せ替かえ人形のようにあれこれ身体からだに当てられたが、ふだんはあまり目立たない色やデザインの服を好むシェリルだ。華やかなドレスを着ている自分に見慣れていないシェリルは、鏡に映してもドレスだけが浮うき上がっているように思え、自分が道どう化けにしか見えなかった。

（……あの人なら）

　鏡から目をそらしながら思う。

　アイネのような女性なら、どんなに華やかなドレスを着ても清せい楚そに映り、美しく微笑ほほえむのだろう。───アレクシオンの横で。

　シェリルは俯うつむき、両りよう脇わきにたらした手を握にぎりしめた。

　アイネは順調に回復したらしいが、さすがに宴に出ることは両親と医師が止めたらしい。アイネから寄こされた、御お礼れいとお詫わびが丁てい寧ねいに綴つづられた手紙を思い返しながら、シェリルは沈しずんだ声を出した。

「……私なんかにこんな高価なドレスや飾りは似合いません。アレクシオン殿でん下かのそばにいたら、私だけじゃなくて殿下まで笑われてしまいます」

　本気で言っているシェリルに、ステラとイルマは顔を見合わせた。

「───分かりました、こうしましょう」

　イルマが大きく息をつき、シェリルの腕を取る。

「アレクシオン殿下に決めていただけば良いのです」

「え？」

　イルマの動きは速かった。シェリルが目を丸くしたと同時に逆の手で扉とびらを開け、シェリルの背中を押して、廊下に突つき飛ばしたのだ。

「きゃ……っ」

　慣れない靴を履はいていたこともあり、廊下へ文字どおり転がりそうになる。その身体をしっかり受け止めた腕があった。

　勢いを上手に消され、とん、と頰ほおを軽く相手の胸に押しつけるだけで済んだシェリルはほっと息をついた。礼を言おうとして、顔を上げる。

「───……！」

　息を吞のんだのは、どちらか。

　間近にアレクシオンの顔を見上げることになったシェリルもだが、アレクシオンもまた、シェリルを見て目を大きく見開いた。

「ご、ごめんなさい！」

　アレクシオンから離はなれたシェリルは、頰を赤く染めて謝った。

「───……いや」

　珍しくぼんやりとした口調で答えたアレクシオンの隣となりで、サリオが口笛を吹ふいた。

　ルーカスは額に手をやり、ヴァルトが惚ほうけたように口を開ける。

　四人ともそのまま、シェリルに視線を集めたまま動かないので、居たたまれなくなったシェリルは部屋へ逃にげ戻ろうと身体をひねりかけた。そこにステラが部屋から出てきて、後ろからシェリルの肩かた越ごしに四人に笑いかける。

「ね。とても綺き麗れいで、可愛らしいでしょう？」
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　そんな言い方をしたら頷うなずくしかないのにと、シェリルは申し訳ない気持ちで俯いた。

　だが感想を求められた男性陣じんは、しばらく無言になった後で、大きく息を吐き出して言った。

「───びっくりした。シェリル、お前、こんなに美人だったんだな」

　真っ先に言ったのはサリオだった。

　え、と顔を上げると、本当に感心したような目でシェリルを見ている。

「だから俺は言っただろ。磨みがけば相当のものになるって。服を着き替がえただけでこれなら、本気で磨いたらどこまでいくか分からないぞ」

　ルーカスはそう言ったあと、自分の手で磨きたいねえ、と流し目を寄こす。

　ぼうっとした目をシェリルと視線があっても離さず、無意識に心の声を漏もらしたのはヴァルトだった。

「……王女様みたいだ……」

　その言葉に、ステラのほうが嬉うれしそうに微笑み、イルマが当然という顔で頷く。

　ヴァルトの言葉は大おお袈げ裟さではなかった。

　ステラが選んだシェリルのドレスは、銀糸を織り込んだ水色の生き地じで作られたものだ。

　大おお振ぶりの花と蔦つたをモチーフにした銀糸と青糸の刺し繡しゆうが、広がった裾すそから腰こしのあたりまで散らされている。襟えり付きの服をよく着るシェリルには珍めずらしく、胸むな元もとが丸く開いているが、そこにも同様の刺繡とレースのリボンがあしらわれているのに加え、白と水色の花を細くよりあわせた首くび飾かざりがすっきりとした首筋を美しく見せているせいか、艶あでやかさよりも清らかさが香かおる。

　全体的にふわりと浮き上がるような優やさしい印象だが、肩かたを隠す袖そでがレースで出来ていることと、濃こい青の帯が腰をきゅっと締しめているため、シェリルの華きや奢しやさも際きわ立だつデザインになっている。

　ふだんと違ちがうのはドレスだけではない。艶やかな鳶とび色いろの、くせのない髪を毛先だけ軽く巻き、それを高く結ゆわえて肩まで流している。髪をとめているのはドレスと同じ生地で作ったリボンで、そこにあしらわれている小さな花の固まりは真しん珠じゆだった。

　それらを身につけたシェリルはとても愛くるしく、光が内側からこぼれるようで、ヴァルトの言うように一国の王女として現れてもおかしくないほどだった。

　いつもシェリルの心を軽くしてくれるサリオやルーカスだけでなく、ヴァルトまで肯こう定てい的な言葉をくれるので、シェリルは少しだけそれを信じる気分になった。

（でも───……シオンは？）

　その反応を見るのが一番怖こわい。

　いや。正直な思いを言うと、アレクシオンさえ認めてくれれば、シェリルは他ほかの誰だれが否定しようとも、その言葉を抱だきしめて胸を張れると思った。

　だが自分から尋たずねることなど出来ない。

　一人だけ黙だまっているアレクシオンに、やっぱり似合わないのだと俯きかけたときだった。

「……青が」

「───え？」

　ぽつりと呟つぶやくような声に、シェリルは顔を上げた。

　アレクシオンがシェリルを見ている。まともに顔を見られなかったシェリルは気づいていなかったが、ずっと、アレクシオンはシェリルを見ていた。

　目が合ったとき、ほんのわずかだが、アレクシオンの瞳ひとみが戸と惑まどうように揺ゆれた。

　だがすぐにその瞳は柔やわらかくなる。

　アレクシオンは小さく笑った。

「……青が、お前に似合う色で良かった」

「───……！」

　綺麗だとか王女のようだとか、そんな褒ほめ言葉も勿もち論ろん嬉うれしい。だが、《青の王子》であるアレクシオンに、自らの王色が似合うと言われたことは、想像以上の喜びをもたらした。

　そばにいても良いのだと。

　とても自分勝手な解かい釈しやくと分かっているが、そんな風に言われた気になれる。

（……嬉しい……）

　先刻までの不安は、アレクシオンのたった一言で儚はかない朝あさ霧ぎりのように消え去っていく。

　そんな自分を恥はじらって俯いたシェリルを、ステラが優しい目で見た。

「アレクシオンがこう言うのだから、もう嫌いやだなんて言わないわね？」

「……はい」

　熱くなった頰を冷ますために手のひらを当てて頷いたシェリルを見て、ルーカスが言う。

「攫さらってしまいたいほど可愛かわいいけどさ。腕うでが少し寂さみしくないかな」

「そうね。何か飾かざりましょうか」

　ルーカスとステラに言われて無意識に自分の手首を触さわったシェリルは、「あ」と小さく声を上げた。

（……そういえば、ラリサからもらった青いリボン……）

《青党》の証しるしとして三色の中から青を選び、手首に巻いていたのだが、クラウシオンの切り傷を手当てした際に包帯がわりとして咄とつ嗟さに使ってしまった。当たり前だが、再会したクラウシオンはリボンは巻いておらず、話題にもしなかった。

「……捨てられちゃったかな……」

　その呟きを取りこぼすようなサリオたちではない。クラウシオンとの出来事は既すでに話してあったから、落らく胆たんを隠かくしきれずに説明すると、彼らもリボンのことを思い出したようだ。

「残念だが、あのやんちゃ坊ぼう主ずが気を利きかしてリボンをとっておくとは思えないな。しかも色が《青党》の青だろ？」

「なあに、《青党》って？」

　ステラが尋ねたので、ルーカスが《青党》《白党》《赤党》のことを親切に説明する。

「そんな楽しいことが若い子たちの間では流行はやっているの？」

　自分のほうが楽しそうに言ってから、シェリルを見る。

「シェリルはアレクシオンと会う前から《青党》なのね。どうして？」

「えっと、それは」

　答えに少し躊躇ためらったのは、それを聞いたアレクシオンとステラの反応が読めなかったからだ。だがステラが答えを待っているので、仕方なく白状する。

「実は、母が《青党》だったんです」

「お母さまが？」

　これには全員が意外だったらしい。シェリルは慌あわてて言葉を足した。

「《青党》っていう言い方はちょっと違うかも。三番目の王子を贔屓ひいきしていたんです」

「贔屓って？」

　ルーカスが尋ねる。

「騎き士しだった父が口くち癖ぐせのように王家を守るって話をしていたと、母から聞かされていた、その話はしたわよね。そのとき必ず、母は三番目の王子の肩を持っていたの」

　理由は分からない。

　幼いシェリルが何故なぜと尋ねても、母は笑って「どうしても」と答えるだけだったからだ。

「ええと。つまり、お母さんからの刷り込みでシェリルは《青党》になったってことか。それがもし《赤党》だったら、シェリルは今いま頃ごろ」

「ううん、何があっても《青党》です！」

　言い切ってから、それが自分でも驚おどろくくらい大きな声だったので恥はずかしくなる。思わずアレクシオンを見て、それから真っ赤になった。

　そんなシェリルにステラが優しく微笑ほほえむ。

「どちらにしても大事なリボンはもうないのだから、かわりに何か腕うで飾かざりを」

　そう言ってステラとイルマは部屋に物色に戻もどろうとしたが、それをアレクシオンが止めた。

「───母上さえ良いとおっしゃってくださるなら」

　そう言うと、自分の左手の袖そで口ぐちをまくる。

　逆の手で手首を触っていたと思ったら、かち、という小さな音が鳴った。

「……まあ」

　ステラが嬉しそうな声を控ひかえめに上げた。

　アレクシオンの右手には、左手から外した腕飾りがあった。

　水すい晶しようの珠たまが連なる二本の環わを、三つの青水晶が繫つないでいるだけの、シンプルな腕飾りだ。ただ繫ぎ目を隠すための金具にあしらわれている石はよく見ると細かい金こん剛ごう石で、ちらちらと星の瞬またたきのように輝かがやきを放っている。

　それをシェリルの腕につけようとするので、シェリルは真っ青になり、両手を顔の前で交差するように振ふった。

「駄だ目め！　そんな高価なもの」

　一時でも借りるわけにはいかないとシェリルが言うと、アレクシオンは真面まじ目めな顔で言った。

「シェリルはいま、自分の意志で《青党》なんだろう」

「もちろんです！」

「では、《青の王子》の命令は聞ける筈はずだ」

　そう言ってシェリルの左手をとり、すばやく腕飾りをつけてしまう。

「そんな……」

　本当は、空まで飛び上がりそうなほどシェリルの心は舞まい上がっていた。

　たったいままでアレクシオンが身につけていたものが、いま自分の手首に小さな重みとなって揺れているのだ。言葉とは裏腹に、自分の手を少し挙げて腕飾りを見つめるシェリルの瞳は、腕飾りの宝石以上にきらきらと輝いている。

（あ）

　腕飾りをうっとりと見つめていたシェリルは、青水晶の光に目を細めてから、あることに気づいた。

「───どうした？」

　おもむろにアレクシオンをじっと見つめたシェリルにアレクシオンが尋ねると、シェリルはふわりと笑った。

「シオンの瞳と、同じ色」

　それが何よりも重要だというように、嬉うれしそうに笑うシェリルを見つめるアレクシオンの瞳が、わずかに揺れる。

　何かを告げようとしてアレクシオンの唇くちびるが開く。

「───あっ！　ステラ様、ご自分の準備をされないと宴うたげが始まってしまいます！」

　ふいにヴァルトが大声を上げる。

「まあ、もうそんな時間？」

「さようでございます。アレクシオン殿でん下かは先に離り宮きゆうへ向かわれては如何いかがでしょうか」

　イルマの言葉にアレクシオンは頷うなずくと、促うながすようにシェリルの背に軽く触ふれた。

「でも私───いつもつけているネックレスと薬袋ぶくろが、まだ中に」

　そう言って胸むな元もとに手をやったシェリルに、ステラが言う。

「安心なさい。そなたの部屋に戻しておくから、アレクシオンと一いつ緒しよに離宮へ向かいなさい」

　ほっとした顔になったシェリルを連れて、アレクシオンが廊ろう下かを歩いて行く。それに続こうとしたヴァルトの頭を、サリオがこつんと拳こぶしで小こ突づいた。

「何するんですかっ!?」

「ったく、お前は一度馬に蹴けられてみろ」

「子供はこれだから」

「三歳しか変わらないって言ってるでしょう！　……って、だいたい！」

　ヴァルトは小突かれた頭を手で擦さすりつつ、ステラがイルマを伴ともなって部屋に戻ったのを確かめてから少し声を低めて言った。

「妙みようにシェリルを応おう援えんしていますけどね。《四誓》となったいま、シェリルがアレクシオン様の伴はん侶りよになることは許されないのは分かっているんでしょう!?」

「そんなのはアレク次し第だいだろ」

　サリオがあっさりと言い、ルーカスもそれに同調する。

「アレクがシェリルに対して本気になったら、根こん拠きよもよく分からないあんな決まりを守るとは思えないけどな」

　ヴァルトは強く首を横に振った。

「アレクシオン様のお相手は、アレクシオン様に相応ふさわしい高貴な姫ひめ君ぎみでなきゃ駄目です」

「さっきシェリルを見て王女様だと呟つぶやいたくせに」

「！　あれは言葉のあやというか、実際にシェリルは王女ではないのだし！」

「あのなあ」

　サリオが呆あきれ顔で、ぽん、とヴァルトの肩かたを叩たたく。

「前から思っていたが、お前、本気でアレクを王にしようと思ってないか？」

「第三王子だぜ？　何よりアレクにその気がまったくないんだから、無理無理」

　笑いながらルーカスが手を振り、同意するサリオと笑いながら肩を並べて歩いて行く。

　その背中を睨にらみつけて、ヴァルトは低く呟いた。

「……何も知らないくせに」










　　　　八




　宴の会場となった『曙あけぼの離り宮きゆう』は、本宮きゆう殿でんからさほど離はなれていない上イゼルの中にある。

　他ほかの離宮を本宮殿からみて「別べつ荘そう」と呼ぶとしたら、ここは「離れ」と称しようしたほうが良いと思えるくらい、近場にある。

　この『曙離宮』が王族に好まれて使われるのはその距きよ離りと、小こ振ぶりな建物が宴を開くにはちょうど良いということ。何より、その外観の美しさにある。

　名前が示すように、この宮殿がもっとも美しいのは太陽がのぼる直前だ。

　闇やみに染まっていた空がうっすらと光の気配を滲にじませ始め、霞かすみがかかった空気がたちこめる中に、幻まぼろしのように浮うかび上がる姿は、夢の続きを見ているようだと他国の使者に言わしめる。

　だが同じくらい美しいと言われるのが夜だ。

　石作りの灯とう籠ろうが、庭園を巡めぐる道の上に飛び石のように置かれ、そこに灯ともる明かりは道しるべになるだけでなく、夜空にかかる星の川を思い起こさせる。それを建物のバルコニーから眺ながめることが出来るので、『曙離宮』で開かれる宴は必ず夜なのだ。

　その離宮で開かれるステラ主しゆ催さいの宴には、異様なほど人が集まっていた。

　王おう妃ひが出席するという噂うわさのせいだが、実際に宴が始まったとき、原因が王妃だけではないということがすぐに判明した。

　アレクシオンと、シェリルである。

　他国へ留学していた第三王子と、その《四誓》となった調薬師の村娘むすめを、一目見てやろうという貴族たちが、なんだかんだと理由をつけて顔を出していたのだ。

　ここまでは、まだ予想の範はん囲いだった。

　意外であったのは、貴族の当主ではなく、その令れい嬢じようたちまでもが宴へ赴おもむいたことだ。

　これはアイネが倒たおれた際、その場にいたアレクシオンが駆かけ寄って彼女を支えたことで、周囲にいた友人たちがアレクシオンを間近で見てしまったことによる。

　何故なぜ、この王子にこれまで目を向けていなかったのか。

　令嬢たちは驚おどろき、そしてこれまでの自分の浅はかさを呪のろい、嘆なげいた。それを耳にした他の令嬢たちも俄が然ぜんアレクシオンに興味を抱いだいたところへ、宴というなんとも都合の良い理由が出来た。それで親とともに令嬢たちまでが宴に出向いたため、小さな離宮は人が溢あふれんばかりとなってしまったのだ。

　シェリル自身は、この宴で自分がそこまで注目されているとは思わなかった。だが、アレクシオンに導かれて宴の会場に入ったとたん、しんと静まりかえった客人たちの視線が、アレクシオンだけでなく自分にも注がれていると分かったとき、緊きん張ちようよりもむしろ恐きよう怖ふを覚えた。

　息を吞のみ、食い入るようにして自分たちを見る数多あまたの瞳ひとみが怖こわかったのだ。

　まさかそれが、アレクシオンとシェリルが並んだ姿がとても絵になる光景だからとは思わないシェリルは、やっぱり自分だけが見み劣おとりするのだろうかと心配になった。

　シェリルと同じように、本来は貴族でも何でもないサリオとルーカスはどうだろうと見てみると、不安どころか、「食指が動く」と謎なぞめいたことを言って、目を輝かがやかせながら人の群れに入っていった。

　アレクシオンの新たな《四誓》である彼らについても人々は関心を寄せていたようで、あっという間に囲まれていたが、それを迎むかえる態度は堂々としており、貴族たちに混ざってもまったく違い和わ感かんは覚えなかった。

　ヴァルトにしても「ちょ、控ひかえてくださいよ！」とサリオたちを慌あわてて追いかけていったけれど、年上の女性たちに囲まれてからは、真っ赤になりながらも楽しげに振ふる舞っていた。

　そして当然シェリルにも人は集まる。

　最初こそアレクシオンの横に立っていられたが、気づいたら間に人が入り込み、姿が見えないところまではぐれてしまった。

　貴族と接する機会など皆かい無むであったことに加え、こういう宴の場でかわされる会話に慣れていないシェリルは、ヴァルトにあらかじめ言われていた微笑ほほえみを絶やさないということを懸けん命めいに続けていたけれども、限界はある。

「───……はあ……」

　宴が始まって一刻ほどたった頃ころ、シェリルは我が慢まんできなくなって、宴の主会場である広間からバルコニーへ出た。少し足あし下もとがおぼつかないのは飲んでもいない酒のせいではなく、単に履はき慣れていない靴くつであることと、人ひと混ごみに酔よってしまったからだった。

「……宴ってこんなに疲つかれちゃうものなんだ……」

　他には誰だれもいないことと、ちょうどカーテンの陰かげになって中からは見えにくいことを確かく認にんしてから、バルコニーの柵さくに両手を置き、くったりと顔を横に倒してその上に載のせる。

「───何に疲れるんだい？」

　背後から声をかけられて飛び上がる。

　振り向くと、そこに優ゆう雅がな笑えみを浮かべたラルフシオンが立っていた。

「ラルフシオン殿下！」

　慌てて背筋をのばしたシェリルに「構わぬ」と軽く手を振る。

「こういう場には慣れていないのだろう？　疲れるのも無理はない」

　そう言って優やさしく微笑む顔は、整っているという一点が共通なだけで、アレクシオンとはまったく似ていない。

　清せい廉れんな空気を身にまとい、シェリルを案じてくれるラルフシオンにシェリルは感動していたが、ラルフシオンこそが心の中でひそかに驚きよう嘆たんの声を上げていた。

　シェリルが愛らしい容姿の持ち主であることについて、ラルフシオンは心動かされることはなかったけれども、事実として理解していた。

　だが、ここまでとは。

　ラルフシオンは読み違ちがえたことに対する子供じみた悔くやしさを隠かくしながら隣となりに並ぶと、自分もバルコニーの柵に軽く肘ひじを置いて、シェリルに微笑みかけた。

「あの試験は見事だった」

「ありがとうございます」

　頭を下げるシェリルに続けて言う。

「その後のアイネの件も含ふくめ、そなたの調薬師としての才能は素す晴ばらしいものがあると、つくづく感じたな。アレクは本当に良い《四誓》を持った。羨うらやましいほどだ」

　手放しで褒ほめられて、シェリルがはにかむ。その頰ほおにうっすらと紅が差し、少し俯うつむくようにしているシェリルの横顔を見ていたラルフシオンは、手をのばしかけて、やめた。

「───能力だけではない。そなたのように愛らしい女性を《四誓》に迎えられるなど、よほどアレクは神に愛されているようだ」

「いえ、私なんか」

「本当に」

　謙けん遜そんするシェリルの言葉を遮さえぎったラルフシオンは、少しだけシェリルに顔を近づけた。そして囁ささやくように言う。

「いずれアレクが妃きさきを迎えたとき、《四誓》は伴はん侶りよになれない決まりだと分かっていても、そなたのような者が夫のそばにいたら、アレクの妃は嫉しつ妬とを抑おさえられないだろうな」

「───……」

　すっとシェリルの頰から色味が消えるのを確認して、ラルフシオンはうっすらと笑った。

「私は逆に、アレクに嫉妬を覚えるよ、シェリル」

「……え……？」

　ラルフシオンの言葉が硝子ガラスの破は片へんのように胸に突つき刺ささったシェリルは、その後の言葉までは聞いていなかった。

　そしてラルフシオンは、青白くなった頰を強こわばらせて見上げてくるシェリルに、ぞくりとする喜びを覚えていた。

（…………消すよりも、やはり私のものにした方が面おも白しろいかもしれないな）

　そんな考えがラルフシオンの頭を過よぎる。

「───こんなところで何をしている」

　クラウシオンの声が飛んできたのはまさにそのときで、さすがにラルフシオンも心を読まれたような錯さつ覚かくを覚えてぎくりとした。

「やあ、クラウ」

　そんな心の動きをまったく見せない顔で、ラルフシオンは振り返った。会場の明かりを背に腕うでを組んで立つクラウシオンは、笑い返してきたラルフシオンをじろりと睨にらみつけた。

「田舎いなか娘をいじめて楽しむとは、あいかわらず悪あく趣しゆ味みだよな」

「いじめてなんていないよ」

　苦く笑しようして手を挙げると、ラルフシオンはシェリルに向かって言った。

「もう少しここで休んでいるといい。───夜は長い」

　そうしてラルフシオンは、すれ違いざまにクラウシオンの肩かたを軽く叩たたいてから、会場へと戻もどっていった。

「ち。馴なれ馴れしくしやがって」

　触ふれられた場所を手で払はらう仕草をしたクラウシオンは、不ふ機き嫌げんそうに眉み間けんにしわを寄せたままシェリルに向き直った。

「そもそも、お前が───」

　言いかけて、シェリルの顔色があまり良くないことに気づいたようだ。

　するりと眉間のしわをとくと、逆に心配そうに眉まゆを下げて、大おお股またでシェリルに近づく。

「……どうした？」

　伏ふせた目を床ゆかに落としているシェリルに尋たずねる。

「何も。……少し疲れただけです」

　張りのない声で答える。するとクラウシオンは会場の方へ顔を向け、他ほかの女性に声をかけられているラルフシオンを睨みつけた。

「どうせ、あいつにいじめられたんだろう。いかにも良い人だという顔を見せてるが、そういう奴やつに限って腹の中じゃ何を考えているか分からないんだ」

「そんなことは」

「王宮に来たばかりのお前には分からないだろうがな。子供の頃から奴のあのすまし顔を見ているんだ。どれだけ性しよう悪わるか、俺が一番よく知っている」

「性悪って、たとえばどんな？」

「何」

　ふいに質問を返されたクラウシオンは、戸と惑まどうようにシェリルを見返した。

「色々ご覧になったんですよね。たとえばラルフシオン殿でん下かは、何をなさったのですか」

　クラウシオンは口ごもった。

「……それは、お前」

　記き憶おくの底を漁あさるような目をしたクラウシオンを、シェリルはちょっとだけ睨んだ。

「いけません。お兄様の悪口をおっしゃるのは」

「馬ば鹿かか、お前は。そもそも俺は、ラルフやアレクを兄弟と思ったことなんて一度もない。それどころか、奴らは敵のようなものだ」

　口を尖らすように反論するクラウシオンに、シェリルは思わず笑ってしまった。

　笑うという行こう為いは、暗い発想を体内から追い出して、顔を上げさせてくれる。そうしてくれたのがクラウシオンだということを意外に思いつつ、シェリルはクラウシオンに言った。

「羨ましいです」

「は？」

　クラウシオンがきょとんとした顔で聞き返す。

　いつも怒おこってばかりいる印象のクラウシオンが一いつ瞬しゆん見せた、そのあどけない少年のような表情に、シェリルは微笑ほほえみがのぼってくるのを我が慢まんして言う。

「兄弟がいることが羨ましいんです。私は両親がもういなくて、家族と呼べるひとは、離はなれて暮らす祖父だけだから。……いつもそばにいてくれるひとが欲しかった」

　それはシェリルが初めて言う、本音だった。

　本当に羨ましい、とどこか寂さみしげに呟つぶやくと、クラウシオンは困ったような表情を作った。

　シェリルから視線を離してバルコニーの下を覗のぞき、夜空を仰あおぎ、背後の会場に目をやってから、再びシェリルに向き直る。

　口を開いては、声を出す前に閉じるということを数回繰くり返したあと、クラウシオンは軽く咳せき払ばらいをした。

「……俺がなってやってもいいぞ」

　シェリルは顔を上げてクラウシオンを見た。

「何にですか？」

「何にって……」

　たじろぐクラウシオンに、シェリルは両手を叩いた。

「あっ。兄弟みたいにってことですか？」

「そうじゃなく───」

「ずっとお兄ちゃんに憧あこがれてたんです。私にはラリサっていう幼なじみがいるんですが、その子にお兄ちゃんがいて、いつも良いなあって思ってて……でも」

　ちら、とシェリルはクラウシオンを見た。

　思わず小さく噴ふき出す。

「何だ！」

「だって。───クラウシオン殿下は私より年上だけど、兄っていうより弟みたいな」

「何だと!?」

　クラウシオンは肩まで怒いからせてシェリルを睨みつけた。

「無礼者！　何が弟だ！」

　だが、その怒りが本気ではないことを、もうシェリルは分かり始めている。

「す、すみません」

　素す直なおに謝って頭を下げたものの、クラウシオンと目が合うと、また噴き出してしまう。

　そんなシェリルにクラウシオンは目を吊つり上げたものの、両手をあわせて口元を隠し、くすくすと楽しげに笑うシェリルの愛らしい表情に、ついに負けた。

「ひとの顔を見て笑うな」

　腕うで組ぐみでまだ怒っていることを主張しようとしつつ、クラウシオンまで笑えみをこぼした。

　精せい悍かんさが混ざっていても、顔だち自体は端たん整せいで品のあるクラウシオンが屈くつ託たくなく笑うと、驚おどろくほど甘い表情になる。

（わあ。笑うと、すごく優やさしい目になるんだわ）

　その笑顔を向けられたシェリル以上に、クラウシオンの変へん貌ぼうに驚いた者がいた。

　アレクシオンだ。

　宴うたげの場で、アレクシオンはシェリルのそばから離れないことにしていた。離り宮きゆうに行く馬車の中から緊きん張ちようを隠かくせなかったシェリルが、貴族たちの遠えん慮りよのない好こう奇き心しんに巻き込まれたとき、どれほど不安になるか想像できたからだ。

　しかし、ほんの一瞬。王おう妃ひがまもなく来場することを告げに来た使者に、慣例としてねぎらいの酒を一いつ杯ぱい振ふる舞まうために目を他へ向けたとたん、シェリルの姿が傍かたわらから消えた。

　探しに行こうと足を踏ふみ出すと、その先に、まるでそこの地面から湧わいて出てきたかのように大勢の令れい嬢じようたちが現れる。

　これまで宴に出るときは完全に気配を消し、出来るだけ早く会場から去るようにしていたから、こんなふうに令嬢たちに囲まれることがなかったのだ。

　アレクシオンはそれらに無言で何の反応も示さないのだが、そんな様子までも陶とう然ぜんとした目で見つめてくる令嬢たちを、上手に引き離してくれたのがサリオとルーカスだった。たくみな言葉や、場合によっては少々強ごう引いんな動きでアレクシオンから令嬢たちを引き剝はがし、自分たちが壁かべとなってアレクシオンを逃にがしてくれた。

　そのとき、シェリルがアレクシオンがいる場所から真逆のバルコニーへ出て行くのが見えた。

　途と中ちゆう、声をかけてくる貴族たちを風をかわすように振ふり切って、バルコニーの手前まで来たアレクシオンの腕うでを摑つかんで止めたのは、ラルフシオンだった。

　振り向いて眉をひそめたアレクシオンに、小さく笑って、顎あごでバルコニーを示す。

　その先にいたのがシェリルとクラウシオンだった。

　笑っているシェリルを見つめながら、クラウシオンも笑っている。アレクシオンやラルフシオンには決して見せない表情だった。

「───クラウでも、あんな顔をするんだな」

　ラルフシオンが兄らしい声で言ったが、アレクシオンはむしろ、シェリルの表情に釘くぎ付づけになっていた。

　笑顔なら、何度も見た。

　はにかむような笑みや、楽しげな笑み。

　野に咲さく花が揺ゆれているような可か憐れんな笑顔を見ると、その花を揺らす風が自分の胸の中でもそよいでいるような、不思議な感覚になった。それは胸にあたたかく、どこかくすぐったいような疼うずきをもたらした。

　シェリルをそばに置きたいと思ったのも、たぶん、いままで感じたことのないものを彼女が自分にもたらしたからだろう。

　そして、もっと色々な表情の彼女を、そば近くで見ていたいと思ったからこそ、禁きん忌きを孕はらんでいるのを知りつつシェリルを《四誓》に加えた。

　だが、いまシェリルがクラウシオンに向けている笑顔。

　それはアレクシオンがこれまで見たシェリルの表情とは、少し違ちがうように見えた。

　仮にも王子を相手にしているのだ。遠慮がない、とは言わない。だが、アレクシオンに対してはどこか一歩距きよ離りを置いているように感じるシェリルが、クラウシオン相手では肩かたの力を抜ぬいて、自然体で笑っているように思えた。そしてクラウシオンもまた、誰だれに対しても威い勢せいを張る癖くせを忘れたかのように、柔やわらかい表情で笑っている。

「クラウをあんな風にさせるなんて、さすがお前が選んだ《四誓》だ」

　ラルフシオンが言う。

　それでも無言で二人を凝ぎよう視ししているアレクシオンの横顔をちらりと見たラルフシオンは、唇くちびるの端はしを軽く持ち上げて言った。

「ああ、そうか。選んだのは行きがかり上だったな」

　そしてかすかな笑みを唇の端に乗せたまま、ラルフシオンはアレクシオンに囁ささやいた。

「《四誓》の女性は王子の伴はん侶りよになれないという決まりだったが……あれは確か、誓せい約やくをたてた相手に限っての話だったな。ということは、クラウが望めばシェリルはクラウの妃きさきになれるわけだ。───勿もち論ろん、私の妃にも」

　ぴく、とわずかながらアレクシオンの頰ほおが動いたのを、ラルフシオンは見み逃のがさなかった。

　笑みを少し深くして、言葉を紡つむぐ。

「《四誓》にならなければ、そんな運命は決して彼女に訪おとずれない。もし本当にそんなことになったら、シェリルは自分の運命を喜び、お前に感謝するだろうな」

「───っ」

　ふいに、強い衝しよう動どうがアレクシオンを内側から襲おそった。

　考えるよりも先に身体からだが動いたのは、二度目だ。

　シェリルが盗とう賊ぞくに攫さらわれたと聞いたときと同じように、アレクシオンは自分でもその先をどうするのか決めないまま、床ゆかを蹴けっていた。

「───シオン？」

　突とつ然ぜん現れたアレクシオンに、シェリルが驚いて目を見開いたのを気き遣づかう余よ裕ゆうもない。

　同じように目を丸くしているクラウシオンには一いち瞥べつもくれず、シェリルの華きや奢しやな手首を摑むと、そのまま強引にバルコニーから連れ出した。

「アレク！」

　怒りの声を上げたクラウシオンの声も、擦すれ違った後でラルフシオンが「面おも白しろい」と小さく呟つぶやいた声も、アレクシオンの耳には届いていなかった。

　シェリルの手首を摑んだ状態で、一度宴の広間に戻もどってから、別のバルコニーへと移る。

　宴の灯火が漏もれてくるくらいの明るさしかないバルコニーに出てから、やっとアレクシオンの足が止まった。だがアレクシオンは振り向かず、シェリルには背を向けたままだ。

（───……シオン？）

　訳が分からないのはシェリルの方だ。

　常に穏おだやかで、感情を露あらわにすることのないアレクシオンは、シェリルに何かを強しいるということは一度もなく、むしろさりげない気遣いをみせてくれるばかりだった。

　こんな風に強引な態度に出るのは初めてのことで、シェリルはどうして良いのか分からない。

　機き嫌げんが良いとは思えなかった。

　あまり感情を表に出さないアレクシオンだからこそ、ふだんとは違う態度を示したときに、少しだけ感情が透すけて見える。まだ出で逢あって間もないと言えるシェリルには、アレクシオンの細かな感情の動きは読めないけれども、シェリルの意思を確かく認にんしようともしないいまの行動から、良い感情を拾える筈はずがない。

（……ひょっとして）

　自分の身分をわきまえず、アレクシオンの側から離はなれただけでなく、兄王子であるクラウシオンと親しげにしていたのが気に障さわったのだろうか。

　思い当たるのはそれくらいしかない。

　嫌きらわれたかもしれない。

　手首を摑まれた瞬しゆん間かんは心臓が跳はね上がり、強く握にぎるアレクシオンの指の熱さにシェリルの身体まで熱くなったけれども、そう考えた瞬間に全身の血が冷えた。

「───……ごめんなさい」

　声が不安で震ふるえるのを抑おさえられず、呟くように言うと、アレクシオンが驚いたように振り向いた。

「……何故なぜ、謝る」

　だって、とシェリルは泣きそうになりながら、アレクシオンに手首を握られている腕を引こうとしたときだった。

「───こんなところにいらっしゃったの？　アレクシオン殿でん下か」

　軽々しいほど華はなやいだ声が突然投げかけられ、シェリルとアレクシオンは振り向いた。

　宴の明かりを背に立っていたのは、シルヴィエだった。

　金色の巻き髪がみを結ゆい上げ、そこに宝石を寄せ集めて花の形にした髪かみ飾かざりを挿さしている。

　ドレスは、あざやかな青だ。レースで立体的に作られた花がスカート全体に散らされており、その間には大おお振ぶりの蝶ちようが金糸で刺し繡しゆうされている。襟えりぐりを大きく広げた胸むな元もとには、大きな青玉の石がいくつも並んだ首飾りが輝かがやいていた。

　大貴族の令れい嬢じようであることを全身で示し、かつ、自らが《青党》であることを主張している。

　ほんの数日前までは、周囲にもあからさまな態度でラルフシオンの好意を獲かく得とくしようとしていた女性とは思えない装いだ。

　どうやらシルヴィエの目には目的しか映っていなかったらしい。アレクシオンの側で一いつ緒しよに振り向いたシェリルを見たとたん、上じよう機き嫌げんだった表情が、一いつ瞬しゆんで険しくなった。

「……いらっしゃったの？」

　嫉しつ妬とを棘とげのように潜ひそませた声でシルヴィエが言う。

　その冷ややかな声と、きらびやかなシルヴィエの迫はく力りよくと、何よりアレクシオンに嫌われたかもしれないという不安から、シェリルは居たたまれなくなった。

　逃げ出したくなって、アレクシオンが摑んでいる腕をもう一度引こうとした。

　だが、アレクシオンはそれを許さなかった。

　アレクシオンの指はシェリルの手首を解放するどころか、逃のがれようとするシェリルの動きを察したとたん、より強い力が込められたのだ。

「───!?」

　シェリルは弾はじかれたように顔を上げた。

　アレクシオンは唇を結んでシェリルを見下ろしていた。わずかに眉まゆを寄せた表情は、かすかに怒いかりが滲にじんでいるように見えた。だがそれは彼の顔を険しく見せるのではなく、ふだんの穏やかさからは感じられない強さが、ぞくりとするような色気になってこぼれていた。

　シルヴィエが顔を赤らめて息を吞のんだが、シェリルは別の意味で息を止めた。

（やっぱり嫌われた……？）

　泣きそうになって瞳ひとみを歪ゆがめたシェリルを見て、アレクシオンの眉がさらに寄った。

　くっと唇を嚙かむような表情を一瞬見せると、アレクシオンはシェリルの手を摑つかんだまま、先刻したように大おお股またでバルコニーから出た。

「!?　アレクシオン殿下、私……！」

　急いで追いかけようとしたシルヴィエを、まるで最初からそこには居なかったかのように綺き麗れいに無視して、宴うたげの広間を横切っていく。

　二人に気づいた人々が、ここぞとばかりに近づこうとするが、アレクシオンが無言で発している気の強さに圧おされたのか、逆に道を空けるくらいだった。

「……シオン、あの」

　どんどん歩いて行くアレクシオンの後ろから、腕うでを引かれたままシェリルが声をかけたが返事はなかった。

　広間の隅すみまで行ってようやく、アレクシオンの足が止まった。握られていた手首も、そこで解放される。

　ふいに軽くなった手首は、それまで感じていた熱を失って、寂さみしかった。ほのかに残る痛みを辿たどるように、シェリルは逆の手で手首に触ふれた。触れた方の手首には、アレクシオンがつけてくれた腕うで飾かざりが揺ゆれている。その輝きさえも、いまは悲しい。

　俯うつむいたシェリルの上から、アレクシオンの声が降る。

「───……すまない」

「え」

　顔を上げると、アレクシオンがシェリルを見下ろしていた。蒼あおい眼まな差ざしにはもう怒りの気配はない。

「……謝るのは私のほうなのに」

　そう言うと、アレクシオンはまた眉を寄せた。だがそれは先刻とは違ちがう色合いで、怒りというよりは戸と惑まどいに近いものだった。

「───さっきも謝ったな」

「だって」

「そうする理由はどこにもない」

　アレクシオンは少し強い口調で言ってから、はっとした顔になり、それから息を吐はいた。

「───……何故そう思ったのか、聞いても良いか」

　シェリルは目を伏ふせた。

「……クラウシオン殿下と……シルヴィエ様に」

「シルヴィエ？」

　アレクシオンが眉をひそめたのは、顔を伏せているシェリルには見えなかった。

「自分の立場もわきまえず、遠えん慮りよすべきだったのに……」

「違う」

　きっぱりと返され、シェリルは顔を上げた。

　アレクシオンの、強い力を持った眼差しがシェリルを見ている。

「お前が遠慮することは、何ひとつない」

「でも。……それで怒おこったのでしょう？」

　そう言うと、アレクシオンは目を見開き、そして揺れるような眼差しをゆっくりと伏せた。

「───……違う」

　呟くように言い、そしてシェリルから顔をそらすようにして言った。

「シェリルじゃない。……自分自身に腹を立てただけだ」

「え？」

　思いがけない言葉にシェリルが目を見開くと、アレクシオンはどこかつらそうな目をシェリルに向けた。そんなアレクシオンの表情は見たことがなく、見ているシェリルのほうがつらくなって、無意識にシェリルはアレクシオンの腕に触れた。

「───」

　その手にアレクシオンの視線が行く。

「あ！　……ご、ごめんなさい」

　触れてはいけないものだったと、慌あわてて引こうとしたシェリルの手を、アレクシオンの手が素す早ばやくのびて摑んだ。

「───!?」

　どくん、と。

　胸の中で炎ほのおの固まりが弾はじけ、喉のどまでやけどしたように熱くなる。

　アレクシオンの蒼い瞳は、シェリルを捕とらえて離さない。

　鼓こ動どうはさらに激しくなり、胸を突つき破ってしまいそうだ。

（……もう駄だ目め）

　少し近づいたような気がする秀しゆう麗れいな顔を、震えながら見つめ返したときだった。

「───アレクシオンに……シェリルでは？」

「！」

　ふいに声をかけられて、二人は同時にびくっと肩かたを震わせた。

　振ふり向くと、そこには王おう妃ひカテリナと、その後ろに控ひかえるようにしてステラもいた。

「……王妃陛下。母上」

　すい、とアレクシオンがシェリルの前に出る。

　シェリルは自分が変な顔をしているのではないかと思っていたので、庇かばうようにして立つアレクシオンの背中がいつも以上に頼たのもしく、優やさしく映り、また泣きそうになってしまった。

（……駄目、こんなんじゃ……！）

　カテリナたちに見えないように、片手で目をこすってから、ちょこんとアレクシオンの横から顔を出す。そしてすぐに、カテリナを前にして膝ひざをついて頭を下げた。

「そなたも主しゆ賓ひんのひとりでしょう？　お立ちなさい、シェリル」

　カテリナに促うながされ、一度深く頭を下げてから立ち上がる。

「……まあ！　ステラが自じ慢まんするだけはあること」

　カテリナはシェリルを見ると目を大きく見開いて、そして微笑ほほえんだ。

「とても可愛かわいらしいわ。……アレクシオンの王色である青も、そなたにはよく似合う」

「ありがとうございます」

　顔を真っ赤にして礼を言うが、頰ほおの熱はそのせいではない。

　だが、どぎまぎした様子のシェリルを、カテリナは緊きん張ちようのせいだと見たのだろう。微笑ましいというように目を細めると、手にした扇おうぎでシェリルを近くに招いた。

「今こ宵よいはそなたと話がしたくて来たようなものなのですよ」

「え、でも」

　一番の主賓はアレクシオンの筈はずだと言いたげに、ステラとともに後ろをついてくるアレクシオンを振り返る。気づくと彼の側にはちゃんと、サリオとルーカス、ヴァルトが揃そろっていた。

「アレクシオンは無口ですからね。はい、と、いいえ、だけしか返さないときが多いし、油断するとそれすらないまま会話が終わるときもあるのよ」

　困った王子なの、と楽しげに笑うカテリナの美しい横顔を見ていると、シェリルは相手が王妃という本来であれば見上げることすら許されぬ相手であることも忘れて、つい一いつ緒しよに微笑んでしまいたくなった。

　王宮に来て日は浅いものの、シェリルの耳に入る噂うわさはある。

　ステラがカテリナの元侍じ女じよだったことから、カテリナがステラとアレクシオンを本心では嫌きらっているのではないかという話もその一つだったが、カテリナの笑え顔がおを見ていると、とても信じられなかった。

（うん。むしろ逆の───……）

　カテリナの話に相づちを打ちながらそんなことを考えていると、ふとカテリナがシェリルに尋たずねてきた。

「先日の調薬師の試験は見事でしたが───そなたの調薬師になるという夢は、母親譲ゆずりとステラから聞いたけれど？」

「はい。亡なくなった母が村の調薬師でしたので、私もそうなりたいと、物心ついたときから考えていました」

　亡くなった、という言葉に、カテリナがかすかに表情を曇くもらせる。

　カテリナの視線がちら、とシェリルの背後に動いた。カテリナが早足だったのではなく、ステラの歩みが遅おそいため、それに従うアレクシオンたちとの間に少し距きよ離りがあいている。それを確かめてから、カテリナはシェリルに視線を戻もどして尋ねた。

「そうでしたか。……では、いまのそなたを見たら、母君もさぞ喜ぶであろうな」

「そんな。まだまだです」

　首を横に振ったけれども、王妃にそう言われて、シェリルは嬉うれしかった。恥はずかしそうに笑うシェリルを見つめながら、カテリナは問いを重ねる。

「せっかくだから聞いておきましょう。……そなたの母君の名は？」

　まさか王妃が自分の親の名を尋ねてくれるとは思わなかったシェリルは、感動に胸を震ふるわせながら、しっかりと顔を向けて答えた。

「はい。ソニアと申します」

「……ソニア」

　口の中で呟つぶやいたカテリナの表情が、わずかに硬かたくなる。

「では───父君は？」

　張りつめた声にも気づかず、シェリルは破顔して答えた。

「カルロと申します。私の生まれる前に亡くなりましたが、騎き士しだったと聞いています」

「───……!?」

　王妃が思いきり目を見開いたのは、シェリルの父が騎士だということに驚おどろいたのだろう。

　シェリルはそう思った。

（でも、そんなに驚くことかしら……？）

　そう思ったとき、十名近い衛兵が、カテリナのそばに来て膝をついた。

「何事です」

「王妃陛下。実は───」

　隊長らしき衛兵が顔を上げたと思った、次の瞬しゆん間かん。

「───っ!?」

　その男は飛ぶように立ち上がると、カテリナの首に腕うでを回して拘こう束そくした。

　別の男もシェリルの腕を摑つかみ、背中に回すようにしてシェリルの身体からだを引き寄せると、盾たてのように自分の前に立たせる。

　そしてそれ以外の男たちも立ち上がり、すばやく彼らを取り囲むようにして並ぶ。男たちの手には全員長ちよう剣けんが握にぎられており、既すでに鞘さやは取り払はらわれていた。

「───王妃陛下!?」

「シェリル!?」

　すべてが一瞬で行われたことと、少し距離があいていたこともあり、アレクシオンが異常な気配を察して顔を上げたときには、カテリナとシェリルの身み柄がらは男たちの手の中にあった。

　広間の隅すみだったこともあって、客人たちは直後には何が起きたか分からなかったようだ。男たちが衛兵の制服を着ていたため、中には男たちが王妃とシェリルを守っているのだと勘かん違ちがいした者もいた。

「───何だ、賊ぞくか!?　もう逃にげたのか!?」

「私の娘むすめは無事か!?」

　的外れな怒ど号ごうがいくつか飛んだ後で、真実を悟さとった一同から悲鳴がいっせいに上がる。

「───動くな！　動くと王妃とこの女を殺すぞッ！」

　シェリルを捕とらえている賊が叫さけぶ。

　その声に、どこか聞き覚えがあったシェリルは咄とつ嗟さに振り返り、そして目を瞠みはった。

「あなた……レオ!?」

　シェリルを強い力で拘束していたのは、捕らえられた筈の『黒爪』の若長、レオだった。

　彼だけでなく、他ほかの男たちの手の甲こうにはすべて、『黒爪』である証あかしの入れ墨ずみがあった。

「……逃げたか、逃がされたか。他は最初から、あの場にいなかった奴やつらか」

　サリオがアレクシオンの隣となりで呟く。

「なんでそういう情報がこっちに来ないんだ……ッ」

　口くち惜おしそうにルーカスが言う。

　レオを筆頭に『黒爪』の一党を捕らえたのは、他ならぬアレクシオンだ。それは手て柄がらであると同時に、『黒爪』の恨うらみがアレクシオンに向くことも意味する。その恨みをもっとも強く握りしめているレオが監かん獄ごくから脱だつ出しゆつしたとなれば、真っ先にアレクシオンの身を案じ、その報が行くべきなのだ。

「来る筈がない。───奴ら、衛兵として入り込んで来ているんだぜ」

「……ち。内通者か」

　サリオの言うとおりだった。

　シェリルとカテリナを盾にしている男たちの着ている服は、本宮きゆう殿でんを守る衛兵の制服だ。この離り宮きゆうに専従する衛兵や、アレクシオンが追加で警備を指示した東の宮殿の衛兵たちとは襟えりの形と、襟や袖そで口ぐちを飾かざるテープの色が異なる。最初に男たちが駆かけ寄ってきたときカテリナが警けい戒かいしなかったのは、彼らを本宮殿の衛兵と信じたからだった。

「……どうして、こんなこと……？」

　シェリルがレオに尋ねるが、レオはシェリルを一いち瞥べつしただけで何も答えない。

（───シオン、ごめんなさい……！）

　正面に立つアレクシオンに目を向ける。

　アレクシオンは一見すると無表情に見えた。だがその瞳ひとみには怒いかりの焰ほむらが揺ゆらめき、引き結んだ唇くちびるからも、彼が抑おさえている感情の種類が読み取れた。

「……王おう妃ひ陛下……！」

　人ひと質じちを取られて固まっている客人や衛兵たちを押しのけて、奥から前に進み出てきたのは、ラルフシオンとクラウシオンだった。

　彼らは広間の逆側にいて、最初は何が起きたか分からなかったらしい。人々の叫びと、その後で響ひびいた賊の声で王妃が人質になったと知り、血相を変えて駆け寄ってきたのだ。

「シェリル!?」

　王妃の隣で、同じように捕つかまっているのがシェリルだと知ったクラウシオンが声を上げる。

「きさまら……ッ」

　瞬しゆん時じに怒りの形相に変わったクラウシオンは、すかさず腰こしに下げた長剣に手をやり、進み出ようとした。

　咄嗟に制止をかけようとラルフシオンが手をのばすよりも、その声は早かった。

「───動くな！」

　空気を鋭するどく裂さく声は、アレクシオンの喉のどから出されたものだ。

「!?」

　声の大きさや内容よりも、その鋭さに気け圧おされてクラウシオンの動きが止まる。彼だけではなく、その場にいた全すべての者───賊までもが、その一声で空気ごと固まった。

　しん、となった広間に、再びアレクシオンの声が響く。

「……動かないでください。二人の身が危ない」

　その声は先刻のものとは違ちがい、むしろ囁ささやき声に近いものだったが、張りつめた空気の中では充じゆう分ぶんな効果があった。

「───……そうだ。大人しくしてないと、二人の命はない」

　レオが言い、アレクシオンを強く睨にらんだ。

「……望みは何だ」

　アレクシオンが尋たずねる。

「仲間の釈しやく放ほう───と言いたいところだが」

　レオがかすかに笑った。

「そんなことを言ってもかなう筈はずはないからな。どうせ仲間たちは処しよ刑けいされる。だったら、この場にいる王族や貴族を、一人でも多く道連れにしてやろうと思ったまでだ」

　その言葉にシェリルは青ざめた。

「……駄だ目めよ、そんな考えは！」

　自分の身の危険も忘れて、首を捻ひねってレオを見る。

　うわ、馬ば鹿かシェリル、とサリオとルーカスが青ざめるが、シェリルは見ていない。

「これ以上罪を重ねて、何になるの!?」

「何にもならないな。どうせ行き先は処刑台だ。それなら最さい期ごに一番派手なことをやってやろうと思うのは───ああ、幸せに生きてきたお前には分からないだろうな」

　そう言ってシェリルの首筋に当てていた長剣をさらに強く押し当てる。

　刀身の、ひやりとした硬かたさが肌はだを押したが、シェリルは構わなかった。

「……じゃあ、あの病人たちは!?」

「何」

　レオだけでなく、他の男たちの表情も少し変わった。

「病人たちは、シ……アレクシオン殿でん下かのおかげで治ち療りようを受けることが出来て、回復した人も大勢いるのよ。こんなことを仲間がしたと分かったら、あの人たちはどうなるの!?　罪を犯おかしてない、ただあなたたちの家族だったという人だっているんでしょう!?」

　せっかく助けられたのに、レオたちがこんな恐おそろしいことをしでかしたとなれば、連座で罰ばつを受けることが想像される。その処罰は、軽いものでは済まないだろう。

　自分が助かるためというよりは、レオに罪を犯させたくない一心でシェリルが叫んだ言葉は、まったく別の意味で賊ぞくたちを動どう揺ようさせた。

「……待てよ、あいつらは皆みな殺ごろしにされたんじゃ……」

「助かったのか……？」

　視線を泳がせて、レオに尋ねる。

　レオ自身が目を見開いてシェリルを見下ろした。

「え。……聞いてないの……？」

「───俺たちは、」

　心の揺れが、手にした長ちよう剣けんをもわずかに揺らしたのを、アレクシオンは見み逃のがさなかった。

「……！」

　床ゆかを蹴けって、跳とぶ。

　左手でシェリルに突つきつけられたレオの剣を叩たたき落とすと同時に、右足でカテリナを脅おどしていた賊の剣を蹴り上げる。

　レオの剣を叩き落とした左手でシェリルの腕うでを摑つかんで抱だき寄せ、下ろした右足を軸じくにして半回転すると、鋭い勢いを保った長い左ひだり脚あしは、カテリナを拘こう束そくしていた賊の身体からだを蹴り飛ばした。

　わずか瞬まばたきする間である。

　その動きに呼応したのが、サリオとルーカスだ。

　サリオはすばやく動いて解放されたカテリナを確保し、空いた手で握にぎった長剣で、そばにいた別の賊の肩かたに斬きりつけた。悲鳴を上げる賊には目もくれず、返す手で別の賊の足を撫なで斬ぎる。

　ルーカスの動きも速い。

　くるりと持っていた長剣を回転させると、目にも留まらぬ速さで、ほぼ同時に二人の賊を斬り伏ふせた。そのまま舞まうような動きで、逃にげようとした賊に駆け寄り、血の花を散らす。

　それを見て、舌打ちをしたのがクラウシオンだ。

「……ち。出で遅おくれた」

　呟つぶやくと、警護の兵が止めるのを振ふり切って飛び出していく。一番近くにいた賊が振り返るよりも早く、クラウシオンの剣は賊の胴どうを薙なぎ払はらっていた。

　ヴァルトもこうなると大人しくはしていない。

　アレクシオンの背後を狙ねらおうとした賊の一人を、「アレクシオン様に何をする！」と言って、手近にあった酒瓶びんで力の限り叩く。粉々になった硝子ガラスと赤いワインを頭上から浴びた賊は、白目を剝むいて床に崩くずれ落ちた。

「ヴァルト、王妃陛下を！」

　シェリルを片手で抱いたまま、それを横目で見ていたアレクシオンが叫さけぶ。

「え、でも」

　アレクシオン至上主義のヴァルトは、危地にある主君から離はなれることに一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらいを見せたが、命じた後はヴァルトを見ようともしないアレクシオンに、頷うなずくしかない。

「王妃陛下！」

　ヴァルトよりも先にステラがカテリナを庇かばうように身を寄せていた。近くには、東の宮殿からステラに付き従ってきた衛兵たちもいる。

「安全な場所までお連れします！」

　ヴァルトが言ったとき、後ろに気配を感じたため、長剣を握りしめて素す早ばやく振り返った。

「……ラルフシオン殿下！」

　ラルフシオンが自分の衛兵も連れて駆かけ寄ってきていたのだ。

「ご無事ですか、王妃陛下！」

「───……私は大だい丈じよう夫ぶです」

　青ざめながらも気き丈じような態度を崩さず、カテリナが言う。その目は、まだ賊たちと戦っているアレクシオンへと向いたままだ。

「控ひかえの間には、先に衛兵を向かわせております。そこは安全ですから、避ひ難なんを」

　主導権を奪うばい取ったラルフシオンが出す指示に、ヴァルトは逆らえない。

　不満はない。内心、これ幸いとアレクシオンのもとへ駆け戻もどりたいのだが、主君から命じられた以上は、カテリナを守る義務がある。また、アレクシオンの腕は良く分かっているので、騙だまし討うちならともかく、戦せん闘とうという場になったらアレクシオンは掠かすり傷一つ負わないだろうとも思っている。

　それでも気になって、ヴァルトもカテリナと同じく視線をアレクシオンへ戻した。

　衛兵たちの出番は殆ほとんどなかったと言って良い。

　十名近くいた賊の多くは既すでに、血にまみれて床に転がっていた。かすかだが蠢うごめいているところをみると、今回もアレクシオンたちは、賊の命までは奪わなかったらしい。ただ、それらの区別がつかない貴族の大勢───令れい嬢じようだけでなく当主も含ふくめて───までもが、見慣れぬ戦いと血に気絶していた。

　残った賊は、わずか二名だった。そのうちの一名が、レオである。

　レオは他ほかには目もくれず、アレクシオンへとまっすぐ剣を向けていた。その目は憎ぞう悪おでぎらぎらと光っている。

「───……サリオ」

　それまではシェリルを抱きしめたまま戦っていたアレクシオンだが、レオの殺意を受け、シェリルの身体を、とん、と軽くサリオの方へ押しやった。

「……シオン！」

　サリオに腕を摑まれたシェリルは、アレクシオンへと身を乗り出した。

　盗とう賊ぞくの集落では、シェリルが生々しい戦いを見なくても済むよう、アレクシオンはシェリルの瞼まぶたを手のひらで覆おおった。いまも巧たくみにシェリルの顔を自分の胸に押しつけるように抱き、直接、彼の剣が賊を斬る様子を見ないようにしてくれていた。

　だが剣が合わさる音や、肉を斬る音、飛び散る血や倒たおれた賊の呻うめき声で、凄せい惨さんな状じよう況きようを全身で感じざるを得ない。

　そしてアレクシオンが恐ろしいほどの強さを持っていることは、その二度の戦いで、武術など何も知らないシェリルでさえ分かった。

　それでも、だ。

（……お願い、神様。シオンを守って……っ！）

　合わせた両手を握りしめ、唇くちびるを強く嚙かんで、祈いのる。

　祈るしか、シェリルには出来ないのだ。

「───……やっぱり気に入らないな、王族なんてものは」

　真っ青な顔で震ふるえながらもアレクシオンを見つめるシェリルを横目で見たレオは、吐はき捨てるように呟くと、剣を構え直した。

　既にいつもの静かな表情に戻っているアレクシオンは、力みをまったく感じさせない構えで長剣を握っている。

「……それで？」

　アレクシオンの問いに、レオが眉まゆを寄せる。

「本当の狙いは何だ」

「！」

　レオは目をかっと見開いた。同時に、雄お叫たけびを上げてアレクシオンに斬りかかる。

　高い金属音が弾はじけた直後、アレクシオンとレオは互たがいに跳び退すさるようにして距きよ離りを置いた。だが息を継つぐ間もなく、レオがアレクシオンに飛びかかる。

「……!?」

　ラルフシオンやステラに促うながされて広間を出ようとしていたカテリナが、何かを感じたのか再び振り返ったとき目にしたのがその光景だった。

　カテリナは自分の肩を支えるラルフシオンの腕を振り払い、広間へ駆け戻ろうとした。

「王おう妃ひ陛下!?」

　慌あわててその腕を摑んで止めたのはステラとヴァルトだ。だが、カテリナはそれでも広間に戻ろうとする。

「おやめください、王妃陛下！」

「放しなさい、ステラ！　アレクシオンが！」

　急いでヴァルトが言う。

「アレクシオン様なら大丈夫です！　真っ先に王妃陛下を案じられていたのはアレクシオン様だったのをご存じなら、なおのこと」

　しかしカテリナは青ざめたまま叫んだ。

「私のことなど良い！　アレクシオンを、なんとしても守らぬか！」

　咄とつ嗟さにカテリナが叫んだ言葉に、ラルフシオンが一瞬動きを止める。だがすぐに、穏おだやかな顔でカテリナを諫いさめた。

「ヴァルトの言うとおりです。陛下を救ったときの見事な動きはご覧になったでしょう？」

　カテリナの顔を覗のぞき込んだ翡翠ひすい色の目が、探さぐるような光を浮うかべる。

　その目に、はっとした顔になったカテリナは、自分を取り戻したようだ。

「……そう。そうでしたね」

　擦かすれがちの声ではあったが、いつもの気丈なカテリナの口調だった。

「控えの間へ行きます。───ラルフシオン、そなたは戻りなさい。衛兵たちもそばにいるから、私はもう大丈夫です」

　ヴァルトも、と声をかけると、ステラとともに衛兵に囲まれてその場を去っていく。

　その背中を細めた目でラルフシオンは見ていたが、一礼したヴァルトがアレクシオンのもとへ駆け戻っていくのを見送ると、そっと踵きびすを返した。

　それらのやりとりは広間を出た廊ろう下かで起きたことであり、加えてアレクシオンとレオの対たい峙じに殆どの者が意識を集中させていたため、誰だれも知らなかった。

　アレクシオンとレオが向き合っている間に、最後に残っていたもう一人が、クラウシオンとルーカスによって同時に倒された。

「……やっぱり俺らは二流か」

　自じ嘲ちようするようにレオが呟く。

　そしてぎり、と奥歯を嚙みしめると、勢いよくアレクシオンに飛びかかっていった。

「！」

　がつ、と剣けんが強くぶつかり合う音に、シェリルが思わず目を瞑つぶる。

　その後もう一度甲かん高だかい音が弾はじいた後で、剣が床ゆかに落ちて滑すべる音が聞こえ、シェリルは目を開いた。

　レオはアレクシオンに組み敷しかれていた。

　肩かたを左手で床に押さえつけられ、足も踏ふみつけられている。アレクシオンの右手は高く上がり、垂直に下ろした剣先はぴたりとレオの喉のど元もとに突つきつけられていた。

　レオはアレクシオンを見上げ、アレクシオンはレオを見下ろしている。

　間近で交差する二人の視線は鋭するどく、それさえもが刃やいばのようだ。

「……あんた、本当に王子かよ」

　口くち惜おしそうにレオが呟つぶやくのに、アレクシオンは答えなかった。

「───衛兵！」

　サリオが叫さけぶと同時に、衛兵たちがわっと駆け寄った。たちまちレオを捕とらえた衛兵たちからアレクシオンがするりと身を離はなすと、それまで息をつめて状じよう況きようを見守っていた人々から、大だい喝かつ采さいが沸わき起こった。

「……なんてお見事な！」

「まさか、アレクシオン殿でん下かがあのようにお強いとは……！」

　興奮と感かん嘆たんの渦うずの中にいながら、それを完全に無視して、アレクシオンはシェリルを探すように振ふり向く。

　シェリルはサリオに守られながら立ち尽つくしていた。その無事を確かく認にんすると、アレクシオンはほっと小さな息を吐いた。

　長ちよう剣けんを鞘さやに収め、ゆっくりとアレクシオンがシェリルに歩み寄る。

　その確かな足取りと、どこにも怪け我ががないことを確かめたシェリルは、いまさらながら急に身体からだが震えだした。

「シェリル？」

　肩を支えていたサリオが気づき、顔を覗く。

「だ……大だい丈じよう夫ぶ」

　笑おうとしたが、唇が震えて、うまく笑えない。

（駄だ目め。……シオンやみんなが心配する）

　そう思って、口元を両手で覆って隠かくそうとした、その指先までもが震えてしまう。

「……ごめ……」

　謝ろうとしたシェリルに、アレクシオンの手がのびる。アレクシオンはシェリルの肩を抱だきかかえるようにして腕うでの中にくるむと、一番近い扉とびらを押し開けた。

「サリオ。───後は頼たのむ」

「了りよう解かい」

　事後をサリオに託たくしたアレクシオンはシェリルを連れて廊下に出ると、シェリルの足がもつれない程度の速さで歩き始めた。

　ゆっくり、ゆっくりと。

　まるでシェリルの鼓こ動どうが落ち着いていくのに合わせるかのように、アレクシオンはシェリルを連れて歩く。そして廊下の端はしまで来ると、扉の開いていた小部屋の中にそっとシェリルの身体を押しやった。

　その後に続いて部屋に入ってきたアレクシオンを見上げたシェリルは、震える声で尋たずねた。

「……シオン。怪我は……？」

「……ない」

　アレクシオンはシェリルを安心させるためか、小さく笑って、軽く両りよう腕うでを広げて見せた。

「───……良かった」

　全身を安あん堵どが包み込み、力が抜ぬけそうになる。

「本当に……良かった」

　かたかたと震える手を握にぎりしめて、それを瞼まぶたに押し当てた。

　怖こわくても、心配でも、そして安心しても、涙なみだは出ようとする。

（こんなに泣き虫じゃなかった筈はずなのに）

　そう思いながら、せめて涙がこぼれないよう頑がん張ばろうとしたシェリルの上に、ふっと影かげが落ちた。少し両手をずらして見上げると、アレクシオンが触ふれそうなくらい近くにいて、シェリルを見下ろしていた。

「……シオ」

「───それは《四誓》だからか」

「え……？」

　蒼あおい眼まな差ざしが近づく。

　その輝かがやきに、シェリルは心ごと吸い寄せられる。

「案じるのは、《四誓》として主君を案じているだけか」

「───」

　そうだ、と。

　シェリルが口にすべき答えは、それしかない。

　アレクシオンの《四誓》として生きると決めたとき、同じように決めたからだ。

　決してアレクシオンと結ばれることはなく、いつかアレクシオンの隣となりに別の女性───アイネのような───が並ぶ時が来ても、それを受け入れると。

　そのためには、強くなる必要がある。

　自分の心を抑おさえる強さ。決してそれを、外に出さない強さ。

　どんなに心が切り裂さかれたとしても、その破は片へんすら見せることのない強さがなくては、アレクシオンのそばにいることは出来ない。

　シェリルは息を吸い込んだ。

　こんなことをアレクシオンが尋ねてくるということは、まだその強さがシェリルに備わっていないからだ。《四誓》の掟おきてを誰よりも分かっている筈のアレクシオンは、シェリルがあまりにも弱いから、まさかという思いで尋ねているのだ。

（……本当の気持ちがばれたら、一番困るのは、シオンなのに）

　優やさしい人は、シェリルの想おもいを知ったらどうするのだろう。そこにどんな答えがあったとしても、アレクシオンのためにならないということだけは分かる。

（それだけは、駄目）

　シェリルは唇くちびるを嚙かみしめた。

　簡単だ。ただ、頷うなずけば良い。

　そうすればアレクシオンも頷いて、もう大丈夫だと優しく笑い、皆みなのもとへ戻もどろうと言うだろう。さすがに宴うたげは中止だろうから、そのまま東の宮きゆう殿でんにみんなで揃そろって帰るのだ。そしてアレクシオンは東の棟に帰り、シェリルは西の棟に戻る。

　いつものことだ。

　いつもと同じように、自分は生しよう涯がい暮らすことのない東の棟に帰っていくアレクシオンの背中を見送って、目を閉じる。それで、今日という日は終わる。

「……」

　シェリルはアレクシオンを見上げた。

　自分の左手首で揺ゆれる飾かざりと同じ色の瞳ひとみが、深い光をたたえてシェリルを見る。

　頷くだけ。

　もしくは、はい、と答えるだけ。

　それだけなのに。

「───……」

　引きつるような胸の痛みが、シェリルの喉のどを震ふるわせた。

　噓うそをつくことが、出来ない。アレクシオンのまっすぐに届く眼差しが、シェリルに噓を許さない。けれども、真実の想いを口にすることは、もっと出来ない。

（───……シオン……！）

　目の前にいる人の名を、呼ぶことも出来ない。

　震えることしか出来ないシェリルは、ただアレクシオンを見つめ返すことしか出来なかった。その瞳から、ぽろ、と涙がこぼれる。

　その瞬しゆん間かん、アレクシオンの両腕がシェリルを強く抱きしめた。

「!?」

　驚おどろいて、一瞬固まったあとでシェリルがもがくと、アレクシオンの腕の力はさらに強くなった。

「動くな」

「だけど……っ」

「嫌いやでなければ、動くな」

　息を止めたシェリルに、シオンはさらに強く抱きしめると、耳元に唇を近づけて囁ささやいた。

「……動かないでくれ」

「───……！」

　その声は少し擦かすれていて、切なさを含ふくんだ低い響ひびきはシェリルの背筋に甘い衝しよう撃げきを走らせた。

　声だけで、全身が崩くずれ落ちそうだ。

[image: ]

（……どうして）

　泣きたい思いで目を閉じる。

　シェリルを《四誓》に選んだのは、アレクシオンだ。掟のことも、よく知っている。その上で選んだのだから、シェリルに特別な感情などない筈だ。

　それなのに、こんな風に抱きしめられては、それがシェリルを案じての行こう為いだったとしても必死に固めた決意まで、甘く崩れ落ちてしまう。

（……こんな優しさ）

　欲しくない、と言いたい。でも、言えないのだ。

　ほんのひととき、この優しさに甘えたい。

　望む感情は得られないと分かっていても、せめて優しさだけでも受け取りたい。

　駄だ目め、と自分自身の声が聞こえる。

　それに耳を塞ふさぐのは、自分の弱さと、醜みにくさだ。

（───ごめんなさい……）

　誰だれに謝るのか分からないまま、シェリルは左手を持ち上げた。

　腕うで飾かざりの揺れる手で、きゅっとアレクシオンの袖そでを握る。それが、シェリルの出来た、せいいっぱいの甘えだった。

　アレクシオンの胸の中で目を閉じる。

　頰ほおを伝う涙が、床ゆかに三粒つぶ落ちたら。

　そうしたら、この胸に手を置いて腕うでをのばし、身を離はなそう。

　そう心に決めて、シェリルはゆっくりと頰を伝い落ちる雫しずくを数え始めた。







「───……何故なぜ、このようなことが起こるのか」

　怒いかりに震えるカテリナの声が漏もれたのは、シェリルとアレクシオンのいる部屋とは廊ろう下かの逆の端にある控ひかえの間だった。

「宮殿、特に東の宮殿の警備を強化なさい。国王陛下には、私から申し上げる」

「はい。───まことに申し訳ございません」

　床に跪ひざまずき、平へい伏ふくするステラから視線を外すと、カテリナはまだ怒りと恐きよう怖ふに肩かたを震わせながら、椅い子すから立ち上がった。

「二度と許さぬ。───……アレクシオンは、私の命そのものなのだから」

　ステラが深く頭を下げる。

　カテリナはしばらく自分の興奮をなだめるように黙だまっていたが、やがて「ステラ」と呼びかけた。その声は既すでに、いつもの声だ。

「……やはりアレクシオンはシェリルに特別な感情を抱いだいているように思えるが……真実を知ったらどうなるであろう」

　ステラは顔を上げた。

「それは。……自分が本当は姫ひめ様がお産みになった御み子こであり、国王に一番相応ふさわしい立場にあると知れたら、ですか」

「そのようなことでは、あの子は自分の心を変えぬであろう。そうではなく……」

　カテリナはステラに振ふり向いた。

「そなた、まだ気づいていないのですか。あの娘むすめは……あの騎き士しの子です」

「騎士の……？」

　呟つぶやいたステラの顔が、はっと何かに気づいた表情になる。

「まさか……！」

「両親の名を聞いた。間ま違ちがいない」

「ですが───あ」

　そこでステラは懐ふところからそっと包みを取り出した。

　絹のハンカチにくるめたそれを、カテリナへ捧ささげ持つ。

「姫様が気にされていた、シェリルの首くび飾かざりです」

「！」

　カテリナは手を伸のばして包みを受け取ると、急いでそれを開いた。

　中から出てきたのは、少しくすんだ銀色の鎖くさりに、小さな花をかたどった飾り石のついた、ごく平へい凡ぼんな首飾りだった。

　石は深い青色だがさほど大きくはない。村の娘がしているのであれば、何の気にかかる点もないような品物だ。

　だがそれを見たカテリナは目を見開き、唇を震わせた。

　首飾りを震える手でもう一度ハンカチに包み直すと、そっとそれを自分の額に押しつけた。

「───間違いない。これは私が、あの騎士に褒ほう美びとして与あたえたもの……！」

「!?」

　カテリナは顔を上げた。

　青ざめたステラ以上に色の薄うすくなった顔で、呟く。

「……あの娘の父親の死に、自分が関かかわっているとアレクシオンが知ったら……！」

　そのとき廊下から、王妃とステラを呼ぶ侍じ女じよの声が聞こえた。

「ここです。何事です」

　すると扉とびらを開けて、侍女が転がり込んできた。

　眉まゆをひそめたカテリナとステラを見上げて叫さけぶ。

「国王陛下がお倒たおれに───……！」

「何ですって!?」

　蒼そう白はくになったカテリナとステラは悲鳴に近い声を上げると、急いで部屋を飛び出した。

　その報しらせは他ほかの者たちにも伝えられたらしい。

　賊ぞくの件ともあいまって、ついさっきまで宴うたげが開かれていたのが噓のような騒さわぎになって、人々は我先にと離り宮きゆうを後にした。王宮へ駆かけつける者、あるいは今後何が起きても良いように私し邸ていへ戻もどる者など様々な中、カテリナたちがいた部屋の隣となりから、ゆっくりと廊下に出てきた人物がいる。

「───……どういうことだ」

　青ざめた顔で出てきたのは、ラルフシオンだった。

　カテリナが叫んだ言葉が気になったラルフシオンは、控えの間に入った二人を追って、その隣の部屋に入った。離宮はラルフシオンもよく使うため、どこに耳を当てれば声が漏れ聞こえてくるのかを知っていたからだ。

　───……アレクシオンは、私の命そのものなのだから。

　───……自分が本当は姫様がお産みになった御子であり、国王に一番相応しい立場にあると知れたら、ですか。

　自分の耳で聞いた言葉なのに、いまだにラルフシオンは信じられずにいた。

　だが何度かそれを反はん芻すうするうちに、ラルフシオンの翡翠ひすい色の瞳ひとみから動どう揺ようが消え、冷れい酷こくな輝かがやきが戻ってくる。

「……王妃め。どのような手を使ったのか知らぬが───よくもここまで皆みなを騙だましとおしたものだ」

　唇くちびるには薄い笑えみがのぼっていても、その奥にあるのは怒りだ。

「だが、それもここまでだ」

　呟いたとき、音もなく現れ、ラルフシオンのそばに寄り添そった影かげがあった。側近のイシュトである。

「───ご命令どおり、レオという賊だけは逃にがすよう、衛兵に命じておきました」

　そんなことは当然と言わんばかりに、ラルフシオンはイシュトを見た。

　その目は冷たく、そして残ざん忍にんさまで含んでいる。

「……アレクが生まれたときのことと、シェリルの両親のことを、もう一度調べよ」

「御ぎよ意い」

「それから例の件。───最後の一手を打つときが来たようだ」

「───御意」

　静かに頭を下げると、再びイシュトはどこへともなく消える。

　一人、廊下に残ったラルフシオンは顔を上げ、歌うように呟いた。

「……父上に死んでいただくのは、もっと早くても良かったかもしれないな」







　その数日後。

　王宮には国王危き篤とくの声が響ひびき渡わたった───。







　あとがき







　こんにちは、槇ありさです。

　二巻、出ました！

　……前作をご存じない方は何をいきなりと首を傾かしげるでしょうが、こんなに早く続きが出ることって今までなかったんですよ。いやあ、我ながら頑がん張ばりました！（他の作家さんにとっては当たり前のペースかもしれないので、決して自じ慢まんにはなりません）

　新しいシリーズの最初は本当に手探り状態で原げん稿こうを書くのですが、この巻の終わり頃ごろになってようやく、登場人物たちが勝手に動き出すようになってくれました。この調子でどんどん動いてくれれば楽らく……いやいや、楽しいんですが、どうなることやら。

　まだ物語は動き始めたばかりです。これからどんな方向へ転がっていくのか、実は書いている自分が一番見えていないのかもしれません。この先絶対苦労するだろうなあと不安に思う一方で、ちょっとわくわくしている自分もいたりします。

　まずは次巻ですね。今度も（あくまでも自分比ですが）早めにお届けできるよう頑張りたいと思います。それまで皆みな様さま、どうぞお元気で！


槇　ありさ　　
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